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例　　言

1 　ຊ書は大菅波コショウズワリ遺跡の発掘調査報告書である。
2 　遺跡の所在地は加賀市大菅波町地内である。
3 　調査原因は北陸新幹線建設事業（金沢・敦賀間）で、ಉ事業を所؅するಠ立行੓法人మ道建設・ӡ
༌ࢪ設੔උࢧԉ機構が、石川県教育委員会に発掘調査をґཔしたものである。

4 　調査は公益財団法人石川県埋蔵文化財センター（以下ʮ県埋文センターʯ）が石川県教育委員会か
ら委ୗをडけて、平੒28（2016）年度からྩ࿨ 3（2021）年度にかけて࣮ࢪした。業຿内༰はݱ地調査、
出土品੔ཧ、報告書作੒、報告書ץ行である。ݱ地調査については、発掘作業およͼۭ中ࣸ真ਤ化
作業౳に係る関࿈作業のࢧԉを、平੒28年度にࣜג会ࣾౡ田૊、平੒29年度はࣜג会ࣾΞーΩδΦ
に委ୗし、県埋文センターの؂ཧのもと࣮ࢪした。なお、ຊ書にはྩ࿨ 2 年度に石川県教育委員会
文化財՝が࣮ࢪした޻事立会（110㎡）の記録をࡌܝした。

� 　調査に係るඅ用は、ಠ立行੓法人మ道建設・ӡ༌ࢪ設੔උࢧԉ機構がෛ୲した。
6 。した。期間・面積・୲౰՝・୲౰者（౰時）は下記のとおりであるࢪ地調査は平੒28・29年度に࣮ݱ　
ʲୈ 1 ࣍調査ʳ

期　間　平੒28年 9 月26日ʙಉ年12月14日
面　積　1,800㎡
୲౰՝　調査部 ࠃ関係調査άϧーϓ
୲౰者　久田正弘（՝௕ิࠤ）　西村ཌྷ（৤ୗ調査員）

ʲୈ 2 ࣍調査ʳ
期　間　平੒29年 4 月14日ʙಉ年 7 月31日
面　積　3,370㎡
୲౰՝　調査部 ࠃ関係調査άϧーϓ
୲౰者　立原ल明（主幹）　西田ণ弘（ઐ໳員）
　　　　ԣ山७ࢠ（৤ୗ調査員）　西村ཌྷ（৤ୗ調査員）

7 　出土品੔ཧは平੒30年度ʙྩ࿨ݩ年度に県埋文センターが࣮ࢪし、調査部県関係調査άϧーϓが
୲౰した。遺物࣮ଌ・トϨーε・࡯؍ද作੒・遺物番号஫記作業は、平੒30年度にはࣜג会্ࣾஐ・
。会ࣾౡ田૊に委ୗして行ったࣜג年度にはݩ会ࣾϥンά、ྩ࿨ࣜג

8 　自然Պֶత分析はྩ࿨ݩ年度にࣜג会ࣾύϨΦ・ϥϘに委ୗして行った。
9 　報告書作੒はྩ࿨ 2 ・ 3 年度に࣮ࢪし、ྩ࿨ 2 年度は調査部県関係調査άϧーϓ、ྩ࿨ 3 年度は
調査部ࠃ関係調査άϧーϓが୲౰した。ࣥච分୲は下記のとおりである。編集は久田が行った。

ୈ 1 ʙ 4 ষɿ西山美那（県関係調査άϧーϓ৤ୗ調査員）、ୈ � ষୈ 1 ・ 2 અ森　将史、ୈ 3 અ野
口真利江、ୈ 4 અ小林克也、ୈ � ʙ 7 અ藤根　久（ࣜג会ࣾύϨΦ・ϥϘ）、ୈ 6 ষɿ久田正弘（ࠃ
関係調査άϧーϓ主幹）

10　調査には下記の機関のྗڠをಘた。
加賀市教育委員会、ಠ立行੓法人మ道建設・ӡ༌ࢪ設੔උࢧԉ機構、੺ᖒಙ明、ઙ野๛࣏、石川
日出ߴ、ࢤ田लथ、౛根ൺ呂ࢠ、藤根　久、٢田　३、ถᖒٛޫ

11　調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保؅している。



12　ຊ書についてのຌྫは下記のとおりである。
ᾇ　遺構࣮ଌਤͦの他のํҐは࠲ඪ北であり、࠲ඪはࠃ土ަ௨ল告ࣔの平面௚֯࠲ඪᶝܥに४ڌ

した。
ᾈ　水平ج४はւൈߴであり、T�1�（東ژ࿷平ۉւ面）による。
ᾉ　出土遺物番号はૠਤ、࡯؍ද、ࣸ真でରԠする。なお、࣮ଌ番号とのରԠについては、出土

遺物࡯؍දに記ࡌしている。
ᾊ　遺物の࣮ଌ番号は、土器・石器・金ଐ器の種類に関係なく࿈番号を෇した。
ᾋ　遺構の名শは、下記のུ記号に番号（ࢉ用਺ࣈ）を෇しද記した。
　�4#ɿ掘立柱建物、4*ɿ周溝をもつ建物、4%ɿ溝、4,ɿ土坑、4'ɿ道路状遺構、1ɿ柱穴・小穴、

/3ɿ河川跡、49ɿͦの他
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西から）・2 区4#6ô178அ面（北東から）

ਤ൛24　�2 区4#7׬掘状گ（南から）・2 区4#7掘࡟作業（南から）・
1 区4#7ô1�4அ 面（ 西から）・2 区4#7ô1132அ 面（ 西か
ら）・2 区4#7ô1133அ面（西から）

ਤ൛2�　�2 区4*1他ݕ出状گ（南西から）、 2 区4*1・4%8作業状گ
（南西から）

ਤ൛26　�2 区4%1அ面 1（北東から）・2 区4%2அ面（東から）・2 区
4%4அ面（南から）・2 区4%8அ面 2（東から）・2 区4%9அ
面（東から）・2 区4%10அ面（南東から）、 2 区4%11・12அ
面（北東から）、 2 区4%1�அ面（西から）

ਤ൛27　�2 区4,1அ面（南東から）・2 区4,2遺物出土状گ（北か
ら）・2 区4,2அ面（北から）・2 区4,3அ面（南から）・2 区
4,4அ面（南から）・4,�அ面（西から）、 2 区4,�᛽・陶磁
器出土状گ（西から）、 2 区4,׬�掘状گ（東から）

ਤ൛28　�2 区4,6அ面（北から）・2 区4,6遺物出土状گ（東から）2
区4,6Գ࿮（南から）・2 区4,7அ面（東から）・2 区4,8ݕ
出状گ（南西から）・2 区4,8அ面（南から）・2 区4,10அ面

（西から）・2 区4,11அ面（南から）
ਤ൛29　�2 区4,12அ面（南から）・2 区4,12׬掘状گ（北から）・2

区4,13அ面（南から）・2 区4,14அ面（南から）・2 区4,1�
அ面（南東から）・2 区4,1�下部அ面（南東から）・2 区
2・（南東から）گ掘状׬�4,1 区4,16அ面（南から）

ਤ൛30　�2 区4,17遺物出土状گ（南東から）・2 区4,17அ面（南か
ら）・2 区4,17土師器出土状گ 1（北西から）・2 区4,17土
師器出土状گ 2（北西から）・2 区4,17他׬掘状گ（南か
ら）・2 区4,18அ面（南東から）、 2 区4,19・21அ面（南か
ら）、 2 区4,19・21׬掘状گ（南から）

ਤ൛31　�2 区492編物શܠ（東から）、 2 区492্Ґஅ面・編物出
土状گ（東から）、 2 区492編物出土状گ（南から）・2 区
492編物のॏなり（北から）・2 区492׬掘状گ（南から）

ਤ൛32　�2 区494ôC遺物出土状گ（北東から）、 2 区494・4,8׬掘
状گ（南から）、 2 区497அ面（南西から）、 2 区498・197
ʙ1102（南東から）、 2 区土坑܈（南から）・2 区4%10（南
東から）、2 区4%09・11・12（南東から）、2 区 2 面શܠ（南
から）

ਤ൛33　�2 区4'શܠ（東から）・2 区4'1ݕ出状گ（東から）・2 区
4'1ô1111ʙ113அ面（南西から）、 2 区4'1・6・7（南から）、
2 区4'2・3（東から）

ਤ൛34　�2 区/31墨書土器出土状گ 1（南西から）・2 区/31墨書
土器出土状گ 2（南西から）・2 区/31அ面 1（南東から）・
2 区/31அ面 2（南西から）・2 区/31遺物出土状گ（北東
から）

ਤ൛3�　�2 区/31׬掘状گ（南から）・2 区/31北นஅ面（南西か
ら）・2 区/31北นஅ面 2（南西から）・2 区/31ӓۄ出土
状گ（北東から）・2 区/31黒曜石出土状گ（西から）

ਤ൛36　 2 区出土遺物 1
ਤ൛37　 2 区出土遺物 2
ਤ൛38　 2 区出土遺物 3
ਤ൛39　 2 区出土遺物 4
ਤ൛40　 2 区出土遺物 �
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第 1章　調査の経緯と経過

第1節　調 査 の 経 緯

大菅波コショウズワリ遺跡の発掘調査は、మ道建設・ӡ༌ࢪ設੔උࢧԉ機構を建設主ମとする北陸
新幹線建設事業に൐い、石川県教育委員会ٴͼ（公財）石川県埋蔵文化財センター（以下ʮ県埋文セン
ターʯ）により࣮ࢪされたものである。

北陸新幹線はʮࠃຽ経ࡁの発లٴͼࠃຽ生ྖ׆Ҭの֦大ฒͼに地Ҭのৼڵをਤるため、શࠃ新幹線
మ道੔උ法にͮجき建設される新幹線మ道ʯである。平੒ 9（1997）年に東ژӺから௕野Ӻまで部分։
業しており、平੒27（201�）年には௕野Ӻから金沢Ӻまでの区間が։業された。これに൐い、石川県内
では平੒10ʙ22（1998ʙ2010）年度にかけて、௡഼町地内から白山総߹ं྆所までの区間において発掘
調査が࣮ࢪされた。ͦの後、෱井県敦賀までのԆ৳がܾఆされ、平੒24（2012）年 6 月にࠃ土ަ௨লに
よる認Մをडけて事業が։࢝されることとなった。ಉ年 8 月北陸新幹線（金沢・敦賀間）建設޻事にண
し、8޻ 月19日にはࣜ޻ىが行われている。平੒27年 1 月、੓෎は׬੒・։業時期を 3 年前౗しにして、
平੒34（2022）年度の։業を໨ࢦすことをܾఆした。

白山総߹ं྆所から෱井県ڥまでの޻事ܭըൣғにおける埋蔵文化財のऔりѻいについては、మ道
建設・ӡ༌ࢪ設੔උࢧԉ機構మ道建設ຊ部大ࢧࡕ （ࣾ以下ʮ事業者ʯ）から石川県教育委員会文化財՝（以
下ʮ県文化財՝ʯ）にর会があり、県文化財՝はܭըൣғ内に22Օ所の埋蔵文化財แ蔵地が存在するこ
とをճ౴した。また、周஌の埋蔵文化財แ蔵地については、文化財保ޢ法ୈ94৚にͮجき発掘調査౳
の保ޢાஔがඞ要となる。
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ͦの後૒ํの࿩し߹いにより、用地ങ収がࡁんでࢼ掘を࣮ࢪするڥ؀が੔ったൣғからॱに、分෍
調査、ࢼ掘౳を࣮ࢪすることとなった。ͦの݁Ռ、16遺跡についてຊ調査のඞ要がܾఆされた。

平੒2�年度には、白山総߹ं྆所内のຊ線部分に係るٶ保#遺跡や北出遺跡のຊ調査が࣮ࢪされた。
平੒27年度は、新幹線小দӺࣷ部分のീ日市地ํ遺跡の調査が࣮ࢪされ、平੒28年度以߱ຊ֨తに調
査が行われた。

県埋文センターは、ࢼ掘の݁Ռ埋蔵文化財調査が๲大な調査面積となることから、調査のޮ཰化と
期間୹ॖを໨తに、平੒28・29年度にຽ間会ࣾによる調査ࢧԉをಋೖした。主な委ୗ内༰は、Ծ設建
物౳の੔උ、ݱ৔の保क・؅ཧ、ج४ߌの設ఆ、発掘機ࡐの४උ、作業員΁のࣔࢦ・安શ؅ཧ、ਤ面
౳の作੒、୆ா౳の作੒、ۭ中ࣸ真ଌྔなどである。

第 2節　調 査 の 経 過

大菅波コショウズワリ遺跡の発掘調査は、平੒28年 4 月 1 日には事業者と石川県、石川県と県埋文
センターの間で委ୗܖ約をక݁し、県埋文センターからは発掘ಧを県文化財՝にఏ出した。なお、調
査ମ੍はୈ 1 දのとおりである。

平成28年度

ୈ 1 地調査を平੒28年ݱ࣍ 9 月26日からಉ年12月14日にかけて࣮ࢪした。調査面積は1,800㎡である。
9 月23日に県文化財՝、県埋文センター、ࣜג会ࣾౡ田૊（ݱ৔代ཧ人 ൘倉׻೭）によるݱ地確認を
行い、 9 月26日からॏ機によるද土আ10、ڈ月 3 日から作業員によるݱ地作業を։࢝した。10月11日
に平面௚֯࠲ඪୈᶝܥ（ੈքଌ地ܥ）をもとに10Nํ؟のάリッドを設ఆした。ਵ時޻ఔ会ٞを行いな
がら作業をਐめ、11月 1 日にはୈ 1 ճ໨のۭ中ࣸ真ଌྔを࣮ࢪした。11月 7 日からは鞍部埋土আڈ作
業を։࢝し、11月10日からは下面の遺構ݕ出作業ٴͼ掘࡟作業にணखした。ୈ 2 ճ໨のۭ中ࣸ真ଌྔ
は11月22日に、ୈ 3 ճ໨は12月 8 日に行った。ͦの後、安શࡤの設ஔや機ࡐ੔ཧを行い、12月14日に
事業者にҾ౉しݱ地調査をྃ׬した。

平成29年度

ୈ 2 地調査は平੒29年ݱ࣍ 4 月14日からಉ年 7 月31日にかけて࣮ࢪした。調査面積は3,370㎡（౰ॳ
3,340㎡）で、 4 月 6 日に事業者、+7、県文化財՝、県埋文センター、ࣜג会ࣾΞーΩδΦ（ݱ৔代ཧ
人 Ѩ部将थ・中井ӳࡦ）によるݱ地打߹せを行い、事前調੔޻事のਐ௙状ݱ、گ地作業での஫ҙ఺、
ഉ水ॲཧ、گݱਤ面、Ծ設建物建্などについてٞڠ・確認をした。調査は調査区を2Ȃ1ʙ2Ȃ3区に分
けて行い、 4 月17日より2Ȃ1区からॏ機によるද土আڈをॱ࣍行った。 4 月20日からは平面௚֯࠲ඪ
ୈᶝܥ（ੈքଌ地ܥ）をもとに10Nํ؟のάリッドを設ఆした。 4 月24日に県埋文センターとࢧԉ業者
による打߹せを行い、調査޻ఔ、ݱ地作業での஫ҙ఺、ࠓ後の༧ఆなどの確認を行った。 4 月27日か
ら作業員によるݱ地作業を։࢝し、掘立柱建物や周溝をもつ建物、河川跡、波൘状Ԝತなどをݕ出した。
ͦの後調査をਐめ、ୈ 1 ճ໨（2Ȃ1・2Ȃ2区の/31以西）のۭ中ࣸ真ଌྔを � 月2�日に、ୈ 2 ճ໨（2Ȃ1・2Ȃ
2区の/31以東）を 6 月19日、ୈ 3 ճ໨（2Ȃ3区）を 7 月20日に࣮ࢪした。なお、2Ȃ3区の北側と東側で遺
構が調査区֎΁Ԇͼる༷૬をࣔし、県文化財՝とのٞڠの݁Ռ、調査区を֦ுして調査を行うことと
なった。݁Ռ、調査面積が౰ॳより30㎡૿加し3,340㎡となった。 7 月23日にݱ地આ明会を行い、60名
がࢀ加した。作業員のݱ地作業は 7 月28日にऴྃし、7 月31日に事業者にҾ౉しݱ地調査をྃ׬した。
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令和 2年度

ྩ࿨ 2 年 8 月 � ・ 6 日に県文化財՝が୲౰し、北陸新幹線ຊ線にۙ઀するऔ෇道路޻事に൐う޻事
立会を࣮ࢪした。立会ൣғのର৅は、平੒28年度に県埋文センターが調査を࣮ࢪした 1 区の南東部で
ある（ୈ � ਤ）。ද土আڈのॏ機、ϙンϓ・発ి機などのഉ水機ࡐは+7からఏڙをडけた。調査区平面
ਤなどの࣮ଌٴͼ୯఺のଌྔは県文化財՝が行い、࣮ଌに൐うج४఺のࠃ土࠲ඪऔಘについては+7の
ɣ（ͼচ土ٴ耕土）৭೪࣭土׊石ˠ҉ࡅ事用޻、ຊ層ংはج、をಘた。調査の݁Ռྗڠ ҉փ׊৭೪࣭土
ˠ҉փ৭೪࣭土（แؚ層か）ɣ ԫփ৭೪࣭土（地山）であることが確認された（ୈ � ਤ）。ର৅ൣғについ
ては、平੒28年度調査੒Ռから遺跡のԑ辺部と૝ఆされたとおり、調査区น面で小穴を確認したのみ
で遺構はۃめてرബであった。遺物は出土していない。ࠓ後のରԠとして、޻事を࣮ࢪしてࢧোなし
とճ౴した。

第 3節　整理作業の経過

事業者からґཔをडけた県教委の委ୗ事業として、出土品੔ཧ作業のうち記名・分類・઀߹作業を
平੒30年度に、࣮ଌ・トϨーε作業をྩ࿨ݩ年度にͦれͧれ࣮ࢪし、調査部県関係調査άϧーϓが୲
౰した。

Ұ部の遺物については、平੒30年度にࣜג会্ࣾஐに࣮ଌ・トϨーε・࡯؍ද作੒・遺物番号஫記
作業、ࣜג会ࣾϥンάに石器の࣮ଌ・トϨーε・࡯؍ද作੒・遺物番号஫記作業を委ୗした。また、
ྩ࿨ݩ年度にࣜג会ࣾύϨΦ・ϥϘにՖค分析・寄生虫卵分析・ܔ૶分析・थ種ಉఆ・石࣭ಉఆを、
。ද作੒・遺物番号஫記作業を委ୗして行った࡯؍・会ࣾౡ田૊に土器の࣮ଌ・トϨーεࣜג

報告書ץ行については、ྩ࿨ 2 ʙ 3 年度に原ߘ・ਤ൛作੒౳を行い、編集・ߍ正作業を経てץ行す
ることとなった。

第 1 次調査 平成28年9月26日～同年12月14日 第 2 次調査 平成29年4月14日～同年7月31日 整理期間 平成30年 4 月 1 日～平成31年3月31日
調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長　田中　新太郎
調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長　田中　新太郎
調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長　田中　新太郎
総　 括 柴田　正秋（専務理事） 総　 括 柴田　正秋（専務理事） 総　 括 紺野　欽一（専務理事）
事　 務 釜親　利雄（事務局長） 事　 務 釜親　利雄（事務局長） 事　 務 釜親　利雄（事務局長）
総　 務 長嶋　誠（総務GL） 総　 務 横山　謙一（総務GL） 総　 務 山口　登（総務GL）
調　 査 福島　正実（所長） 調　 査 藤田　邦雄（所長） 調　 査 藤田　邦雄（所長）

藤田　邦雄（調査部長） 垣内　光次郎（調査部長） 垣内　光次郎（調査部長）
伊藤　雅文（国関係調査GL） 川畑　誠（国関係調査GL） 久田　正弘（県関係調査GL）

担　 当 久田　正弘（国関係調査G課長補佐） 担　 当 立原　秀明（国関係調査G主幹） 担　 当 久田　正弘（県関係調査GL）
西村　翼（国関係調査G嘱託調査員） 西田　昌弘（国関係調査G専門員） 立原　秀明（国関係調査G主幹）

横山　純子（国関係調査G嘱託調査員） 西田　昌弘（国関係調査G専門員）
西村　翼（国関係調査G嘱託調査員）

整理期間 平成31年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月31日 整理期間 令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月31日 整理期間 令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月31日
調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長　田中新太郎
調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長　徳田　博
調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長　徳田　博
総　 括 紺野　欽一（専務理事） 総　 括 田村　彰英（専務理事） 総　 括 田村　彰英（専務理事）
事　 務 釜親　利雄（事務局長） 事　 務 北谷　俊彦（事務局長） 事　 務 北谷　俊彦（事務局長）
総　 務 伊藤　直（総務GL） 総　 務 伊藤　直（総務GL） 総　 務 北谷　祥子（総務GL）
調　 査 垣内　光次郎（所長） 調　 査 伊藤　雅文（所長） 調　 査 伊藤　雅文（所長）

伊藤　雅文（調査部長） 川畑　誠（調査部長） 川畑　誠（調査部長）
久田　正弘（県関係調査GL） 久田　正弘（県関係調査GL） 澤辺　利明（国関係調査GL）

担　 当 久田　正弘（県関係調査GL） 担　 当 西山　美那（県関係調査G嘱託調査員） 担　 当 久田　正弘（国関係調査G主幹）
立原　秀明（国関係調査G主幹）

第 1 表　調査・整理体制組織表
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第 2章　遺跡の位置と環境

第1節　地 理 的 環 境

大菅波コショウズワリ遺跡は石川県加賀市大菅波町地内に所在
する。

加賀市は石川県の南西୺にҐஔしており、北は日ຊւに面し、
東は小দ市、南から西にかけては෱井県あわら市・ࡔ井市・উ山
市と઀している。ݱ在の加賀市は平੒17（200�）年10月 1 日に旧加
賀市と江প܊山中町が߹ซして஀生した市であり、人口6�,�93人

（ྩ࿨ 2 年 9 月 1 日ݱ在）、市Ҭ面積30��87ὕ、周ғ98��ᶳを༗する。
ަ௨は+3北陸ຊ線とࠃ道 8 号線が市Ҭの平野部を東西にฒ૸し、
ւ؛Ԋ線を૸る北陸自ಈं道は南側で内陸にೖり、෱井県ڥを越
͑た辺りで+3北陸ຊ線・ࠃ道 8 号線とަࠩする。ถ作りを中৺と
した೶業地ଳであるҰํ、加賀市が発঵地とされる۝୩焼や、ߴ
い໦地൨物ٕज़をもつ山中࣫器などの఻౷ܳ޻も੝んである。ま
た、山中Թઘ、山代Թઘ、片山௡Թઘは、小দ市の҄௡Թઘとと
もに加賀Թઘڷとして޿く஌られている。

市Ҭの地形は、北側はւ؛線にԊって江প࠭丘、橋立丘陵、橋立୆地、小দ࠭丘、ࣲ山୆地が、東
側では小দ市よりଓく月௡୆地が分෍している。市Ҭの南東側ではඪ100ߴNを௒͑る加賀山地、ೳ美
山地、江প丘陵など山地が୎越し、南東୺には市内ߴ࠷ๆである大日山（ඪ1,368ߴN）がҐஔする。水
川、市Ҭࣉとして、市Ҭ西部を北ྲྀし平野部で西΁と向きをม͑日ຊւに஫͙大੟ݯは大日山を水ܥ
東部をྲྀれࣲ山ׁに஫͙ಈ橋川の 2 大水ܥに大別される。他にも田৲川、小Ԙ川、ඌມ川、ീ日市川
など多くの小河川がྲྀれる。大੟ࣉ川とಈ橋川の下ྲྀҬでは江পຍ地やࣲ山ׁをؚΉ低地が形੒され
ている。ࣲ山ׁは、小দ市の໦৔ׁ、ׯ୓事業によりফ໓したࠓ江ׁとともにʮ加賀ބࡾʯとশされ
ていた。෱井県ࡔ井市Ҭには北ׁބもあり、このような河口にׁބが形੒された地形は日ຊւԊ؛に
。くみいͩされる޿

大菅波コショウズワリ遺跡が所在する大菅波町は江পຍ地の北東部にҐஔし、北側にはඪ70ߴN前
後の橋立丘陵がഭる。町Ҭの大൒を水田地とാ地が઎めており、ࠄ倉地ଳである江পຍ地のయ型をఄ
する。+3北陸ຊ線が町Ҭを南北にೋ分し、集落は線路の北側に、大菅波コショウズワリ遺跡は南側に
立地している。大菅波町はۙੈには大菅波村とশし、加賀ൡのࢧൡである大੟ࣉൡྖであった。明࣏
4（1871）年ഇൡஔ県により大੟ࣉ県となり、ಉ年11月金沢県に編ೖ、ཌ � 年には石川県とվশされ、
大菅波村は石川県江প؅܊下となった。ͦの後、明࣏22（1889）年の町村੍ࢪ行により作ݟ村、山田村、
大菅波村、小菅波村、ඌ中村、෋௩村、片山௡村、ٷ波村が߹ซして作ݟ村が੒立し、大菅波は作ݟ
村の大ࣈ名となった。ত࿨17（1942）年に作ݟ村とԘ௡村が߹ซして片山௡町が発଍、片山௡町はͦの
後ز度かの߹ซを経てত࿨33（19�8）年に大੟ࣉ町、橋立町、山代町、ಈ橋町、南ڷ村、ࡾ୩村、ࡾ໦村、
Ԙ԰村と߹ซして加賀市となり、大菅波は加賀市の町名となった。集落はੲ山࿢にҐஔしていたが、
。在のҐஔにҠったと఻わるݱࠒ௕ॳ期ܚ

N

኱ⳢἼࣜ࣡ࢬ࢘ࣙࢩࢥ遺㊧

ᐩᒣ┴

⚟井┴

㔠ἑᕷ

ຍ㈡ᕷ

第 2 図　遺跡の位置
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第 2節　歴 史 的 環 境

大菅波コショウズワリ遺跡周辺の遺跡を時代͝とにふれることで、ྺ史తڥ؀を֓؍する。ຊઅの
遺跡名（番号）はୈ 3 ਤ・ୈ 2 දの番号とରԠするためࢀরしていたͩきたい。なお、遺跡名について
は石川県遺跡地ਤのද記にैっている。

大菅波コショウズワリ遺跡（1）が所在する加賀市内では、これまで800Օ所以্の遺跡が確認されて
いる。市Ҭで࠷古の遺跡は橋立୆地にҐஔする旧石器時代後期のٶ地向山遺跡であり、石౛や石鏃、
๮状石斧、ૡ器といった石器が出土している。

縄文時代にೖると、橋立丘陵্、橋立୆地্、ࣲ山୆地ԑ辺部、大੟ࣉ川・ಈ橋川྆ྲྀҬの河؛ஈ
丘や୩ఈ低地などに遺跡が分෍するようになる。ૣ期の遺跡では大野山"遺跡や、県内࠷古ڃの土器
が出土したҏ੾遺跡が確認されている。前期の遺跡としてはಈ橋川中ྲྀҬの௡波倉遺跡や、橋立丘陵
Ұଳのࣲ山水ఈ֋௩遺跡、橋立ਆࣾཪ遺跡、黒࡚͝さんしΖ遺跡などが͛ڍられる。中期の遺跡では
ࣲ山֋௩や藤ϊ໦遺跡が஌られる。藤ϊ໦遺跡からは্山田ࣜ・古෎ࣜなど北陸特༗の土器に加͑、
東ւ・ۙـ・関東ܥの土器も出土したことから東西ަྲྀが੝んな地ҬであったことがӐ͑る。小菅波
が確認され、江পຍ地においてॳの縄文時代の確࣮な建物跡܈道遺跡では中期中葉から後൒の遺構ࠃ
のݕ出となった。౰֘期の集落のಈଶをݕ౼する্でॏ要な੒Ռと͑ݴる。後・൩期の遺跡としては、
஫口土器やҟ形土製品が出土したԣ北遺跡などがある。

弥生時代前期ʙ中期ॳ頭には、縄文土器のྲྀれをくΉࣲ山出村ࣜ土器が੒立し、ࣲ山出村遺跡やࣲ
山水ఈ遺跡などでࣲ山ׁԊ؛の࣪地を利用した原࢝తな水Ҵ࠿ഓが։࢝される。中期後൒には小菅波
からീ日市川にかけ؛道遺跡やೣ橋遺跡にも遺構・遺物がগし確認される。後期になるとࣲ山ׁԊࠃ
て遺跡はൣ޿ғに޿がり、ീ日市川ྲྀҬの自然అ๷・後എ࣪地にೣ橋遺跡やٷ波遺跡（14）がల։する。
後期前൒ೣ橋ࣜ土器のඪࣜ遺跡であるೣ橋遺跡はํ形周溝ุを൐う大ن໛な集落跡で、୸化ถや多ྔ
の໦製品、ۄ؅ະ੒品などが出土し、ٷ波遺跡では後期の集落とุҬが確認された。加ໜΩπω௩遺
跡（11）では後期後葉の自然河道や水路などが確認され、集落のԑ辺部をݕ出したものと思われる。

古墳時代にೖると、江পຍ地をݟ下Ζす丘陵্や୆地ԑ辺部に多くの古墳がங଄され、遺跡਺もඈ
༂తに૿加する。古墳܈は分ߍ・দ山地Ҭ、南ࡔٵ・ڷ・黒੉地Ҭ、෌௩・片山௡地Ҭ、ෑ地・小菅
波地Ҭなどに大別される。前期はຍ地東部に分ߍ古墳܈が出ݱする。小菅波地Ҭでは小菅波 4 号墳以
֎のங଄時期はෆ明ͩが、前期のங଄とਪఆされている。前期後൒から中期にかけてはຍ地西部に南
も前期から中（36）܈がల։する。ত࿨�8年に調査されたෑ地平野山古墳（7・�）܈古墳ࡔٵや܈古墳ڷ
期にҐஔ෇けられる。中期൒͹から後期にはຍ地中ԝ部にೋࢠ௩古墳܈が出ݱし、།Ұ墳丘がݱ存す
るޅ山古墳は北陸では਺গないయ型తな前ํ後ԁ墳である。৥ྠと周溝を൐い、මཹߕႀやۜ製ଳ金
۩など๛෋な副૴品が出土した。中期後葉にはશ௕100N以্の前ํ後ԁ墳とਪఆされる෋௩ؙ山古墳

（17）などがங଄され、後期には法ߖ山ԣ穴܈、ӫ୩ؙ山ԣ穴܈といったԣ穴܈や、黒੉ޚ๥山$古墳
集墳が多くங଄された。加賀市Ҭでは他にも਺多くの古墳が分܈に代දされる܈௩東田古墳ࢠやೋ܈
෍調査により確認されているが、古代の集落遺跡であるদ山$遺跡からԁ౵৥ྠ片が出土するなど、
墳丘がফ໓してしまったためにະ発ݟとなっている古墳が他にも存在しているՄೳੑがߴい。集落跡
としては、ٷ波遺跡、大菅波%遺跡（3）、片山௡ۄ଄遺跡、Ӭ町ΨϚϊϚΨリ遺跡などが஌られる。ٷ
波遺跡では、古墳前期のํ形区ը 2 ଄ۄ波片山௡ٷ。出したݕや建物跡などを（Ұ辺約2�̼と26̼）ج
遺跡では྘৭ڽփؠ製のۄ؅・石製品製作が行われ、33جの޻๪݉ॅډ跡が確認されている。

白๟時代以߱、௡波倉ഇٷ、ࣉ波ഇ が建立され、Ұ地ํでࣉඌഇߴ、ࣉ地ഇٶ、ࣉ保賀ഇ、（16）ࣉ
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第 3 図　周辺の遺跡（S＝1/25000）

第 4 図　調査区位置図（S＝1/5000）
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の建立਺としては多いことから、ࢧ഑֊ڃ層の間に෹教がڧくਁಁしていたとਪఆされる。また、ಈ
橋川中ྲྀҬ؛ࠨの低丘陵্にҐஔする黒੉נ༼跡で生産されたנは、保賀ഇࣉで使用されていたこと
が明らかになっている。この時代にೖると集落が江পຍ地ҰଳでӦまれるようになり、ࢄ෍地もؚめ
市内֤地で遺跡が確認されている。江প地ํは大ๅ཯ྩの੍ఆ（701年）により越前ࠃ江প܊となり、
弘ਔ14（823）年に加賀ࠃが越前ࠃからಠ立する。これに൐い江প܊の北൒部がೳ美܊として分立し、
江প܊には௕江、ീ田、س波、山എ、஛原、ֹ田、菅࿘、ࢬࡾのീڷ、あるいは܊Ոڷを加͑たڷ۝
がஔかれたとされる。

中ੈには多くの૳Ԃが経Ӧされるようになり、大菅波周辺は菅࿘ڷにଐしていたとਪఆされている。
遺跡としては作ࡆݟ跡（22）などの৓ؗや、南北180N、東西160NにٴͿؗ跡とਪఆされる௘使ؗ跡、
ͼ陶器を焼いた南加賀ٴ大の༼業地で須恵器࠷໦ͩいもん遺跡などが確認されている。また、県内ࡾ
古༼跡܈が੒立・ల։するのもこの時期である。この時期の集落遺跡の確認਺はগないが、加ໜ新ߴ
遺跡（12）で౰֘期の井戸が 2 代の掘立柱建物਺棟、井戸ل加ໜϘέ生水ウϥ遺跡で13ੈ、ج 1 竪、ج
穴状遺構 1 地にબఆॅډ出されている。中ੈ集落の確認਺がগないのは、より安ఆした地൫をݕがج
した݁Ռ、ݱ集落とॏなってະ発ݟとなっている遺跡が多いためとਪఆされる。

ۙੈの遺跡としては、大菅波コショウズワリ遺跡周辺ではෑ地経௩（38）があるがফ໓しているՄೳ
ੑがある。ఱ正 8（1�80）年に৫田੎によって加賀ࠃのҰᎋが平ఆされると、江প܊はܚ௕ �（1600）年
に前田ࢯのࢧ഑下にஔかれることとなった。׮Ӭ16（1639）年には加賀ൡのࢧൡとして大੟ࣉൡが੒立
し、大੟ࣉൡは明࣏ 4（1871）年のഇൡஔ県まで存ଓする。

引用・参考文献

֞内ޫ࣍࿠΄か� 2009�  h ໦"遺跡ࡾ 　ɦ石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター

஛内ཧࡾ� 1981�  h ֯川日ຊ地名大ࣙయ17�石川県 　ɦ֯川書ళ

立原ल明΄か� 2016�  h 加ໜΩπω௩遺跡・加ໜ新ߴ遺跡・加ໜϘέ生水ウϥ遺跡 　ɦ石川県教育委員会・（公財）石川県埋蔵文

化財センター

戸根ൺ呂ࢠ� 2019�  h 小菅波ࠃ道遺跡発掘調査報告書 　ɦ加賀市教育委員会

西ӳߊ� 2002�  h 大菅波%遺跡 　ɦ加賀市教育委員会

୩内明ԝ΄か� 2013�  h দ山%遺跡 　ɦ石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター

番号 県番号 遺跡名 種別 時代 番号 県番号 遺跡名 種別 時代
1 643000 大菅波コショウズワリ遺跡 集落 古代 24 619100 作見観音堂跡 社寺 その他
2 643100 小菅波国道遺跡 散布地 縄文、古墳 25 619200 作見陣跡 その他 中世
3 618100 大菅波D遺跡 散布地、集落 弥生、古墳、古代 26 619000 小菅波遺跡 集落 弥生、古墳
4 610000 下河崎遺跡 散布地 古代 27 618900 小菅波神社裏B古墳群 古墳 古墳
5 609900 吸坂B古墳群 古墳 古墳 28 618800 小菅波神社裏A古墳群 古墳 古墳
6 609800 片山古墳 古墳 古墳 29 618700 小菅波神社裏C1号墳 古墳 古墳
7 609700 吸坂A古墳群 古墳 古墳 30 618500 小菅波D1号墳 古墳 古墳
8 610100 川崎専稱寺跡 社寺 中世 31 618600 西の御城跡 城館 その他
9 641400 上河崎遺跡 散布地 弥生 32 618400 大菅波C遺跡 散布地 古代
10 607100 加茂かがり場遺跡 集落 古墳、その他 33 628800 大菅波古墳群 古墳 古墳
11 642700 加茂キツネ塚遺跡 集落 弥生、中世 34 618300 大菅波B遺跡 散布地 古墳
12 642500 加茂新高遺跡 集落 古代 35 618200 大菅波A遺跡 散布地 古代
13 643200 加茂フルドウ遺跡 集落 古墳 36 617900 敷地平野山古墳群 古墳 古墳
14 620900 弓波遺跡 散布地、集落 縄文、弥生、古墳、古代、中世 37 618000 敷地平野山遺跡 散布地、集落 縄文、弥生
15 620800 忌浪神社遺跡 散布地 古墳 38 617800 敷地経塚 その他 近世
16 620700 弓波廃寺 散布地、集落 弥生、古墳、古代、中世 39 617700 敷地春日町古墳群 古墳 古墳
17 620500 富塚丸山古墳 古墳 古墳 40 617200 平床遺跡 散布地 古代
18 620600 冨塚遺跡 散布地 古代 41 617100 西山田遺跡 散布地 古墳
19 619702 作見焼2号窯跡 生産遺跡 中世 42 617000 西山田光教寺跡 社寺 中世
20 619600 作見C遺跡 散布地 古墳 43 616700 東山田廃寺 社寺 その他
21 619500 作見A遺跡 散布地 古墳 44 616800 東山田八幡神社遺跡 散布地 その他
22 619400 作見砦跡 城館 中世 45 616900 東山田玄蕃屋敷跡 城館 その他
23 619300 作見B遺跡 散布地 古墳

第 2 表　周辺の遺跡一覧表
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第 3章　第 1 次 調 査

第 1節　概要と基本層序
1．概　　　要

平੒28年度調査区を 1 区、平੒29年度調査区を 2 区とした（ୈ � ਤ）。 2 区はさらに2Ȃ1ʙ2Ȃ3区にࡉ
分して調査を࣮ࢪした（ୈ 6 ਤ）。ᶠ3��10、̮Ȃ74300をج४として"1ߌを設ఆし、ߌから北東ํ向に
άリッドを഑ஔした（ୈ 6 ਤ）。ྩ࿨ 2 年度の立会調査は南東۱である。

ୈ 1 ࣍調査は1,800㎡をର৅に࣮ࢪした。 1 区の北側は平੒29年度調査の 2 区と઀している。遺構番
号は4#、4%、4,、1、49を用い、ͦれͧれ01から番号を෇した。

大菅波コショウズワリ遺跡は、遺跡の北側にҐஔする橋立丘陵がീ日市川に向けてࣼ܏する丘陵裾
にҐஔしており、 1 区の遺構ݕ出面もඪ��20ߴʙ6�20N前後と南ʙ南西側が低くなっている。なお、 1
区では西側のݕ出面を্層、ͦの下でݕ出した鞍部を下層として調査した（ୈ 7 ਤ）。遺構ີ度として
は、調査区東൒でややߴく、小穴が集中し掘立柱建物 4 棟がల։する（ਤ൛ 2 ）。Ұํ、河川跡をڬん
ͩ西൒では主に溝がݕ出され、遺構ີ度はߴくない（ਤ൛ 3 ・ 4 ）。 1 区においてݕ出された遺構の時
期は古墳時代຤ʙ中ੈにҐஔ෇けられ、౰֘期の集落遺跡であることが明らかになった。

遺物は、古墳時代後期ʙ古代にかけての須恵器・土師器を中৺として、গ਺ではあるが縄文土器、
弥生土器、石器、中ੈの土師器・陶磁器なども出土している。土器などは耕地੔ཧのӨڹか、ࡉ片が
多い。鞍部からは旧石器時代຤の柳葉形尖頭器や縄文時代の石器類が出土した。

2 ．基　本　層　序

　1 区の層ংは、্Ґからද土（耕作土、٬土）、主にΦリーϒ黒৭ʙ黒৭をఄする೪土（แؚ層）、主
にઙԫ৭ʙにͿいԫᒵ৭をఄする೪土（ج൫層）をجຊとしている（ୈ 8 ・ 9 ਤ）。

第 2節　 1区の遺構と遺物
1．掘 立 柱 建 物

掘立柱建物は 1 区において 4 棟確認した。いずれも 7 代とਪఆされ、側柱建物と総柱建物がセッلੈ
トになるものと思われる。また、建物を෮ݩするにはࢸらなかったが中ੈと思われる柱穴も確認した。

以下、ݸ別に記ड़していく。
SB01（ୈ12ਤ、ਤ൛ 6 ）　 1 区東部$9άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��72ߴʙ��8�N前後である。 2

間（3�6ʙ3�7N）̫ 3 間（4�8N）の側柱建物で、主࣠は/Ȃ9 Ȃ˃Eである。柱間や柱഑ྻにはやや͹らつきが
られ、柱間はྊ間で約1�2ʙ2�4N、ܻ行で約1��ʙ1�7Nをଌる。柱穴の平面形ଶはԁʙପԁ形、۱ؙݟ
ํ形、ෆ正ํ形と༷ʑである。ܘは௕࣠で4�ʙ60ᶲఔ、ਂさは12ʙ27ᶲఔをଌる。柱穴の෴土は֓Ͷ
ઙԫ৭ʙ黒׊৭であり、土層࡯؍では柱ࠟ跡が確認でき、ਾ͑られていた柱のܘは1�ʙ20ᶲఔとਪఆ
できる。4#01Ȃ103からは土師器ߴഋ（ୈ20ਤ 1 ）や須恵器ᙈ（2）が出土し、4#01Ȃ106からは土師器のϋ
έᙈ಑部্൒（3）やߴᆀ（4）٭が出土している。4#01は4#03とセットと思われる。
SB02（ୈ13ਤ、ਤ൛ 7 ）　 1 区東部$8・9άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��79ʙ��94N前後である。

2 間（3�6N）̫ 3 間（4�4ʙ4�6N）の側柱建物で、主࣠は/Ȃ82 Ȃ˃8である。柱間や柱഑ྻはൺֱత੔って

‒8‒



第 5 図　大菅波コショウズワリ遺跡調査区全体図（S＝1/500）
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おり、柱間はྊ間で約1�7ʙ1�9N、ܻ行で約1�4ʙ1�7Nをଌる。柱穴の平面形ଶは۱ؙํ形ʙෆ正ํ形
が多く、Ұ部でପԁ形やෆ੔ԁ形をఄする。ܘは௕࣠で4�ʙ70ᶲఔ、ਂさは19ʙ39ᶲఔをଌる。柱穴
の෴土は֓Ͷ明Φリーϒփ৭ʙ黒৭であり、土層࡯؍から柱ࠟ跡が確認できる΄か、4#02Ȃ10�や
4#02Ȃ107には柱根（ୈ24ਤ8�・86、ڞにΫリ）が࢒存しており、10ܘʙ20ᶲఔの柱がਾ͑られていたと
。られる。4#02は4#04とセットと思われる͑ߟ
SB03（ୈ14ਤ、ਤ൛ 8 ）　 1 区東部$8άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��77ߴʙ��94N前後である。 2

間（3�4ʙ3�7N）̫ 2 間（3�8ʙ4�0N）の総柱ࣜ建物の倉ݿで、主࣠は/Ȃ11 Ȃ˃Eである。柱間や柱഑ྻはൺֱ
త੔っており、柱間はྊ間約1�7ʙ1�9N、ܻ行約1�9ʙ2�1Nをଌる。柱穴の平面形ଶはԁʙପԁ形、۱ؙ
ํ形などである。ܘは௕࣠で約40ʙ80ᶲ、ਂさ約11ʙ3�ᶲをଌる。柱穴の෴土は֓Ͷ明Φリーϒփ৭
ʙ黒৭である。அ面から、柱のܘは10ʙ1�ᶲఔとਪఆされる。4#03Ȃ108から須恵器ԣළのด࠹部分（ୈ
20ਤ � ）、4#03Ȃ109から須恵器ᆀ਎（6）のഁ片が出土している。 6 の֎面にはগしの߱փがある。
SB04（ୈ1�ਤ、ਤ൛ 9 ）　 1 区東部#7・#8・$7・$8άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��63ʙ��80N

である。ྊ間とܻ行の区別は೉しいが、東西ํ向 2 間（3��N）̫ 南北ํ向 2 間（3�4ʙ3�6N）の総柱建物で、
主࣠は/Ȃ6 Ȃ˃8である。柱間や柱഑ྻはൺֱత੔っており、柱間は東西ํ向で約1�7ʙ1�8N、南北ํ向
で約1�6ʙ1�9Nをଌる。柱穴の平面形ଶはԁʙପԁ形、۱ؙํ形をఄする。ܘは௕࣠で30ʙ40ᶲఔ、ਂ
さは10ʙ33ᶲఔである。柱穴の෴土はԫփ৭ʙ黒׊৭である。4#04Ȃ101と4#04Ȃ104では柱根（ୈ24ਤ
。存していた࢒にΫリ）がڞ、88・87

第 6 図　調査区グリッド配置・主要遺構配置図（S＝1/1000）
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第 7 図　 1 区全体図（S＝1/500）
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第 8 図　 1 区調査区壁断面図 1（S＝1/500・1/100）
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第 2節　1区の遺構と遺物



第 9 図　 1 区調査区壁断面図 2（S＝1/100）
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第10図　 1 区部分図 1（S＝1/250）
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第11図　 1 区部分図 2（S＝1/250）
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第12図　 1 区SB01実測図（S＝1/60）
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第13図　 1 区SB02実測図（S＝1/60）
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第15図　 1 区SB04実測図（S＝1/60）
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2 ．溝　

SD01（ୈ16ਤ、ਤ൛ 3 ）　 1 区西部"2・3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��44ʙ���8Nである。
௕さ1�Nఔで྆୺とも調査区֎΁Ԇͼ、4%02・03に੾られている。෯は70ʙ160ᶲఔで、ਂさは � ʙ
1�ᶲఔである。平面形は؇いހをඳいている。அ面形はややෆ੔形な൒ԁ状で、෴土は֓Ͷփ৭ʙ黒
৭である。縄文土器ਂ׊ （ുୈ20ਤ 7 ）や須恵器ᙈମ部下൒（8）などをਤ化した。 7 はL3縄文を持つ。
8 の֎面は剥཭する。
SD02（ୈ16ਤ、ਤ൛ 3 ）　 1 区西部"3・4άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ���4ߴʙ��69Nで、௕さ8�8N

ఔを確認している。෯約30ʙ�0ᶲ、ਂ さ約 9 ʙ12ᶲをଌる。平面形は௚線తで、主࣠は/Ȃ77 Ȃ˃Eである。
அ面形はෆ੔形な൒ԁ状で、෴土は֓Ͷփ৭ʙԫփ৭である。縄文土器ਂ （ുୈ20ਤ 9 ）、須恵器ᆀ֖

（10）、須恵器ᆵ（11）などをਤ化した。10はऑいྏを持つ֖である。
SD03（ୈ16ਤ、ਤ൛ 3 ）　 1 区西部"2・3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��47ʙ��68Nである。

௕さ約18�7Nを確認した。෯は30ʙ�0ᶲఔで、ਂさは 4 ʙ27ᶲఔである。溝西部が南に向かって؇く
。୆形状である。溝の෴土はԫփ৭ʙΦリーϒ黒৭であるٯがる平面形をఄし、அ面形はۂ
SD04（ୈ16ਤ、ਤ൛ 3 ）　 1 区西部"2・3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ���4ߴʙ���9Nである。溝

の西側が調査区֎΁とԆͼているが、 2 区において溝のଓきはݕ出されなかった。 1 区では௕さ 6 N
ఔを確認しており、෯は約60ʙ90ᶲ、ਂ さは約 1 ʙ 8 ᶲをଌる。௚線తな平面形をఄし、主࣠は/Ȃ86 Ȃ˃
8である。溝からは須恵器ߴᆀ（ୈ20ਤ12）やۙ代のものとみられる൘状໦製品（ୈ24ਤ89）などが出土
した。
SD05（ୈ16ਤ、ਤ൛ 3 ）　 1 区西部"4άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��6�ʙ��67Nである。શ௕

約4�9N、෯約30ʙ40ᶲをଌり、ਂさは 2 ʙ 3 ᶲఔとઙい。平面形は௚線తで、主࣠は/Ȃ89 Ȃ˃8である。
縄文時代にଐする࣭ܔทؠの石 （֩ୈ22ਤ6�）などが出土した。
SD06（ୈ16ਤ、ਤ൛ 3 ）　 1 区西部"4άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��6ߴ�N前後で、௕さ1�8Nఔ

を確認した。෯約�0ʙ100ᶲ、ਂさ約 � ʙ23ᶲをଌる。主࣠は/Ȃ8 Ȃ˃8である。அ面形はઙいࡼ状で中
ԝ෇ۙがҰஈਂくなり、溝の෴土はփ白৭ʙΦリーϒ黒৭である。
SD08（ୈ17ਤ、ਤ൛11）　 1 区北東۱%10・11άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�0�ʙ6�12Nである。

1 区では௕さ9�3Nఔが確認され、 2 区の4%11・12΁とଓく。෯1�3ʙ1�7Nఔ、ਂさは 3 ʙ40ᶲఔで、
主࣠は/Ȃ68 Ȃ˃8である。அ面形は൒ԁ状ʙٯ୆形状で、෴土は明ԫ׊৭ʙ黒׊৭で、ଯ積՝ఔは 3 அ
面とも 3 ஈ֊ある。 2 区では4%10・11（ୈ47ਤ）にܨがり、中ʙۙੈと思われる。古墳時代の土師器ߴ
ᆀ（ୈ20ਤ13）や古代຤の内黒༗୆㡜（14）、縄文時代の石਴（ୈ22ਤ66・67）などをਤ化した。
SD09（ୈ11ਤ）　 1 区中ԝ෇ۙ#6・7・8άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��44ߴʙ���3Nである。4%番

号を෇して調査を行ったが、ะ৔੔උ前の用水路（᎟ཚ）と思われ、 2 区֧ཚ12にܨがる。縄文時代の
ෆ明石製品（ୈ22ਤ68）、中ੈの土師ࡼ（ୈ20ਤ1�）、加賀焼ᙈ（16）、越前焼ᙈ（17）などをਤ化した。
SD10（ୈ17ਤ）　 1 区北東部%9άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�02ߴʙ6�0�Nである。શ௕約3�6N、

෯約20ʙ30ᶲをଌり、ਂさは 2 ʙ 7 ᶲఔとઙい。平面形は௚線తで、主࣠は/Ȃ68 Ȃ˃8である。్੾れ
ながら、$10区までܨがるようである。அ面形はٯ୆形状で、෴土はΦリーϒ黒৭である。須恵器ᆀ
਎（ୈ20ਤ18）などが出土した。
SD10西（ୈ17ਤ）　 1 区北東部%9άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�03ʙ6�07Nで、௕さ1�7Nఔ

を確認した。෯は約20ʙ30ᶲ、ਂさは 4 ᶲఔͩった。主࣠は/Ȃ80 Ȃ˃8である。அ面形はٯ୆形状で、
෴土はԫփ৭である。 2 区4%14にܨがるようである。
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第16図　 1 区遺構図 1（S＝1/150・1/60）
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第17図　 1 区遺構図 2（S＝1/100・1/60）
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SD11・SK02など（ୈ11・19ਤ、ਤ൛ 2 ）　 1 区北東部%9・10άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�03ߴ
ʙ6�0�Nである。௕さ6�7Nఔ、෯約3�ʙ70ᶲ、ਂさ約 1 ʙ 4 ᶲをଌり、平面形はくのࣈ状をఄする。
調査中は、周溝を持つ建物と૝ఆしたが、主柱穴と思われる柱穴は確認できなかった。須恵器ແ୆ᆀ

（19、ᶜ期）をਤ化した。
SD12（ୈ16ਤ）　 1 区北୺$7・8άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��92ʙ6�00Nである。௕さ � N前

後を確認した。෯は40ʙ�0ᶲఔ、ਂさは 3 ʙ22ᶲఔをଌる。主࣠は西部が/Ȃ48 Ȃ˃E、やや۶ۂして/Ȃ
66 Ȃ˃Eである。அ面形はٯ୆形状をఄするとみられ、෴土は҉փԫ৭ʙ黒׊৭である。土師器ᙈ（ୈ20
ਤ20）の΄か、須恵器ᆀ਎（21）、須恵器ߴᆀ（22）などをਤ化した。
SD13（ୈ17ਤ）　 1 区東୺$10άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��89ߴʙ��92Nである。௕さ約3�2N前後、

෯20ʙ40ᶲఔ、ਂさ � ʙ12ᶲఔである。主࣠は/Ȃ71 Ȃ˃8である。அ面形はෆ੔形な൒ԁ状で、෴土は
明ԫ׊৭ʙ黒׊৭である。

3 ．土　　　坑（SK）

SK03（ୈ17ਤ）　 1 区北୺$・%8άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�02ߴʙ6�04Nで、平面形はପԁ形
をఄする。௕࣠約1�4N、୹࣠約 1 Nをଌり、ਂさは 7 ʙ 9 ᶲとઙい。அ面形はઙい൒ԁ状である。須恵
器のᙈ（ୈ20ਤ23）やᆀ （֖24）などをਤ化した。24のఱ井部はϩΫϩέズリであり、ややຎ໓している。

4 ．小　　　穴

番号を෇した小穴は67جを਺͑る。掘立柱建物の柱穴として柱ྻをଊ͑られたもの以֎にも、建物
ϓϥンの෮ݩにはࢸらなかったが柱根が࢒存する柱穴などもෳ਺確認できたため、அ面ਤを作੒した
ものの中から以下に記ड़する。
P05（ୈ18ਤ）　 1 区東部#8άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��4N前後である。平面形は۱ؙํ形

をఄし、௕࣠36ᶲ、ਂさ14ᶲをଌる。柱根（ୈ24ਤ90）が࢒存していた。
P07（ୈ11・18ਤ、ਤ൛11）　 1 区中ԝ෇ۙ"6άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��37ߴNで、平面形

はପԁ形をఄする。௕࣠�4ᶲ、ਂさ28ᶲをଌる。縄文土器ਂ （ുୈ20ਤ2�）が出土した。ްさ12ʙ13ᶱ
とްく、શମにຎ໓するが、大ཻの3L縄文を持ち、ఈ部はナσ・ϛΨΩである。大ཻのཻ࠭を多くؚ
み、ମ部にはগしഗが෇ணする。
P13（ୈ16ਤ）　 1 区北୺$7άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��8�N前後である。平面形はԁ形を

ఄし、ܘ約30ᶲ、ਂさは12ᶲఔをଌる。෴土は׊փ৭である。
P15（ୈ10・18ਤ）　 1 区西୺"2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��4ߴ�N前後である。平面形はପԁ

形をఄし、௕࣠27ᶲ、ਂさ 9 ᶲをଌる。෴土はΦリーϒփ৭で、柱根（ୈ24ਤ91）が࢒存していた。
P16（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��36ʙ��38Nである。

平面形はପԁ形をఄし、௕࣠47ᶲ、ਂさ12ʙ19ᶲをଌる。෴土はにͿいԫ৭ʙΦリーϒ黒৭である。
P17（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��36ߴNである。平面形

はํ形で、௕࣠約�0ᶲ、ਂさ 8 ᶲをଌる。෴土はԫփ৭ʙΦリーϒ黒৭である。
P18（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��31ߴʙ��33Nである。平

面形はପԁ形をఄし、௕࣠49ᶲ、ਂさ � ʙ19ᶲをଌる。柱ࠟ跡らしき土層が確認でき、෴土は黒׊৭
ʙΦリーϒ黒৭である。
P19（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"3・4άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��2�N前後である。

平面形はԁ形で、ܘ約40ᶲ、ਂさ 9 ᶲをଌる。෴土は҉Φリーϒ׊৭ʙ黒৭である。
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第18図　 1 区遺構図 3（S＝1/100・1/60）
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P20（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"4άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��23ʙ��2�Nである。
平面形はପԁ形で、௕࣠38ᶲ、ਂさは20ᶲఔである。土層அ面からは柱ࠟ跡が確認できる。෴土はփ
ԫ৭ʙ黒৭である。
P21（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"4άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��2ߴ�N前後である。平

面形はପԁ形をఄし、௕࣠43ᶲ、ਂさ 8 ᶲをଌる。柱ࠟ跡と思われる土層が࡯؍でき、෴土はԫփ৭
ʙΦリーϒ黒৭である。
P22（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"4άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��30ߴN前後で、平面

形はପԁ形をఄする。௕࣠46ᶲ、ਂさ � ʙ1�ᶲをଌり、෴土はΦリーϒ黒৭ʙ黒৭である。
P23（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��40N前後である。

平面形はํ形をఄし、௕࣠43ᶲ、ਂさ22ᶲをଌる。෴土は明ԫ׊৭ʙΦリーϒ黒৭である。
P24（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"3άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは��37ʙ��38Nで、平

面形はෆ੔ପԁ形をఄする。௕࣠は42ʙ47ᶲఔで、ਂさは 9 ʙ2�ᶲをଌる。柱根（ୈ24ਤ92）が࢒存し
ていた。
P25（ୈ18ਤ、ਤ൛ 4 ）　 1 区西部 2 面の"4άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��21ߴʙ��23Nで、平面

形はෆ੔ํ形をఄする。௕࣠�1ᶲ、ਂさ 6 ʙ1�ᶲをଌる。柱ࠟ跡らしき土層が確認でき、෴土はにͿ
いԫᒵ৭ʙ黒׊৭である。
SI02？（ୈ18ਤ）　西側下層のϐット܈は、調査中に縄文時代の柱穴 （ྻପԁ形かฑڸ形）のՄೳੑを

૝ఆしていた。124のΫリࡐなので、縄文時代の用ࡐとしては໰୊がない。しかし、調査中に໦ࡐを
औり্͛たࡍには、柱ࡐとしての֮ײはগなくて໦のํ向が߹わないので、Մೳੑをࢦఠするにཹめ
たい。
P26　 1 区北部$7άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��80ߴNで、平面形はํ形をఄする。ܘ約30ᶲ、

ਂさ 8 ʙ2�ᶲをଌる。土師器ߴᆀ（ୈ21ਤ26）が出土した。
P53（ୈ1�ਤ）　 1 区東部#7άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは��66ʙ��70Nで、平面形はପԁ形を

ఄする。௕࣠は70ᶲఔ、ਂさは � ʙ13ᶲをଌる。土層அ面からは柱ࠟ跡が確認できる。
P57　 1 区東୺$10άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��91N前後である。平面形はෆ੔ํ形をఄし、

௕࣠約40ᶲ、ਂさは 4 ᶲఔである。生焼けの須恵器ᆀ （֖ୈ21ਤ27）や土師器のߴᆀ٭部（28）と㡜（29）
をਤ化したが、土師器はຎ໣している。
P66　 1 区北東۱%10άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�1ߴ�N、平面形はପԁ形である。௕࣠約�0ᶲ、

ਂさ22ʙ28ᶲをଌる。土師器くのࣈᙈ（30）が出土し、಑部ϋέ調੔で口ԑ部はϤコナσͩが、ຎ໣する。

5 ．そ　 の 　他

SX04（ୈ10ਤ）　 1 区西部#�άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��40ߴʙ���0Nである。平面形はෆ੔形
で、௕࣠約1�7N、୹࣠約60ʙ120ᶲ、ਂさ � ʙ10ᶲをଌる。土師器ߴᆀ（ୈ21ਤ31）が出土した。
SX06（ୈ10ਤ）　 1 区西部#�άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��44N前後である。平面形はପԁ形

をఄし、௕࣠約1�1N、୹࣠約�0ᶲ、ਂさ 9 ʙ32ᶲをଌる。ୈ21ਤ32は内ܘ઀߹なので弥生中期中葉の
小দࣜᙈである。
SX07（ୈ10ਤ）　 1 区西部#�άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��42ߴʙ���1Nである。平面形はෆ੔ํ

形をఄし、௕࣠約3�4N、୹࣠約2�9N、ਂ さ 6 ʙ20ᶲをଌる。土師器ߴᆀ（ୈ21ਤ33）や縄文土器ਂ （ു34）
などが出土した。33は内֎面がຎ໓し、34は3L縄文と下൒はナσである。
SX10（ୈ11ਤ）　 1 区南୺"6άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��43ߴʙ��47Nである。平面形はෆ੔形
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第19図　 1 区遺構図 4（S＝1/80・1/40・1/10・1/3）
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で、௕࣠ํ向3�3Nఔを確認した。ਂさは � ʙ40ᶲをଌる。中ੈの土師器小ࡼ（ୈ21ਤ3�）が出土した。
鞍部（ୈ10・11ਤ）　 1 区西側"4ʙ"7άリッドでݕ出した。下層では、"4・#4ʙ"6・$6で確認さ

れた。自然河道はややڱくなり、"�・#�ʙ"6άリッド内である。鞍部্面には、ෆ੔形な土坑や小
ϐットが確認され、4910では中ੈの小型土師器ࡼが出土している。࠷下層ではୈ23ਤ72ʙ7�・83が出
土した。
出土遺物　以下、แؚ層などから出土した遺物を記ࡌする。旧石器時代຤と思われる柳葉形尖頭器

（ୈ23ਤ71）は"3区下面แؚ層出土である。ॏ機で下層ݕ出面まで下͛ていた時に、όέットにҾっֻ
かって、ཪฦってҠಈした（ୈ19ਤ、ਤ൛11）。鞍部下層など出土の72ʙ7�は旧石器時代຤ʙ縄文時代
前期ࠒであΖうか。71・73ʙ7�はڽփؠ製である。

縄文時代では、#6区鞍部্面から縄文土器のૈ製ਂ （ു61）が出土している。ްさなどから、中期で
あΖうか。縄文時代の石器は、ఆ֯ࣜ磨製石斧（69・83）、打製石斧（79・80）、石鏃（81）、剥片（70・
76・77）があり、84の石਴は調査区東側の水田でද࠾した。81は下呂石製石鏃である。黒曜石は藤根
久ࢯのྗڠで諏訪産とಉఆされた。

弥生時代（中期）では、"3区で太型蛤刃石斧（82）が出土した（ਤ൛11）。　
古墳時代では、土師器ᙈ（41・��）、土師器ߴഋ（39・49）、須恵器ᆀ （֖�2・44・�4）、須恵器ߴഋ（�8）、

䛇（�7）、ᙈ（36ʙ38）、ළ類（42・�6・�9）が後期、須恵器ᆀ （֖�3）が຤期である。44のఱ井部にはϔϥ
記号があり、周辺は黒化し、׈らかである。�2はఱ井部に߱փ。�4はϩΫϩέズリであるが、࠷後の
みϩΫϩナσである。�8のड部内面には߱փ。�9は内面্൒・֎面下൒に自然ᬵ。

古代では、須恵器ᆀ （֖43）、須恵器༗୆ᆀ（60・48）、須恵器ແ୆ᆀ（4�）、須恵器༗୆（�1）ࡼ、土師
器内黒㡜（46）、土師器ߴഋ（�0）をਤ化した。60はᶚ期、4�・48・�1は 9 代ل中葉以߱、46は10ੈلੈ
であΖう。40と46のఈ面には、墨書が確認される。40は墨書ෆ明文ࣈ 2 とॎํ向のϔϥ記号を持つ。
46の文ࣈも判ಡෆ明である。60はॏͶ焼きᶗかᶘ類である。

中・ۙੈでは、ཾઘ༼青磁࿸（ୈ21ਤ47）、越前焼ᙈ（62）、加賀焼੆ （ു63・64）などをਤ化した。47
はશମにްく、ࠐݟみにはՖ文を持つようである。63は27ᶱ間に13ຊのԷ໨がある。64は֎面にέズリ、
内面は使用により׈らか。ୈ24ਤ93は総黒৭の࣫器࿶であり、ۙੈと思われ、थ種はトνϊΩである。
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第20図　 1 区出土遺物 1（S＝1/3）

0 15cm（1:3）
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第21図　 1 区出土遺物 2（S＝1/3）

0 15cm（1:3）
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第22図　 1 区出土遺物 3（S＝1/3・1/2）

0 15cm（1:3） 0 5cm（1:2）

排土 ໟྵᒙ（A2） 検出面（D10）

検出面（C8）
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55
56

58

59 60

61

57

62

63

64

65

66

67
68

69

70（1/2）

‒30‒

第 2節　1区の遺構と遺物



第23図　 1 区出土遺物 4（S＝1/3・1/2・2/3）

0 15cm（1:3）

0 5cm（1:2）

0 10cm（2:3）

下面ໟྵᒙ（A3）

鞍部᭱下ᒙ（B574～72ࠊ）
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周辺検出面（C11）

排土
検出面

下面ࠉ壁ࠉ排Ỉ（A4）

検出面（B5）
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第24図　 1 区出土木製品（S＝1/4）

0 15cm（1:4）
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第 3 表　 1 区出土遺物観察表 1

報
告

管
理

 
番

号
地

区
グ

リ
ッ

ド
出

土
遺

構
等

器
種

口
径

（
㎝

）
底

径
（

㎝
）

器
高

（
㎝

）
遺

存
度

色
調（

内
）

色
調（

外
）

釉
調

胎
土

焼
成

調
整（

内
）

調
整（

外
）

備
考

1
01

54
1区

C9
SB

01
-P

03
高

坏
（

3.3
）

 
 

破
片

褐
灰

灰
白

橙
色

粒
良

ナ
デ

ナ
デ

2
01

81
1区

C9
SB

01
-P

03
甕

-
-

（
3.2

）
破

片
灰

白
灰

白
白

色
粒・

黒
色

粒
や

や
多

良
同

心
円

タ
タ

キ・
ナ

デ
格

子
タ

タ
キ・

カ
キ

目

3
01

79
1区

C9
SB

01
-P

06・
 

P0
6上

面
甕

-
-

（
4.6

）
破

片
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
1㎜

大
流

紋
岩（

白
）多

良
ナ

デ
ハ

ケ

4
01

80
1区

C9
SB

01
-P

06
上

面
高

坏
-

-
（

2.8
）

破
片

灰
白

灰
白

1㎜
大

白
色

粒・
灰

色
粒

良
マ

メ
ツ

マ
メ

ツ

5
01

82
1区

SB
03

-P
08

芯
横

瓶
-

-
（

1.6
）

破
片

灰
白

灰
0.5

㎜
大

白
色

粒・
黒

色
粒

良
ナ

デ・
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

 
同

心
円

タ
タ

キ
カ

キ
目

外
面

工
具

の
ア

タ
リ

痕

6
01

83
1区

C8
SB

03
-P

09
坏

身
-

-
（

2.1
）

1/
12

灰
灰

白
色

粒
多

、長
石

微
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
外

面
受

部
に

坏
蓋

口
縁

部
の

溶
着

7
01

89
1区

A3
SD

01
深

鉢
-

-
（

3.7
）

極
小

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

0.5
～

1㎜
大

流
紋

岩
多

、細
長

石・
 

石
英・

角
閃

石
良

ナ
デ

LR
縄

文

8
01

90
1区

A3
SD

01
甕

-
-

（
6.1

）
破

片
灰

灰
0.5

㎜
大

白
色

粒
多

、石
英

細
粒

子・
黒

色
粒

良
格

子
タ

タ
キ

格
子

タ
タ

キ

9
01

91
1区

A3
SD

02
深

鉢
-

-
（

4.4
）

極
小

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

1～
2㎜

大
の

流
紋

岩（
白

）多
く

、 
長

石・
石

英・
角

閃
石

良
ナ

デ・
ケ

ズ
リ

ナ
デ

10
01

92
1区

A3
SD

02
坏

蓋
-

-
（

2.0
）

1/
12

以
下

灰
灰

白
色

粒・
黒

色
粒

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
11

01
93

1区
A3

SD
02

壺
-

-
（

3.3
）

破
片

黄
灰

灰
黄

長
石・

石
英・

チ
ャ

ー
ト・

白
色

粒
多

良
ナ

デ・
ユ

ビ
オ

サ
エ

カ
キ

目
12

01
49

1区
A3

SD
04

高
坏

-
-

（
3.6

）
3/

12
灰

黄
灰

黒
灰

色・
白

色
砂

粒
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

長
方

形
ス

カ
シ

3方
向

か

13
01

50
1区

D1
0

SD
08

上
面

高
坏

-
-

（
4.4

）
4/

12
灰

白
灰

白
白

色
細

砂・
赤

色
粒・

赤
色

粒
、 

少
量

の
角

閃
石

良
マ

メ
ツ

マ
メ

ツ

14
01

51
1区

D1
0・

11
SD

08
上

層
有

台
埦

-
（

7.7
）

（
1.6

）
3/

12
灰

灰
白

1㎜
大

流
紋

岩
少

量
、長

石
不

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

マ
メ

ツ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

マ
メ

ツ
3～

5㎜
大

の
石

2つ
含

む
。

内
黒

か
15

01
94

1区
B7

西
SD

09
皿

-
-

（
2.3

）
1/

12
以

下
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
長

石・
白

色
粒

少
、海

綿
骨

針
微

量
良

ナ
デ・

ユ
ビ

オ
サ

エ
ナ

デ・
ヨ

コ
ナ

デ
口

縁
歪

み
あ

り
16

01
96

1区
B8

東
SD

09
加

賀
甕

-
-

（
5.1

）
1/

12
以

下
灰

黄
褐

褐
灰

0.5
㎜

大
白

色
粒・

黒
色

粒
良

ナ
デ・

ユ
ビ

オ
サ

エ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

断
面

灰
白

色
17

01
95

1区
B8

東
SD

09
越

前
甕

-
-

（
6.5

）
極

小
灰

褐
に

ぶ
い

赤
褐

細
石

英・
長

石
良

工
具

ナ
デ・

ナ
デ

ナ
デ

18
01

52
1区

C9
SD

10
坏

身
-

-
（

2.3
）

5/
12

灰
白

灰
白

白
色

粒
子

少
、黒

色
粒

子
微

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

坏
受

部
1.5

/1
2

19
01

97
1区

D1
0

SD
11

無
台

坏
-

-
（

2.6
）

1/
12

以
下

灰
白

灰
白

白
色

粒・
黒

色
粒

を
や

や
多

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
口

縁
部

内
外

面
重

ね
焼

Ⅲ
類

20
01

47
1区

C7
東

、 
C8

西
、C

7
SD

12
中

央・
 

東
側・

東
SB

甕
-

-
（

13
.1）

+
（

3.9
）

1/
12

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

1～
2㎜

大
流

紋
岩（

黒
）・

石
英・

 
赤

色
粒

多
良

マ
メ

ツ・
一

部
ケ

ズ
リ・

ナ
デ

ハ
ケ・

マ
メ

ツ
底

部
10

/1
2

21
01

53
1区

C8
SD

12
東

側
坏

身
-

-
（

1.8
）

1/
12

灰
白

灰
白

細
石

英・
黒

色
粒

子
を

微
量

不
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

ケ
ズ

リ
生

焼
け

22
01

98
1区

C8
西

SD
12

東
側

高
坏

-
-

（
2.4

）
1/

12
灰

白
灰

白
長

石
砂

粒
を

含
む

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
外

面
自

然
釉

、ス
カ

シ
の

痕
跡

23
01

99
1区

C8
SK

03
甕

-
-

（
5.3

）
破

片
灰

灰
微

量
の

石
英

と
白

色
粒・

黒
色

粒
良

同
心

円
タ

タ
キ

の
ち

ナ
デ

平
行

タ
タ

キ

24
02

00
1区

C8
SK

03
坏

蓋
-

-
（

2.0
）

2/
12

灰
灰

0.5
㎜

大
白

色
粒

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ・
 

ロ
ク

ロ
ナ

デ
断

面
赤

灰
色

25
01

73
1区

A6
P0

7
深

鉢
-

（
11

.7）
（

12
.7）

底
部

完
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
1～

3㎜
大

砂
粒

を
多

不
良

ナ
デ

縄
文・

ナ
デ

外
底

部
周

縁
に

種
子

圧
痕

。 
内

面
体

部
黒

色
化

26
01

74
1区

B7
P2

6
高

坏
-

-
（

1.8
）

1.5
/1

2
明

赤
褐

明
赤

褐
白

色
粒

子
を

多
良

マ
メ

ツ
ナ

デ
内

面
口

唇
部

～
外

面
や

や
黒

化
27

01
75

1区
C1

0
P5

7
坏

蓋
-

-
（

2.0
）

2/
12

灰
白

灰
白

砂
粒

の
混

入
少

な
い

不
良

ナ
デ

マ
メ

ツ（
ケ

ズ
リ

）か
28

01
76

1区
C1

0
P5

7
高

坏
-

-
（

2.1
）

1.5
/1

2
灰

白
浅

黄
橙

1㎜
大

白
色

粒・
灰

色
粒

を
や

や
多

良
マ

メ
ツ

マ
メ

ツ
29

01
77

1区
C1

0
P5

7
埦

？
-

-
（

2.9
）

1/
12

以
下

浅
黄

橙
浅

黄
橙

流
紋

岩・
長

石
を

少
量

不
良

マ
メ

ツ
マ

メ
ツ

30
01

78
1区

D1
0

P6
6

甕
-

-
（

3.6
）

破
片

淡
黄

浅
黄

橙
1㎜

大
の

流
紋

岩（
白

）や
や

多
不

良
ヨ

コ
ナ

デ・
マ

メ
ツ

ヨ
コ

ナ
デ・

ハ
ケ・

マ
メ

ツ
31

01
85

1区
B5

SX
04

高
坏

-
-

（
2.3

）
3/

12
浅

黄
橙

浅
黄

橙
1㎜

大
の

流
紋

岩
多

、赤
色

粒
不

良
マ

メ
ツ

マ
メ

ツ
32

01
84

1区
B5

SX
06

甕
-

-
（

1.8
）

1/
12

以
下

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

1㎜
大

白
色

粒
と

長
石・

石
英

良
ハ

ケ
後

ヨ
コ

ナ
デ

粗
い

ハ
ケ

外
面

口
縁

端
部

刻
目

。
内

面
に

黒
斑

33
01

86
1区

B5
SX

07
高

坏
-

-
（

2.7
）

底
部

完
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
0.5

㎜
大

流
紋

岩
を

や
や

多
良

マ
メ

ツ
マ

メ
ツ

34
01

87
1区

B5
SX

07
深

鉢
-

-
（

3.9
）

1/
12

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

0.5
㎜

大
流

紋
岩

多
良

ナ
デ

RL
縄

文・
ナ

デ
35

01
88

1区
A6

SX
10

小
皿

-
-

1.2
1/

12
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
黒

色
砂

粒
を

少
良

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ・

ナ
デ・

オ
サ

エ
36

01
55

1区
D9

北
溝

甕
（

22
.2）

-
（

3.3
）

1/
12

灰
灰

長
石・

白
色

粒
子

を
微

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

断
面

セ
ピ

ア
色

37
02

02
1区

D1
0

北
溝

甕
-

-
（

4.0
）

極
小

灰
灰

白
白

色
粒・

石
英

を
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
同

心
円

タ
タ

キ
カ

キ
目

外
面

降
灰・

自
然

釉
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報
告

管
理

 
番

号
地

区
グ

リ
ッ

ド
出

土
遺

構
等

器
種

口
径

（
㎝

）
底

径
（

㎝
）

器
高

（
㎝

）
遺

存
度

色
調（

内
）

色
調（

外
）

釉
調

胎
土

焼
成

調
整（

内
）

調
整（

外
）

備
考

38
02

04
1区

B5
北

壁
SB

甕
-

-
（

8.6
）

極
小

灰
灰

石
英・

白
色

粒
を

微
量

良
同

心
円

タ
タ

キ
の

ち
ナ

デ
格

子
タ

タ
キ

断
面

赤
褐

色
39

01
56

1区
B3

北
壁

溝（
下

層
）

高
坏

-
-

（
3.9

）
破

片
橙

橙
1～

2㎜
流

紋
岩（

白
）・

赤
色

粒
を

多
不

良
シ

ボ
リ

マ
メ

ツ

40
01

57
1区

D8
北

壁
溝

無
台

坏
（

15
.6）

（
12

.0）
2.7

1/
12

灰
白

灰
白

長
石・

石
英

を
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

 
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

後
ナ

デ
底

部
3/

12
、底

部
外

面
墨

書
2字

・ 
ヘ

ラ
記

号
。

重
ね

焼
Ⅲ

類
41

01
58

1区
B6

北
壁

崩
落

土
内

甕
（

12
.7）

-
（

3.2
）

2/
12

に
ぶ

い
橙

に
ぶ

い
橙

長
石・

石
英

の
細

粒
を

や
や

多
く

含
む

良
ヨ

コ
ナ

デ・
ケ

ズ
リ

ハ
ケ・

ヨ
コ

ナ
デ

43
01

59
1区

B1
0

南
溝

坏
蓋

-
-

（
1.8

）
摘

み
完

灰
白

灰
白

白
色

粒
を

含
む

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
内

面
少

し
滑

ら
か

43
02

03
1区

D1
0

北
溝

瓶
-

-
（

6.6
）

1/
12

灰
白

灰
白

白
色

砂
粒

を
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

外
面

灰
被

り

44
01

61
1区

B8
南

壁
坏

蓋
-

-
（

5.1
）

1.5
/1

2
青

灰
青

灰
白

色
粒

を
微

量
に

含
む

良
回

転
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

回
転

ケ
ズ

リ
断

面
灰

赤
色

。
外

面
降

灰
。

天
井

部
線

刻・
黒

化・
滑

ら
か

45
01

60
1区

A2
～

A5
南

側
溝

無
台

坏
-

（
10

.8）
（

0.9
）

2/
12

灰
白

灰
白

白
色

粒
を

含
む

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

キ
リ

離
し

後
ナ

デ
外

底
部

、乾
燥

さ
せ

る
際

の
草

な
ど

の
痕

46
01

62
1区

B9
南

壁
有

台
埦

-
-

（
1.4

）
2/

12
黒

に
ぶ

い
黄

橙
0.5

㎜
石

英
多

量
、白

色
粒・

角
閃

石
良

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ（
密

）
ヨ

コ
ナ

デ・
回

転
糸

切
り

内
黒

47
01

48
1区

排
土

青
磁

碗
-

（
6.3

）
（

2.8
）

5/
12

明
緑

灰
明

緑
灰

黒
色

細
粒

子
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

 
高

台
周

縁
ユ

ビ
オ

サ
エ

龍
泉

窯
15

C前
～

中
頃

、高
台

裏
面

に
 

鉄
釉

。
内

面
見

込
み

花
弁

状
の

印
花

文

48
01

63
1区

表
土

除
去

排
土

内
有

台
坏

-
（

7.1
）

（
1.4

）
7/

12
灰

白
灰

白
細

白
色

粒
子

と
長

石・
石

英
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

内
面

見
込

み
仕

様
痕

か

49
01

64
1区

排
土

高
坏

-
-

（
6.3

）
灰

白
灰

白
白

色
粒・

黒
砂・

長
石・

石
英・

 
角

閃
石・

赤
色

粒
良

ナ
デ・

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
マ

メ
ツ

50
01

68
1区

D1
1周

辺
検

出
面

高
坏

-
-

（
5.4

）
6/

12
灰

灰
白

1㎜
大

の
白

色
粒

を
含

む
良

マ
メ

ツ
マ

メ
ツ

51
01

65
1区

排
土

有
台

皿
-

（
6.6

）
（

1.7
）

2/
12

灰
灰

白
色

粒
を

や
や

多
く

、長
石

を
微

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

回
転

糸
切

り
内

面
に

使
用

痕

52
01

66
1区

排
土

坏
蓋

-
-

（
3.7

）
2/

12
灰

灰
白

0.5
㎜

の
白

色
粒

を
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

 
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

天
井

部
灰

被
り

。
外

面
口

縁
重

ね
焼

痕

53
02

06
1区

排
土

坏
蓋

-
-

（
1.5

）
破

片
灰

灰
白

色
粒・

黒
色

粒
を

多
く

含
む

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

54
02

09
1区

C8
検

出
面

坏
蓋

-
-

（
2.1

）
小

片
灰

灰
0.5

㎜
大

の
白

色
粒

を
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ・

 
ロ

ク
ロ

ナ
デ

55
01

67
1区

排
土

甕
（

10
.8）

-
（

3.8
）

2.5
/1

2
灰

黄
褐

灰
黄

褐
1～

2㎜
大

の
流

紋
岩（

灰
）を

多
く

、
石

英・
角

閃
石・

赤
色

砂
粒

を
含

む
良

ヨ
コ

ナ
デ・

 
ヨ

コ
方

向
の

ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ

56
01

69
1区

A2
包

含
層

𤭯
（

6.3
）

-
（

4.7
）

2.5
/1

2
青

灰
青

灰
白

色
細

粒
子

を
や

や
多

く
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
シ

ボ
リ

痕
ロ

ク
ロ

ナ
デ

口
縁

部
歪

み
あ

り

57
02

08
1区

C1
1周

辺
検

出
面

𤭯
-

-
（

3.4
）

破
片

灰
灰

白
色

粒・
黒

色
粒

を
や

や
多

く
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

外
面

体
部

に
櫛

描
刺

突
出

文・
沈

線
、 

自
然

釉
58

01
70

1区
D1

0
検

出
面

高
坏

-
-

（
2.1

）
3/

12
灰

白
灰

長
石・

赤
色

粒
の

細
粒

を
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ（
マ

メ
ツ

）
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

ケ
ズ

リ
内

底
面

に
降

灰
に

よ
る

付
着

物

59
01

71
1区

C8
検

出
面

瓶
（

14
.8）

-
（

9.6
）

2/
12

褐
灰

褐
灰

0.5
㎜

の
白

石
粒・

黒
色

粒
を

含
む

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
頸

部
3/

12
、外

面
沈

線
2条

。
外

面
全

体
と

内
面

上
半

に
自

然
釉

60
01

72
1区

A3
検

出
面

有
台

坏
（

11
.8）

-
（

4.0
）

1/
12

灰
白

灰
白

色
粒

を
多

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

61
02

01
1区

B6
暗

部
上

面
深

鉢
-

-
（

8.2
）

1/
12

以
下

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

1～
2㎜

大
の

流
紋

岩
、赤

色
粒

多
く

、
0.5

㎜
大

の
石

英
少

量
、角

閃
石

微
量

良
ナ

デ
縄

文（
RL

）

62
02

05
1区

排
土

越
前

甕
-

-
（

4.7
）

1/
12

以
下

褐
灰

褐
白

色
粒・

石
英

砂
粒

を
少

し
含

む
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、鉄

釉
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、鉄
釉

63
02

07
1区

D1
1周

辺
検

出
面

加
賀

擂
鉢

-
-

（
5.2

）
破

片
灰

白
灰

白
1㎜

大
の

流
紋

岩
多

く
、 

黒
色

粒
を

少
量

不
良

櫛
歯

11
本

/2
6㎜

ロ
ク

ロ
ナ

デ

64
02

10
1区

C7
検

出
面

土
器

2
加

賀
擂

鉢
-

-
（

5.7
）

2/
12

明
赤

褐
明

赤
褐

細
か

い
白

色
粒

良
ナ

デ・
卸

目
ナ

デ・
ケ

ズ
リ

外
底

面
離

れ
砂

第 4 表　 1 区出土遺物観察表 2
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第 5 表　 1 区出土石製品・木製品観察表

報
告

番
号

管
理

番
号

地
区

グ
リ

ッ
ド

出
土

遺
構

等
器

種
長（

㎝
）

幅（
㎝

）
厚

・
高（

㎝
）

重
量（

g）
石

材
備

考
65

02
11

1区
A4

SD
05

石
核

5.
4 

7.
4 

5.
3 

23
8.

0 
珪

質
頁

岩
自

然
面

：
有（

亜
円

礫
） 

 裏
面

の
一

部
に

磨
面

。
黒

色
の

付
着

物
66

02
29

1区
D

10
東

SD
08

上
層

石
錘

（
6.

15
）

（
8.

65
）

3.
1

（
13

7）
凝

灰
岩

67
02

30
1区

D
10

東
SD

08
上

層
石

錘
8.

95
7.

0
3.

3
25

1
ガ

ジ
リ

多
し

68
02

13
1区

B8
東

SD
09

不
明

7.
8 

3.
6 

3.
1 

94
.1

 
凝

灰
岩

自
然

面
：

有
69

02
27

1区
D

9
北

壁
　

溝
磨

製
石

斧
（

5.
0）

（
5.

2）
（

2.
6）

（
66

.1
）

凝
灰

岩
裏

面
に

被
熱

に
よ

る
破

損
。

70
02

22
1区

B9
南

壁
剥

片
2.

1 
1.

8 
1.

0 
2.

3 
黒

曜
石

71
02

12
1区

A3
下

面
包

含
層

尖
頭

器
（

12
.1

）
4.

7 
1.

3 
（

63
.7

）
凝

灰
岩

全
体

的
に

風
化

が
顕

著
72

02
14

1区
B5

鞍
部

最
下

層
剥

片
3.

0 
4.

6 
1.

4 
20

.9
 

ガ
ラ

ス
質

安
山

岩
風

化
著

し
い

73
02

15
1区

B5
鞍

部
最

下
層

剥
片

3.
8 

3.
5 

1.
1 

9.
7 

凝
灰

岩
自

然
面

：
有

74
02

16
1区

B5
鞍

部
最

下
層

剥
片

5.
8 

5.
0 

1.
4 

29
.1

 
凝

灰
岩

75
02

17
1区

A5
鞍

部
最

下
層

剥
片

2.
6 

4.
6 

1.
1 

11
.1

 
凝

灰
岩

自
然

面
：

有
76

02
21

1区
排

土
剥

片
1.

6 
1.

6 
0.

7 
2.

2 
玉

髄
自

然
面

：
有

、
右

側
面

・
裏

面
両

極
剥

離
77

02
23

1区
検

出
面

剥
片

2.
8 

2.
0 

0.
6 

3.
3 

黒
曜

石
両

側
縁

部
に

微
細

剥
離

痕
78

02
24

1区
A4

下
面

　
壁

排
水

剥
片

5.
6 

5.
3 

1.
8 

33
.3

 
凝

灰
岩

79
02

18
1区

表
土

除
去

排
土

内
打

製
石

斧
10

.2
 

7.
3 

2.
6 

17
3.

6 
流

紋
岩

自
然

面
：

有
、

全
体

的
に

風
化

が
顕

著
80

02
19

1区
C

11
周

辺
検

出
面

打
製

石
斧

（
7.

8）
4.

6 
2.

5 
（

11
8.

0）
デ

イ
サ

イ
ト

 
自

然
面

：
有（

円
礫

）
81

02
20

1区
B5

検
出

面
石

鏃
3.

0 
2.

0 
0.

4 
2.

0 
下

呂
石

82
02

25
1区

A3
検

出
面

土
器

1
磨

製
石

斧
（

15
.5

）
6.

4
4.

1
（

61
9）

凝
灰

岩
太

型
蛤

刃
83

02
26

1区
A5

暗
部

最
下

層
磨

製
石

斧
7.

8
3.

7
1.

8
90

.3
透

閃
石

岩
ヵ

84
02

28
1区

東
側

通
路

2番
目

の
水

田
石

錘
8.

8
6.

2
1.

9
14

7.
2

凝
灰

岩

報
告

番
号

管
理

番
号

地
区

グ
リ

ッ
ド

出
土

遺
構

等
器

種
最

大
長（

㎝
）

最
大

幅（
㎝

）
厚

・
高（

㎝
）

樹
種

木
取

り
時

期
備

考
85

02
63

1区
C

7g
r

SB
02

-P
05

（
30

.9
）

21
.8

11
.0

ク
リ

板
目

古
墳

86
02

66
1区

C
7g

r
SB

02
-P

07
（

19
.7

）
（

13
.1

）
（

8.
5）

ク
リ

芯
持

丸
木

古
墳

87
02

67
1区

B8
gr

SB
04

-P
01

（
12

.5
）

（
7.

5）
（

4.
3）

ク
リ

割
れ

古
墳

88
02

70
1区

B7
gr

SB
04

-P
04

（
13

.1
）

（
14

.3
）

（
8.

0）
ク

リ
板

目
奈

良
・

平
安

89
02

68
1区

A3
gr

SD
04

（
26

.5
）

（
8.

0）
（

1.
5）

マ
ツ

属
複

維
管

束
亜

属
板

目
近

代
90

02
64

1区
B8

gr
P0

5
15

.0
8.

55
5.

8
コ

ナ
ラ

属
ク

ヌ
ギ

節
芯

持
丸

木
不

明
91

02
69

1区
A2

gr
P1

5
（

15
.1

）
（

11
.0

）
（

7.
9）

モ
ミ

属
芯

持
丸

木
不

明
92

02
65

1区
B3

gr
P2

4
21

.7
8.

5
3.

65
ク

リ
割

れ
不

明
93

02
71

1区
排

土
（

2.
6）

ト
チ

ノ
キ

横
木

取
り

中
・

近
世

残
存

　
底

 9
/1

2、
底

径（
5.

7）
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第 4章　第 2次調査

第 1節　概要と基本層序
1．概　　　要

ୈ 2 ࣍調査は3,370㎡をର৅に、2Ȃ1・2Ȃ2・2Ȃ3区とࡉ分して調査を࣮ࢪした（ୈ2�ਤ）。遺構番号は
4#、4*、4%、4,、4'、/3、1、49を用い、ͦれͧれ 1 から番号を෇した。

　2 区は調査区શମが耕地੔ཧ時の࡟平をडけておりඍ地形は判然としないが、 1 区とಉ༷南側が低
くなっている。遺構ݕ出面はඪ��10ߴʙ6��0N前後とߴ低ࠩがある。࡟平をडけたため遺構のਂさはશ
ମతにઙいものの、遺構ີ度は 1 区とൺֱしてもߴい。掘立柱建物 8 棟、周溝をもつ建物 1 棟、溝17৚、
井戸もؚめた土坑21ج、道路状遺構（波൘状Ԝತ）、河川跡、小穴などをݕ出した（ୈ27ʙ30ਤ）。遺構
の時期は大きく古墳時代後期ʙ平安時代とۙੈの 2 時期に分けられる。古墳時代後期ʙ平安時代では、
調査区を北から南΁ॎஅする河道の྆؛に遺構がల։している。掘立柱建物܈、周溝をもつ建物、井戸、
土坑܈のҰ部が౰֘期にଐするとみられ、౰遺跡はこの時期に࠷੝期をܴ͑たと͑ߟられる。ۙੈの
遺構としては、土坑、井戸、柱穴などがݕ出面のඪߴϨϕϧがߴい調査区北側でまとまってݕ出された。
ఈ部に編物をෑいた土坑や、݁Գを井戸࿮とした井戸なども確認した。柱ྻは明らかでないが、ૅ石
をもつ柱穴などもあり、他にも掘立柱建物の存在が༧૝される。また、西側は"1ʙ$3区にかけて 2
面（下層）を調査（ୈ27ਤ）しており、গ਺のϐットを確認した。

2 ．基　本　層　序

層ংは、্Ґからද土（੝土、耕作土）、҉փԫ৭೪土（੔地土）、黒׊৭೪土（แؚ層）、にͿいԫᒵ
৭೪土（઴Ҡ層）、にͿいԫᒵ৭ʙփ白৭೪土（ج൫層）をجຊとしている（ୈ2�ਤ）。前ड़のとおり耕地
੔ཧ時に࡟平をडけており、土層࡯؍からはแؚ層が᎟፩されたような༷૬もݟडけられた。

第 2節　 2区の遺構と遺物
1．掘立柱建物・柱列

掘立柱建物は 2 区において 8 棟確認しており、時期は古墳時代後期ʙ平安時代とۙੈにҐஔ෇けら
れる。前年度調査の 1 区ಉ༷、 2 ʷ 2 間の正ํ形にۙい建物とܻ行が௕い௕ํ形の建物がରをなして
いると͑ߟられる。4#1ʙ�までが河道ӈ؛に、4#6ʙ8が؛ࠨにҐஔする。また、建物഑ஔを૝ఆす
ることはできなかったが、柱ࠟ跡ないしૅ石をもつ柱穴が఺在しているため࣮ࡍの棟਺は૿͑るもの
と༧૝される。

以下、ݸ別に記ड़していく。
SB1（ୈ31ਤ、ਤ൛18）　 2 区西୺%1・2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��89ߴʙ��97Nである。 2 間

（2�9N）̫ 2 間（ 3 N）の総柱建物で、西辺が調査区֎΁Ԇͼる。主࣠は/Ȃ14 Ȃ˃8である。柱間や柱഑ྻ
はൺֱత੔っており、柱間はྊ間で1�4�ʙ1��N、ܻ行で1��ʙ1�6Nをଌる。柱穴の平面形ଶはԁʙପԁ
形をఄし、いずれも40ܘʙ4�ᶲఔである。ਂさは18が12ᶲと࠷もઙく、他は23ʙ40ᶲをଌる。土層؍
から柱ࠟ跡や柱のൈきऔり跡を確認できるϐットが多く、16では南ํ向΁のൈきऔり跡とみられる࡯
土層を確認した。柱根は132と167（ୈ�8ਤ241εμδΠ）が࢒存しており、1ܘ�ᶲఔの柱がਾ͑られて
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第25図　 2 区全体図・調査区壁断面図（S＝1/500・1/60）
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第26図　 2 区西壁断面図（S＝1/60）
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第 1節　概要と基本層序



第27図　 2 区 2 面全体図（S＝1/150・1/60）
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5.60

5.40

5.60

5.
60

5.20

5.40

5.40

5.41

5.49

5.54

5.53

5.54

5.48
5.53

5.54

5.63

5.54

5.62

5.67

5.64

5.68

5.53

5.46

5.35

5.27

5.20

5.37

5.28

5.18

5.16

5.28

5.33

5.13

5.33

5.36

5.34

5.44

5.58

5.56

5.37

5.36

5.36

5.16

5.37

5.36

5.44

5.14

5.68 5.68

6.21

6.17

5.73

5.64

5.43

5.58

5.54

6.21

6.25

P56

P221

P222

P65

C3C2

B2 B3

࢜⅊���>��ࢺࣝࢩᬯ⅊㯤色ࠉ�����>���ࠉ�
〓���黒>���ࠊ⢏�㸣ࢺࣝࢩリ࣮ブ色ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ⢏�㸣ࢺࣝࢩ色ࠉࠉࠉ
⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ㯤⅊色ࠉ���>���ࠉ�
ࢵ小ブࣟࢺࣝࢩ㯤色⅊���>���ࠊྵ࡟ࠉࠉࠉ
ࢺࣝࢩ�����黒〓色⢓㉁>���ࠊ��㸣ࢡࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ小ブࣟࠉࠉࠉ
�Ⅳ໬≀s�ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࢺࣝࢩ㯤色⢓㉁⅊���>���ࠊྵ࡟⛥ੈࠉࠉࠉ
⢏ࢺࣝࢩ���黒〓色⢓㉁>���ࠊ⢏��㸣ࠉࠉࠉ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
⅊���>����ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
〓���黒>���ࠊ⢏��㸣ࢺࣝࢩ㯤色⢓㉁ࠉࠉࠉ
�㓟໬㕲ྵࠊ⢏�㸣ࢺࣝࢩ色⢓㉁ࠉࠉࠉ
࠿ࡎࢃࠊ⢓ᛶᙉ�黒〓色⢓土ࠉ�����5>��ࠉ�
ࢵղ小ブࣟࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊ砂ΰ࡟ࠉࠉࠉ
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࠉࠉࠉ
ձࠉ���5>��ࠉ黒〓色ࢺࣝࢩ㉁⢓土�♟����
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈࠉࠉࠉ
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�࡟࠿ࡎࢃ
㓟໬㕲ࠊྵࡃ多ࡸࡸੈ����♟ࠊ砂ΰࠉࠉࠉ
�ྵࡃ多ࠉࠉࠉ

ࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ㯤色⅊ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࠉࠉࠉ
ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈࠊ⢓ᛶᙉ�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
㓟໬ࠊ���黒〓色⢓土⢏�㸣>���ࠊ㯤色⢓土⢏�㸣⅊���>���ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㕲ࠉࠉࠉ
㓟໬㕲多ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊ⢓ᛶᙉ�㯤色⢓土⅊ࠉ���>���ࠉ�
�ྵࡃࠉࠉࠉ
ࢡࢵ���<���⅊㯤色⢓土小ブࣟ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ㯤⅊色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࠉࠉࠉ
ࢡࢵ㯤色⢓土小ブࣟ⅊���>���ࠊ⢓ᛶᙉ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
ࠉ���㸣ࢡࢵձブࣟࠊ�上఩࡟≉�ྵ࡟㓟໬㕲୍㠃ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
㓟໬㕲多�ࠉΰ土ᒙࡢࢡࢵձブࣟ࡜ࢡࢵ���黒色⢓土ブࣟ>���ࠉ�
�ྵࡃࠉࠉࠉ
≀Ⅳ໬ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ♟s��ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲs�ੈࠉࠉࠉ
ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土ࠉ�࡟࠿ࡎࢃ砂ΰࡸࡸੈ����♟ࠊ
��࠸多࡟ࡃ࡜࡟上఩�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊྵࡃ多ࠉࠉࠉ

114 114’
12

3
4 5

①①

2

②

W E L=5.60m

P221 断面図

1
2

3

4 5

67

木

①

115’115
S N L=5.60m

P222 断面図

‒39‒

第 4章　第 2次調査



第28図　 2 区部分図 1（S＝1/250）
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第29図　 2 区部分図 2（S＝1/250）
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第30図　 2 区部分図 3 、SK15・16（S＝1/250・1/60）
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いたようである。柱穴の෴土は黒׊৭ʙ黒৭である。柱穴からは土師器のࡉ片がগྔ出土している΄
か、17から 6 前葉にҐஔ෇けられる須恵器のᆀلੈ （֖ୈ�2ਤ94）が出土している。
SB2（ୈ32ਤ、ਤ൛19）　 2 区南西۱$2・3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��64ߴʙ��74Nである。 2

間（3�4N）̫ 3 間（4�7N）の側柱建物で、建物北西۱のҰ部が᎟ཚ12によって੾られている。主࣠は/Ȃ4 Ȃ˃
8である。柱間はྊ間で約1�6�ʙ1�7N、ܻ行で約1��ʙ1�6Nと΄΅ଗっており、柱഑ྻもൺֱత੔って
いる。柱穴の平面形ଶはํ形やԁʙପԁ形とෆଗいである。ܘは௕࣠で34ʙ�1ᶲఔで、ਂさは 4 ʙ24
ᶲをଌる。120・122・123で確認した柱ࠟ跡ないしൈきऔり跡とみられる土層や、柱根は12�、126・
127（ୈ�8ਤ242・243ڞにαΫϥଐ）に࢒存しており、1ܘ�ʙ20ᶲఔの柱がਾ͑られていたと͑ߟられる。
柱穴の෴土は֓Ͷ黒׊৭である。126から出土した須恵器片は、4#1Ȃ17出土の須恵器ᆀ֖と઀߹する

（ୈ�2ਤ94）。また、126に੾られている1�4が建物の建てସ͑によるものなのか、別遺構なのかは判然
としない。建物の時期は4#1とಉ時期と͑ߟられる。
SB3（ୈ33ਤ、ਤ൛20）　 2 区南西۱$2άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��67ߴʙ��77Nである。 2 間

（4�2N）̫ 4 間（��6N）の総柱建物で、建物北東۱のҰ部が᎟ཚ12・14によって੾られる。主࣠は/Ȃ7 Ȃ˃
8である。柱間はྊ間で約2�1ʙ2�2N、ܻ行で約1�3ʙ1��Nとൺֱతଗっており、柱഑ྻにも大きなず
れはない。柱穴の平面形ଶはํ形やԁʙପԁ形、ෆ੔ԁ形とෆଗいである。ܘは௕࣠で39ʙ70ᶲఔ、
ਂさは13ʙ43ᶲをଌる。土層からは柱ࠟ跡やൈきऔり跡が確認でき、140では北ํ向΁の、13�では西
ํ向΁のൈきऔり跡とみられる土層をͦれͧれ確認した。柱根は࢒存していないが、柱ࠟ跡から柱の
片がࡉ৭である。柱穴からは土師器の׊は1�ʙ20ᶲఔとਪఆされる。柱穴の෴土は֓Ͷԫփ৭ʙ黒ܘ
͝くগྔ出土している。建物の時期は古墳時代後期ʙ平安時代とみられるが、よりৄࡉな時期の特ఆ
にはࢸらなかった。
SB4（ୈ34ਤ、ਤ൛21）　 2 区南西۱$1・$2・#2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��67ߴʙ��77Nである。

2 間（3�8N）̫ 2 間（ 4 N）で、建物中ԝ部は周ғの柱穴のఈ面Ϩϕϧۙくまで᎟ཚをडけているため総
柱か側柱かはෆ明である。しかし、北辺の柱ྻからඈͼ出す164の土࣭が4#4の柱穴と類ࣅしているこ
とや、柱ࠟ跡が明ྎなことから、棟持柱をもつ建物ͩったՄೳੑがある。主࣠は/Ȃ2 Ȃ˃Eである。柱間
や柱഑ྻは੔っており、柱間はྊ間で約1�8ʙ 2 N、ܻ行で約1�9ʙ2�1Nをଌる。柱穴の平面形ଶは֓Ͷ
ԁ形やํ形をఄし、ܘは௕࣠で48ʙ�6ᶲ前後、ਂさは17ʙ37ᶲをଌる。柱ࠟ跡ないしൈきऔり跡を؍
؍できた。これらの土層࡯؍できる柱穴が多く、149では東ํ向΁のൈきऔり跡とみられる土層が࡯
。は1�ʙ20ᶲ前後とਪଌされるܘや1�1から出土した柱根（ୈ�8ਤ244Ϋリ）から、設ஔされていた柱の࡯
なお、1�1の柱根は耕地੔ཧ時に原Ґஔから多গಈいたՄೳੑがある。柱穴の෴土は֓Ͷԫփ৭ʙ黒
ৄ、片のためࡉ৭である。建物の時期は古墳時代後期ʙ平安時代にҐஔ෇けられるが、出土遺物が׊
。な時期の特ఆはできていないࡉ
SB5（ୈ36ਤ、ਤ൛22）　 2 区南西۱#2・3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ���2ߴʙ��68Nである。 2

間（3�2ʙ3��N）̫ 2 間（3�6ʙ4�2N）の総柱建物で、南辺のҰ部が᎟ཚ30によって੾られている。主࣠は/Ȃ
30 Ȃ˃Eである。柱間はྊ間で1��ʙ1�7N、ܻ 行で1�7ʙ2�3Nとෆنଇで、柱഑ྻに大きなずれはないものの、
建物の平面形は南西΁と։くような形をఄする。柱穴の平面形ଶはԁʙପԁ形、ํ形をఄし、ܘは௕
࣠で28ʙ�4ᶲఔ、ਂさは 9 ʙ42ᶲఔをଌる。柱根は1��、1�9（ୈ�8ਤ24�Ϋリ）、160が࢒存しており、
ૅ൘は1�9・162（ୈ�9ਤ247・ୈ�8ਤ246ڞにΫリ）が確認された。163からは柱根のҰ部とみられる໦片
が出土している。出土した柱根や柱ࠟ跡から、1ܘ�ʙ20ᶲఔの柱がਾ͑られていたとਪఆされる。柱
穴の෴土は֓Ͷԫփ৭ʙ黒׊৭、Ұ部で黒৭である。時期は他の掘立柱建物とಉ༷、古墳時代後期ʙ
平安時代にൺఆできるが、出土遺物がগなく他遺構との੾り߹いもないのでৄࡉな時期はෆ明である。
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第32図　 2 区SB2実測図（S＝1/60）
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ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊ�㸣ࢡࢵ���黒〓色⢓土小ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻北᪉ྥࡢ࡬ᢤࡾྲྀࡁ⑞࣭�ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉ཪࡣᢤࡾྲྀࡁ᫬ࡢὶධ土
ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���>���ࠉ㯤色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ���<���㯤⅊色⢓土小ブࣟࢡࢵ�㸣ࠊ
ࠉ�ྵ࡟ࡽࡤࡲੈ�����♟ࠊྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠉࠉࠉ

P61
ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊྵ࡟⛥ੈ����≀Ⅳ໬�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠉࠉࠉ
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊᙉࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊ�㸣ࢡࢵ���㯤⅊色⢓土小ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊྵ࡟⛥s��ੈ♟ࠉࠉࠉ
ͤ�࣭�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ࡋ࡞ࡣᑐࠉ㸽࠿ࡍ࡞ࢆิ࡜��3ࠊ��3ͤ
ձࠉ�����>���ࠉ黒〓色ࢺࣝࢩ㉁⢓土�Ⅳ໬≀s�ੈ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊྵࠉࠉࠉ
ղࠉᆅ山ࢆᇶᒙ࡚ࡋ࡜����<���㯤⅊色⢓土⢏��㸣ࠊ㓟໬㕲⛥ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊྵ࡟
�ྵ࡟ࠉࠉࠉ
ճ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࡸࡸ多ྵࡃ�

P34
ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ✚ᖏ≧ሁ࡟���㯤⅊色⢓土東ഃᗏ>���ࠊ�㸣ࠉࠉࠉ
ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈࠊ��㸣ࢡࢵ���㯤⅊色⢓土ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ���㯤⅊色⢓土ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
ͤ6'�ᗏ㠃᳨࡛出
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ձࠉ���>���ࠉ⅊㯤色⢓土����<���黒〓色⢓土ブࣟࢡࢵ�㸣ࠊ㓟໬㕲多ྵࡃ�

P29
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥ੈ���≀Ⅳ໬�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊs�ੈྵ♟ࠊ��㸣ࢡࢵ���黒〓色⢓土ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟ࠉࠉࠉ
ᆅ山ブࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵࣟࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ���黒〓色⢓土小ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
ձࠉ���>���ࠉ⅊㯤色⢓土ࠉ����<���黒〓色⢓土ブࣟࢡࢵ�㸣ࠊ㓟໬㕲多ྵࡃ�

P35
ࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊᙉࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠉࠉࠉ
���黒〓色⢓㉁>���ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊྵ࡟⛥♟�土ੈ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵブࣟࢺࣝࢩࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻西᪉ྥࡢ࡬ᢤࡾྲྀࡁ⑞ࠊ࠿�ᒙ㸻ὶධ土
ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤〓色ࢺࣝࢩ�ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵブࣟࢺࣝࢩ���⢓㉁>���ࠉࠉࠉ
ղࠉ�����>���ࠉ黒〓色ࢺࣝࢩ㉁⢓土�Ⅳ໬≀s�ੈࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ♟s�ੈ⛥ࠊྵ࡟
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠉࠉࠉ
ճ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�㓟໬㕲ࡸࡸ多ྵࡃ�
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第35図　 2 区SB4土層注記

P52
࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊΰ࡟࠿ࡎࢃ砂�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊྵࠉࠉࠉ
ࡤࡲੈ����♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊΰ࡟࠿ࡎࢃ砂�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟ࡽࠉࠉࠉ
㓟໬ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲs�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㕲ࠉࠉࠉ
㓟໬㕲ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ���♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥ࡃࡈࠉࠉࠉ
ࠉ�ᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥♟s�ੈ�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
ͤ�㹼�ᒙ㸻3ࠊ���ᒙ㸻3ࠉ���ᒙ㸻ᰕ⑞ཪࡣᢤࡾྲྀࡁ⑞࣭�ࠊ�࣭�ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉ࠉ

P53
s�ੈ♟ࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊྵ࡟⛥ࠉࠉࠉ
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ⛥ྵ࡟�
ղ࠸ࡪ࡟���>���ࠉ㯤色⢓土�ᆅ山࠿㸽�࡜���<���㯤⅊色⢓土ࡀ⣽ࡃ࠿ΰ࠺ྜࡾࡊ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊྵੈ����♟�ࠉࠉࠉࠉ

P45
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊ砂ΰ࡟࠿ࡎࢃ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
⛥㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ㯤〓色⢓土ブࣟ⅊���>���ࠊྵੈ����♟�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࠉࠉࠉ
ࡋ࡞⑞ࡾྲྀࡁᰕ⑞࣭ᢤ࡞☜᫂ͤ
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ⛥ྵ࡟�

P46
ࠊ㯤色⢓土⢏��㸣⅊�����>���ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟�ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ⢏�㸣ࢺࣝࢩ���黒〓色>���ࠉࠉࠉ
ࣝࢩ���黒〓色>���ࠊ㯤色⢓土⢏�㸣⅊�����>����ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ⢏�㸣ࢺࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊⅣ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࠊ㯤色⢓土⢏�㸣⅊�����>����ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ小ブࣟࢺࣝࢩ���黒〓色>���ࠉࠉࠉ
���黒〓色⢓土⢏>���ࠊ���<�����⅊㯤色⢓土⢏��㸣�㯤⅊色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ�㹼�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ⛥ྵ࡟�

P47
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ⢏�㸣࣭ࢡࢵ���<�����⅊㯤色⢓土小ブࣟ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
㓟໬㕲ࠊ㯤色⢓土⢏�㸣⅊�����>���ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸࠉࠉࠉ
⢏ࢺࣝࢩ���黒〓色⢓㉁>���ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊ㯤色⢓土⢏��㸣⅊�����>���ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
���㸣ࢡࢵ㯤色⢓土小ブࣟ⅊�����>����ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࠊ��㸣ࢡࢵ���<�����⅊㯤色⢓土⢏࣭小ブࣟ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ⢏�㸣ࢺࣝࢩ���黒〓色>���ࡣୗ఩ࠉࠉࠉ
ͤ�࣭�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࠊ࠿�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉ࠉ࠿ձ࣭ղᒙ㸻㠡㒊ᇙ土
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ⛥ྵ࡟�
ղࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�Ⅳ໬≀s�ੈ⛥ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊྵ࡟
���㸣࡟ୗ఩ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊ��㸣ࢡࢵ㯤色⢓土ブࣟ⅊�����>���ࠉࠉࠉ
ճ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤〓色⢓土�♟���ੈ5>��ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ���⅊㯤〓色⢓土小ブ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ��㸣ࢡࢵࣟࠉࠉࠉ

P51
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥s��ੈ♟ࠊᙉࡸࡸ⢓ᛶ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈࠊᙉࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ���黒〓色⢓土小ブࣟ>���ࠊྵࠉࠉࠉ
ࠉ�ᙉࡸࡸ⢓ᛶ�㯤⅊色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
Ⅳ໬ࠊྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠊᙉࡸࡸ⢓ᛶ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟⛥ੈ����♟ࠊྵ࡟⛥s�ੈ≀ࠉࠉࠉ
㓟໬ࠊྵ࡟⛥ੈ����♟ࠊ��㸣ࢡࢵ���㯤⅊色⢓土小ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟⛥㕲ࠉࠉࠉ
ͤ⪔ᆅᩚ⌮᫬࡟ᰕ根ືࠉ࠿ࡢࡶࡓ࠸
ͤ�࣭�ᒙ㸻ᰕ根脇ࡢ࡬ὶධ土ࠊ�㹼�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ⛥ྵ࡟�
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ㓟໬㕲ࡸࡸ多ྵࡃ�

P50
⅊�����>���ࠊྵ࡟⛥ੈ����♟ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ���≀Ⅳ໬�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࢵ㯤色⢓土小ブࣟࠉࠉࠉ
㯤色⢓⅊�����>���ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊ土⢏�㸣ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
ࢵղ小ブࣟࠊྵ࡟⛥ࡃࡈs�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ⢏��㸣࣭ࢡࠉࠉࠉ
⏺ቃࡢࢡࢵブࣟ���㸣ࢡࢵղ小ブࣟࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ♟s�ੈ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
��░୙᫂ࡣࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ�㹼�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ⛥ྵ࡟�
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�Ⅳ໬≀s�ੈ⛥ࠊྵ࡟♟s�ੈ⛥ࠊྵ࡟㓟໬㕲ࡸࡸ
�ྵࡃ多ࠉࠉࠉ

P49
ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈs�ੈ♟ࠊྵੈ����≀Ⅳ໬ࠉᙉࡸࡸ⢓ᛶ�㯤⅊色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ㯤色⢓土⢏��㸣⅊���>���ࠉࠉࠉ
ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ���≀Ⅳ໬ࠊ⢓ᛶᙉ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㯤色⢓土⢏��㸣⅊���>���ࠉࠉࠉ
㯤色⢓土⅊���>���ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵղブࣟࠊ⢏�㸣ࠉࠉࠉ
㯤⅊���>���ࠊྵ࡟⛥s��ੈ♟ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����≀Ⅳ໬�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ色⢓土小ブࣟࠉࠉࠉ
㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵղ小ブࣟࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊ⢓ᛶᙉ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻東᪉ゅࡢ࡬ᢤࡾྲྀࡁ⑞ࠊ�㹼�ᒙ㸻ᢤࡾྲྀࡁ᫬ࡢὶධ土ࠊ�ᒙ㸻ᰕࡾࡓ࠶ࡢ⑞
࠿
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�Ⅳ໬≀s�ੈྵࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����♟ࠊ���<���⅊㯤色⢓
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣࡟⢏上఩࣭ࢡࢵ土小ブࣟࠉࠉࠉ
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤〓色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ上఩࡛色ㄪᬯࠊࡿ࡞ࡃ♟s��ੈ⛥ྵ࡟�

P48
ࢡࢵブࣟࡢ黒色⢓土࡜白色⢓土⅊���>���ࠊࡵᙉࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ΰࠉࠉࠉ
ブࡢ黒〓色⢓土࡜白色⢓土⅊���>���ࠊࡵᙉࡸࡸ⢓ᛶ�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㹼��㸣ΰࢡࢵࣟࠉࠉࠉ
��㹼��㸣ࢡࢵ小ブࣟࡢ黒〓色⢓土࡜���<���⅊白色⢓土�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ⱝᖸྵࠊΰࠉࠉࠉ
���㹼��㸣ΰ࡟ࡽࡔࡲࡃΰධ多ࡢᆅ山࡭ẚ࡟�ᒙ�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
小ブࡢ黒〓色⢓土࡜ᆅ山ࠊࡵࡿ᫂ࡸࡸ色ㄪࡶࡾࡼ�ᒙ�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ⱝᖸྵࠊ��㸣ΰ࡟ࡽࡤࡲࢡࢵࣟࠉࠉࠉ
��㹼��㸣࡟≦白色⢓土࣐࣮ブࣝ⅊���>���ࠊࡵᙉࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ⱝᖸྵࠊΰࠉࠉࠉ
�ࡿ࡞ࡃ多࡜ΰධ��㸣ࡢ白色⢓土⅊࡭ẚ࡟�ᒙ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
��㸣ΰࢡࢵ黒〓色⢓土小ブࣟࠊ࠸⢓ᛶᙉ�白色⢓土⅊ࠉ���>���ࠉ�
ͤ�࣭�ᒙ㸻6'�そ土ࠊ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉

P64
ࢵ小ブࣟࡀ㯤色⢓土⅊࡜ᆅ山ࠊྵ࡟⛥���ੈ๓ᚋ�Ⅳ໬≀�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
���㸣ΰ࡟ࡽࡤࡲ࡛ࢡࠉࠉࠉ
�ΰධ多ࡢᆅ山ࡾࡼ�ᒙ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�㢮ఝ࡟土㉁�ᒙ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
ୗ఩ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬⢏ࠋࡿࡧ色࿡ᖏ〓ࡸࡸ色ㄪ࡭ẚ࡟�ᒙ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
���㸣ΰࢡࢵᆅ山小ブࣟ࡟୰ᚰࢆࠉࠉࠉ
���㹼��㸣ΰ࡟ࡽࡤࡲ࡛ࢡࢵブࣟࡀ㯤色⢓土⅊࡜ᆅ山�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
���㸣ΰࢡࢵᆅ山ブࣟࠊࡵࡿ᫂ࡸࡸ色ㄪ࡭ẚ࡟�ᒙ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
࡛ࢡࢵ小ブࣟࡀ㯤色⢓土⅊࡜ᆅ山࡟୰ᚰࢆୗ఩�ࢺࣝࢩᬯ⅊㯤色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ⱝᖸྵࠊ�����㸣ΰ࡟ࡽࡤࡲࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉ࠊ�ᒙ㸻別࠿ࢺࢵࣆ
ͤᰕࣛࡣࡽ࠿ࣥ࢖北࡬㣕ࡧ出ࡢ࠿࡯ࡶࡾࡼ��3ࡀࡍᰕ✰࡟土㉁㢮ఝࠊࡋᰕ⑞᫂░ࠊ
Ჷᣢᰕ࠿
ձࠉ���<���㹼ࠉ���黒〓色⢓土ࠉ㸻㠡㒊ᇙ土ࠉ
ղࠉ���>���ࠉᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ㸻㠡㒊ᇙ土ࠉ
ճ᫂ࠉ���5>��ࠉ㯤〓色⢓土ࠉ㸻ᆅ山
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第36図　 2 区SB5実測図（S＝1/60）
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�ྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊᙉ�ղ⢏�㸣ࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
⛥㓟໬㕲ࠊղ⢏��㸣ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㯤⅊色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟������
ͤᰕ根ࡣ⪔ᆅᩚ⌮᫬࠿ࡢࡶࡓ࠸ື࡟
ձࠉ�����>���ࠉ㯤⅊色⢓土�ղ⢏�㸣ࠊ㓟໬㕲⛥ࠊྵ࡟Ⅳ໬≀s�ੈྵ࡟⛥ࡃࡈ�
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ�����5>��ࠉ㯤〓色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ���<���㯤⅊色⢓土小ブࣟࢡࢵ��㸣�ቃ
������⏺୙᫂░�
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ���<���㯤⅊色⢓土小ブࣟࢡࢵ��㸣�上఩
������࡛ቑࠊ�ࡍ♟s�ੈྵ࡟ࡽࡤࡲ�

P55
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊΰ࡟࠿ࡎࢃ砂�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵղ小ブࣟࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽ������
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊղ⢏��㸣�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
㓟໬ࠊղ⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
������㕲ྵ࡟ࡽࡤࡲ�
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ�㹼�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�Ⅳ໬≀s�ੈࠊྵ࡟⛥ࡃࡈղ小ブࣟࢡࢵ東ഃ࡟��㸣ࠊ㓟໬
������㕲ྵ�
ղࠉ���>���ࠉ⅊㯤色⢓土�♟����ੈࡸࡸ多ࠊྵࡃ���<���黒〓色⢓土⢏�㸣ࠊ㓟໬㕲
�ྵࡃ多ࡸࡸ������

P56
࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵճ小ブࣟࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ♟s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
������ྵ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࢵճブࣟࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ���♟�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࢵճブࣟࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ♟s�ੈ�㯤⅊色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࠊ࠿�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉࠿
ձࠉ���>���ࠉ黒〓色⢓土�♟s�ੈ⛥ࠊྵ࡟ճ⢏�㸣ࠊ㓟໬㕲⛥ྵ࡟�
ղࠉ�����5>��ࠉᬯ⅊㯤色⢓土�㓟໬㕲⛥ྵ࡟�
ճ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ♟s�ੈ⛥ࠊྵ࡟���<���㯤⅊色⢓土小ブ
�㓟໬㕲ྵࠊ�㸣ࢡࢵࣟ������
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ࠊΰ࡟࠿ࡎࢃ砂ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲs�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
������㓟໬㕲ࡸࡸ多ྵࡃ�
ࡸ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊ��㸣ࢡࢵ���黒〓色⢓土小ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆղࠉ�
�ྵࡃ多ࡸ�����
ࡋ࡞ᰕ⑞࡞░᫂ͤ
ձࠉ�����>���ࠉ黒〓色⢓㉁ࢺࣝࢩ�♟s�ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲多ࠊྵࡃղ小ブࣟࢵ
��㸣ࢡ�������
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ���<���㯤⅊色⢓土⢏�㸣ࠊ♟s�ੈ⛥࡟
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊྵ�������
ࠉ
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�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵղ小ブࣟ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
ࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵղブࣟࠊྵ࡟ࡽࡤࡲs�ੈ♟�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ࠿�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉࠿
ձࠉ�����>���ࠉ黒〓色ࢺࣝࢩ㉁⢓土�♟s�ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲղ小ブࣟࢡࢵ�㸣ࠊ㓟໬
�ྵࡃ多ࡸࡸ㕲ࠉࠉࠉ
ղ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色⢓土�♟����ੈࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ���<���㯤⅊色⢓土⢏
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࠉࠉࠉ

P59
�ࡋ࡞ࡾࡲࡋࠉᙉࡸࡸ⢓ᛶ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
ࡲ㓟໬㕲ࠊղ⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥ੈ���♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�࡟ࡽࡤࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊղ⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥♟s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵղ小ブࣟ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ�㹼�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉ͤࠉᗏ㠃࡟♏板᭷
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SB6（ୈ37ਤ、ਤ൛23）　 2 区中ԝ部$6・%�・%6でݕ出し、ݕ出面のඪߴは��6�ʙ��94N前後である。
ྊ間とܻ行の区別が೉しいが 2 間（3�6N）̫ 2 間（3�6N）の側柱建物で、主࣠は/Ȃ22 Ȃ˃Eである。柱間は
約1�6ʙ1�9Nをଌり、柱഑ྻに大きなずれはない。柱穴の平面形ଶはԁʙํ形、ෆ੔形をఄする。ܘは
௕࣠で20ʙ�0ᶲఔをଌる。ਂさは17�と179で約 2 ʙ 4 ᶲと࠷もઙく、ͦの他は12ʙ23ᶲఔである。土
層அ面で柱ࠟ跡ないしൈきऔり跡を確認できる柱穴が多く、173は南西ํ向΁、176は北ํ向΁、178
は南東ํ向΁ͦれͧれ柱をൈきऔったものとਪଌされる。柱根は出土していないが、土層࡯؍からਾ
͑られていた柱は20ܘʙ2�ᶲ前後と͑ߟられる。柱穴の෴土は֓Ͷԫփ৭ʙ黒৭である。柱穴からは
গྔの須恵器・土師器片の΄か、177から須恵器のᙈ（ୈ�2ਤ9�）などが出土しており、古墳時代後期
にҐஔ෇けられる。
SB7（ୈ38ਤ、ਤ൛24）　 2 区南東۱%10・%11・E10άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�1ߴ�ʙ6�29N前

後である。 2 間（3�3N）̫ 3 間（6��N）の側柱建物で、主࣠は/Ȃ� Ȃ˃Eである。柱間はྊ間で約1�6ʙ1�7N、
ܻ行で約 2 ʙ2�3Nをଌり、柱഑ྻはൺֱత੔っているが、建物の平面形は北側΁やや։く。柱穴の平面
形ଶはԁʙପԁ形、ෆ੔ํ形をఄする。ܘは௕࣠で40ʙ70ᶲఔ、ਂさは約 3 ʙ29ᶲをଌる。柱根は࢒存
していないが、柱ࠟ跡ないしൈきऔり跡とみられる土層が࡯؍でき、1ܘ�ʙ20ᶲ前後の柱がਾ͑られた
と͑ߟられる。柱穴の෴土は֓Ͷ黒׊৭で、Ұ部でփԫ׊৭や׊փ৭である。柱穴からは土師器・須恵
器のࡉ片が出土した。4#7の西側では11�1・11�2・116�が4#7と࣠を΄΅ಉ͡くしてݕ出され、柱ࠟ跡
またはൈきऔり跡とみられる土層も࡯؍できたが、出土遺物がࡉ片のため時期はෆ明で、4#7に൐う遺
構なのかは判然としない。4#7も他の掘立柱建物ಉ༷、古墳時代後期ʙ平安時代にҐஔ෇けられよう。
SB8（ୈ37ਤ）　 2 区北東۱'9άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�2�ʙ6�32N前後である。2 間（3�8N）

ʷ 3 間（7�4N）の総柱建物とみられ、北辺にはૅ石らしき石が࢒っていた。主࣠は/Ȃ73 Ȃ˃8である。柱
間はྊ間で約1��ʙ2�3N、ܻ 行で約2�2ʙ2�6Nとগʑ͹らつきがݟられるが、柱഑ྻはൺֱత੔っている。
柱穴の平面形ଶはԁʙପԁ形、۱ؙํ形をఄする。ܘは௕࣠で3�ʙ�0ᶲఔ、ਂさは 3 ʙ23ᶲఔをଌる。
出土遺物はগྔの土師器・須恵器片のみで時期はෆ明ͩが、ۙੈの遺構が集中している調査区北部で
のݕ出のため、ۙੈの建物のՄೳੑがある。
P139・140・141・142（ୈ39ਤ）　 2 区東୺%・E10άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�12ߴʙ6�30N

前後で、平面形は۱ؙํ形やԁʙପԁ形をఄする。いずれも௕࣠は20ʙ30ᶲఔ度で、ਂさは � ʙ2�ᶲ
ఔをଌる。柱根は࢒存していないが、土層࡯؍から柱ࠟ跡ないしൈきऔり跡が確認できた。柱ྻの࣠
は/Ȃ13 Ȃ˃Eである。なお、1139は柱ྻからやや֎れていることや、෴土の৭調がൺֱత明るいことから、
柱ྻにはؚまれないՄೳੑがߴい。柱穴からの出土遺物はগྔの須恵器・土師器片のみで、時期はෆ
明である。
P1・2（ୈ44ਤ）　 2 区北部'4άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�09ʙ6�14Nఔである。平面形はପ

ԁ形とํ形をఄし、11で௕࣠70ᶲ、ਂさ 4 ʙ 9 ᶲ、12で௕࣠80ᶲ、ਂさ � ʙ 8 ᶲをଌる。柱根や明ྎ
な柱ࠟ跡は࢒っていなかった。2 �を݁Ϳ࣠は/Ȃ2ج Ȃ˃Eである。出土遺物が小片のため時期はෆ明ͩが、
ۙੈ遺構が集中している調査区北側でݕ出されたため、ۙੈの遺構と͑ߟられる。
P4・5（ୈ40ਤ）　 2 区北西۱E2・3άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�09ߴʙ6�14Nである。平面形

はԁʙପԁ形をఄし、14で௕࣠4�ᶲ、ਂさ24ʙ26ᶲ、1�で௕࣠41ᶲ、ਂさ16ᶲをଌる。14には柱根（ୈ
�9ਤ267）が࢒存しており、1�からはૅ石らしき石が出土している。 2 �を݁Ϳ࣠は/Ȃ7ج Ȃ˃8である。
1�から土師器のࡉ片が͝くগྔ出土した。ۙੈの柱穴とਪఆできる。
P14・15（ୈ40ਤ）　 2 区北西۱E2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�14ߴʙ6�24Nである。平面形はପ

ԁ形をఄし、114で௕࣠�8ᶲ、ਂさ19ʙ23ᶲ、11�で௕࣠�0ᶲ、ਂさ40ᶲをଌる。 2 とも柱ࠟ跡が確ج
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第37図　 2 区SB6・ 8 実測図（S＝1/60）
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�ᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ5�����黒〓色⢓土小ブࣟ>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
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ࠊྵ∦土ჾࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ土⢏↝ࠊྵੈ����≀Ⅳ໬�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣ࠉࠉࠉ
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
ࠉ㓟ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊ土㸽�㸣↝ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ໬㕲ࠉࠉ
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ5���黒〓色⢓土⢏�㸣>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ5���黒〓色⢓土⢏�㸣>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ5���黒〓色⢓土⢏�㸣>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
��ྵ࡟⛥ࡃࡈ㓟໬㕲ࠊ5���黒〓色⢓土⢏�㸣>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ
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�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣�㉁⢓土ࢺࣝࢩ㯤〓色⅊ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟⛥s��ੈ♟�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
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�ྵ࡟ࡽࡤࡲࠉࠉࠉ
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
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㓟ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥土㸽↝ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ�����5>��ࠉ�
�ྵࡃ໬㕲多ࠉࠉࠉ
ࠉࢡࢵᆅ山ブࣟࠊྵ࡟⛥土㸽↝ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ���≀Ⅳ໬�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟⛥♟s��ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊᆅ山⢏��㸣�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
ձࠉ���>���ࠉ⅊㯤色⢓土����<���㯤⅊色⢓土➽≧࡟��㸣ࠊ㓟໬㕲ࡸࡸ多ྵࡃ�
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ࠉᆅ山⢏ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ土↝ࠊྵ࡟⛥ੈ���≀Ⅳ໬�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
��㸣ࠉࠉࠉ
〓���黒>���ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊᆅ山⢏��㸣ࠊ⢓ᛶᙉ�㯤〓色⢓土⅊ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ色⢓土小ブࣟࠉࠉࠉ
ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ土↝ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�色⢓土⅊〓ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ���黒〓色⢓土小ブࣟ>���ࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ࠿�ᒙ㸻௚ྠࢺࢵࣆࡢᵝࠊᰕ根ୗ఩࡛ࡾ᥀࡞ࡽࡔࡲ᪉ࡿࢀࡽࡳ
ձࠉ�����>�ࠉὸ㯤色⢓㉁ࢺࣝࢩ����<�����ᬯ⅊㯤色⢓㉁ࢺࣝࢩ小ブࣟࢡࢵ�㸣ࠊ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠉࠉࠉ

P54(1区)
ᆅ山ࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ���≀Ⅳ໬�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ⢏�㸣ࠉࠉࠉ
㉁⢓土⢏ࢺࣝࢩ�����黒〓色>���ࠊᆅ山⢏��㸣�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࠉࠉࠉ
ࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟⛥土↝ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ��㸣ࢡࠉࠉࠉ
ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟⛥土↝ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠉࠉࠉ
ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟⛥s�ੈ♟ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
ͤ�࣭�ᒙ㸻ᰕ⑞ࡾ᥀ࠊ᪉ࡣ�ᒙ࣭�ࠊ�ᒙࠊ�ᒙ࡛ྛࠎᵝ┦㢮ఝ
ձࠉ�����>�ࠉὸ㯤色⢓㉁ࠉࢺࣝࢩ����<�����ᬯ⅊㯤色⢓㉁ࢺࣝࢩ小ブࣟࢡࢵ�㸣ࠊ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠉࠉࠉ
3���
ᆅ山ࠊྵ࡟⛥土㸽↝ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ����≀Ⅳ໬�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����5>��ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ小ブࣟࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ㉁⢓土⢏��㸣ࢺࣝࢩ5�����黒〓色>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
ࡪ୪࡟≦ิࡀࡿ࡞␗㛫㝸ࠊ���3ࠊ���3ࠊ���3ͤ

ձࠉ���>�ࠉ⅊白色ࢺࣝࢩ㉁⢓土���<5���黒〓色⢓土➽≧࡟�㸣ࠊ㓟໬㕲ྵ�

1　10YR3/2　黒褐色粘土(炭化物±2㎜稀
　　に含、焼土？稀に含、地山粒1％、酸
　　化鉄稀に含)
2　10YR3/2　黒褐色粘土(焼土？稀に含、
　　土器片含、地山粒10％、酸化鉄稀に
　　含)
3　10YR3/1　黒褐色シルト質粘土(地山粒
　　30％、酸化鉄まばらに含)
4　10YR3/1　黒褐色シルト質粘土(地山小
　　ブロック80％、酸化鉄まばらに含)
※1層＝柱痕又は北方向への抜き取り痕　
　か、4層＝掘り方か

①　5Y7/2　灰白色シルト質粘(10YR3/2
　　黒褐色粘土筋状に3％、酸化鉄含)
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第39図　 2 区柱列等実測図 1（S＝1/100・1/60）
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P168
ࠉⅣࠊྵࡃ土ᖌჾ�多�土ჾ∦�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥໬≀s�ੈࠉࠉ
ࠉࠉᆅࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ᬯ⅊㯤色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ山ブࣟࠉ
ࠉࠉࠉࠉࠊᆅ山⢏��㸣�ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ���黒〓色⢓土⢏�㸣>���ࠉࠉ
ͤそ土࡟��࣭��.6ࡣ㢮ఝ
ձ࢜᫂ࠉ���>*���ࠉリ࣮ブ⅊色⢓㉁ࢺࣝࢩ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ�㸣࡟≦➽ࢺࣝࢩ���黒〓色>����ࠉࠉࠉ

P143
ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ♟s��ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊ��㸣ࢡࢵ㯤〓色⢓土ブࣟ࠸ࡪ࡟���5>��ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥ੈ����≀Ⅳ໬ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
ࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟ�ࢺࣝࢩᬯ⅊㯤色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࠉࠉࠉ
㯤〓色⢓土小ブ࠸ࡪ࡟���5>���ࢺࣝࢩᬯ⅊㯤色ࠉ�����>���ࠉ�
㓟ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈࠊ�㸣ࢡࢵࣟࠉࠉࠉ
�ྵࡃ多ࡸࡸ໬㕲ࠉࠉࠉ

P144
࡟⛥s��ੈ♟�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈࠊྵࠉࠉࠉ
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠉࠉࠉ
ࡪ࡟�����<5�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
ࢵᆅ山小ブࣟࠊ�㸣ࢡࢵ㯤〓色⢓土ブࣟ࠸ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࠉࠉࠉ

P145
ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ∦土ჾࠊྵ࡟ࠉࠉࠉ
ࠉ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
ࠉࢡࢵᆅ山ブࣟࠊࡿ�ᒙ土ධ࡟北ഃ上఩ࠊྵࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
ࢩ5���黒〓色⢓㉁>���ࢺࣝࢩ㯤色⅊ࠉ�����>���ࠉ�
ࡃ㓟໬㕲多ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊ�㸣ࢡࢵ小ブࣟࢺࣝࠉࠉࠉ
�ྵࠉࠉࠉ
ձࠉ���>��ࠉ⅊白色ࢺࣝࢩ�5>�����〓⅊色ࢺࣝࢩ➽
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ�㸣࡟≦ࠉࠉࠉ

P142
࡟ࡽࡤࡲੈ���≀Ⅳ໬�ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����5>��ࠉ�
�ᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲ土↝ࠊྵࠉࠉࠉ
ࡤࡲੈ����≀Ⅳ໬�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ�����5>��ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟ࡽࠉࠉࠉ
小ࢺࣝࢩ5�����黒〓色⢓㉁>���࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵブࣟࠉࠉࠉ
㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���5>��ࠉ�
�ྵ࡟⛥ࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࡣࡓࡲࠊ�ᒙ㸻ᢤࡾྲྀࡁ⑞࠿
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ௚ࡢᘓ≀࡟ẚࡾ᥀࡭᪉⊃࠸
ձࠉ���>���ࠉὸ㯤色ࢺࣝࢩ㉁⢓土����<�����㯤⅊色
㠃୍ࡣ㓟໬㕲上఩ࠊ��㸣࡟≦➽㉁⢓土ࢺࣝࢩࠉࠉࠉ
�ࡿࡀᗈ࡟ࠉࠉࠉ

P139
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�ࢺࣝࢩ色⅊〓ࠉ���5>��ࠉ�
ࡵࡿ᫂ࡶ色ㄪࠊ࠿ࢺࢵࣆ別ࡣ࡜���3���࣭3���࣭3ͤ

P140
ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ∦土ჾࠉࠉࠉ
㓟ࠊྵ∦土ჾࠊᆅ山⢏�㸣�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�໬㕲ྵࠉࠉࠉ
ࠉ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵࠉࠉࠉ
ͤ�㹼�ᒙ㸻ᰕ⑞ࡾ᥀ࠊ᪉☜ㄆ࡛ࡎࡁ

P141
土ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲⅣ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
ࠉ�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ∦ჾࠉࠉࠉ
࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣�ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࠉࠉࠉ
多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏��㸣�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ࠊ௚ࡢᘓ≀࡟ẚࡾ᥀࡭᪉⊃࠸
ձࠉ���>���ࠉὸ㯤色ࢺࣝࢩ㉁⢓土����<�����㯤⅊色ࢩ
ᗈ࡟㠃୍ࡣ㓟໬㕲上఩ࠊ��㸣࡟≦➽㉁⢓土ࢺࣝࠉࠉࠉࠉ
�ࡿࡀࠉࠉࠉࠉ
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第 4章　第 2次調査



第40図　 2 区柱列等実測図 2（S＝1/100・1/60）
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P5
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊᆅ山⢏��㸣ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈ�ࠉ黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色ࢺࣝࢩ㉁⢓土ࠉ�㓟໬㕲ྵ࡟ࡽࡤࡲ�

P15
ࠉⅣ໬�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
ࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈs�ੈ≀ࠉࠉ
�✚ᖏ≧ሁ࡟5���黒〓色⢓土ୗ఩>��ࠉࠉࠉ
ࡈⅣ໬≀s�ੈ�黒〓色⢓土ࠉ�����>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊᆅ山⢏�㸣ࠊྵ࡟⛥ࡃࠉࠉࠉ
ࠉ�����>���ࠊ⢓ᛶᙉ�࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
ࠉࠊ��㸣ࢡࢵ㉁⢓土ブࣟࢺࣝࢩ㯤⅊色ࠉࠉ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠉࠉ
ࠉࢩ�����㯤⅊色>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࢵ㉁⢓土ブࣟࢺࣝࠉࠉ
ͤ�࣭�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉

ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色ࢺࣝࢩ㉁⢓土ࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲�ࠉࠉࠉ

࿘ࡢᮌࢡࢵ���黒〓色⢓土ブࣟ>����ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊ✚ሁ࡟辺ࠉࠉࠉ
ᆅ山ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ小ブࣟࠉࠉࠉ
�㓟໬㕲ྵ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
㓟ࠊ��㸣ࢡࢵ小ブࣟࢺࣝࢩ���黒〓色⢓㉁>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ໬㕲ࠉࠉࠉ
ࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ���㯤⅊色⢓土小ブࣟ>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞࠿㸽

ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���>���ࠉ㯤色⢓土�⢓ᛶᙉࠊ㓟໬㕲多ྵࡃ�

P19
㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
ᆅࠊྵ࡟⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈ�ࠉࠉࠉ
㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵ山⢏小ブࣟࠉࠉࠉ
�ྵࠉࠉࠉ
ࠉ㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟⛥㓟໬㕲ࠊᆅ山⢏�㸣�ࠉࠉࠉ
ࠉ㉁⢓土ࢺࣝࢩ㯤⅊色ࠉ���>���ࠉ�
ࢵᆅ山ブࣟࠊ⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࠉࠉࠉ
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࢡࠉࠉࠉ
ͤᗏ㠃♏板㸽᫂☜࡞ᰕ⑞ࡎ࠼ࡳ�

P14
⅊���>��ࢺࣝࢩ㯤⅊色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࠉࠉࢡࢵ大ブࣟࢺࣝࢩリ࣮ブ色࢜ࠉࠉࠉ
���㸣ࠉࠉࠉ
≀Ⅳ໬�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊྵ࡟ࡽࡤࡲs�ੈࠉࠉࠉ
ࢺࣝࢩリ࣮ブ色࢜⅊���>�ࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ�㸣ࢡࢵ小ブࣟࠉࠉࠉ
ࠊᆅ山⢏��㸣�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠉࠉࠉ
≀Ⅳ໬�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࢵᆅ山小ブࣟࠊྵ࡟⛥ࡃࡈs�ੈࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࠉࠉࠉ
�����黒〓色>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
≀Ⅳ໬ࠊ��㸣ࢡࢵブࣟࢺࣝࢩ⢓㉁ࠉࠉࠉ
ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥ࡃࡈs�ੈࠉࠉࠉ
�ྵ࡟ࠉࠉࠉ
ͤ�㹼�ᒙ㸻ᰕ⑞࣭�ࠊ�ᒙ㸻᥀ࡾ᪉
ࡿ᪉そ土ఝࡾ᥀ࡢ��3��࣭ͤ
ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���>���ࠉ㯤ᶳ色ࢺࣝࢩ㉁⢓
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲�土ࠉࠉࠉ

P12
Ⅳ໬≀s��㸩土ࡣ上఩�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
㓟ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ࡟上఩ࠊྵ࡟ࡽࡤࡲੈ�ࠉࠉࠉ
�ࡿࡍṧᏑࡀ㒊㸽୍ࡢᰕᮦࠊྵࡃ໬㕲多ࠉࠉࠉ
ࢵࣟࢺࣝࢩ�����黒〓色⢓㉁>����࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊྵ࡟⛥土�ੈ♟ࠊ��㸣ࢡࠉࠉࠉ
⛥ࡃࡈⅣ໬≀s�ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ���>���ࠉ�
ࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊྵ࡟⛥ࡃࡈ土�ੈ♟ࠊྵ࡟ࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥ࡃࡈ土⢏�ੈ↝ࠊྵࡃ㓟໬㕲多ࠉࠉࠉ
㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�黒〓色⢓土ࠉ���>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸࠉࠉࠉ
ࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ�㸣ࢡࢵ�ᒙ小ブࣟ�࡚ࡋ࡜ᇶᒙࢆᆅ山ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࠉࠉࠉ
ͤ�ᒙ㸻ᰕ⑞ཪࡣᢤྲྀ⑞�北᪉ྥ࡟ഴᩳ�
ࠉ

P13
࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲�黒〓色土ࠉ���>���ࠉ�
�ࡾ࠶ᰕ⑞ࠊྵࠉࠉࠉ
ᆅ山�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲ࠊ⢏�㸣ࠉࠉࠉ
ͤᰕ⑞

P4
ࠉ༢ᒙࡢࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���
�ᆅ山ΰ�ࠉࠉ
ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���5>��ࠉ㯤ᶳ色ࢺࣝࢩ㉁
�ྵ࡟ࡽࡤࡲ㓟໬㕲�⢓土ࠉࠉࠉ

P18
ࠊྵ࡟⛥Ⅳ໬≀s�ੈ�ࢺࣝࢩ黒〓色⢓㉁ࠉ���>���ࠉ�
ࡈs�ੈ♟ࠊྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ�㸣ࢡࢵᆅ山小ブࣟࠉࠉࠉ
�ྵ࡟⛥ࡃࠉࠉࠉ
ࢡࢵᆅ山小ブࣟ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�㓟໬㕲ྵࠊ��㸣ࠉࠉࠉ
⛥ࡃࡈ♟s��ੈ�㉁⢓土ࢺࣝࢩ黒〓色ࠉ�����>���ࠉ�
�ྵࡃ多ࡸࡸ㓟໬㕲ࠊ��㸣ࢡࢵᆅ山ブࣟࠊྵ࡟ࠉࠉࠉ
ͤ�࣭�ᒙ㸻༡東᪉ྥࡢ࡬ᢤࡾྲྀࡁ⑞࠿

ձ࠸ࡪ࡟ࠉ���>���ࠉ㯤色⢓土����<���㯤⅊色⢓土小
�ྵࡃ㓟໬㕲多ࠊ�㸣ࢡࢵブࣟࠉࠉࠉ

P4・P12・P13 断面図　P12・P13 平面図
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認でき、掘ํの෴土には類ੑࣅが認められる。 2 を݁Ϳ࣠は/Ȃ13ج Ȃ˃8である。114から͝くগྔの
須恵器・土師器ࡉ片が出土したのみで時期はෆ明ͩが、ۙੈにଐすると͑ߟられる。
P143・144・145（ୈ39ਤ）　 2 区東୺E10άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�20ʙ6�32N前後である。

平面形はପԁ形・ํ形・ෆ੔ԁ形をఄする。௕࣠は�0ʙ70ᶲఔ、ਂさは 8 ʙ14ᶲఔをଌる。柱根や明
ྎな柱ࠟ跡は確認できなかった。柱ྻの࣠は/Ȃ23 Ȃ˃Eである。柱穴からはগྔの須恵器・土師器片が
出土したのみで、時期はෆ明である。
P12・13・4（ୈ40ਤ）　 2 区北西۱E・'2άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�12ʙ6�23Nである。

112の平面形はํ形をఄし、௕࣠�7ᶲ、ਂさは30ᶲ前後である。113の平面形はԁ形で、௕࣠33ᶲ、ਂ
さ18ᶲをଌる。112・13ڞに柱根（ୈ60ਤ268・269ڞにΫリ）が࢒存し、さらに112ではൈきऔるࡍ北ํ
向に柱をಈかしたような土層が確認できる。柱ྻの主࣠は/Ȃ3 Ȃ˃8で、柱間は2�3ʙ2�6Nఔをଌる。柱
根や石以֎の出土はなく時期はෆ明ͩが、ۙੈの柱穴と͑ߟられる。

2 ．周溝をもつ建物

　2 区では周溝をもつ建物を 1 棟ݕ出し、4%10もՄೳੑがあΖうか。্部は耕地੔ཧ時の࡟平をडけ
ており、確認できたのはઙい周溝と 4 。の主柱穴のみであるج
SI1（ୈ41ਤ、ਤ൛2�）　 2 区中ԝ෇ۙ%7・8άリッドを中৺にݕ出した。ݕ出面はඪ6�01ߴʙ6�13N

前後である。調査にあたっては北西部をBとし、時ܭճりにC・D・Eとࡉ分して小穴などの調査、遺物
のऔり্͛を行った。周溝である4%8をؚめたݕ出ن໛は௕࣠約10�7N、୹࣠約10Nをଌる。主柱穴は
4 られる。柱間は֓Ͷ͑ߟを確認し、柱഑ஔからํ形をなすものとج 3 ʙ 4 Nఔをଌり、主柱穴から
૝ఆされる建物の主࣠は/Ȃ33 Ȃ˃Eである。主柱穴の平面形はԁʙପԁ形をఄする。1169でܘ約�0ᶲ、
ਂさ約13ᶲ、1170で௕࣠約40ᶲ、ਂさ約11ᶲ、117�で௕࣠約30ᶲ、ਂさ約13ʙ18ᶲをଌる。1170・
17�では北ํ向΁のൈきऔり跡ないし柱ࠟ跡と思われる土層が確認できた。෇ۙには柱ࠟ跡がある柱
穴が存在する（ബいトーン）ことから、周溝にԊって多֯形の柱がնるՄೳੑがࢦఠできる。周溝の平
面形は۱ؙํ形で、溝の෯は20ʙ�0ᶲఔ、ਂさ 2 ʙ26ᶲఔをଌる。主柱穴からは͝くগྔの土師器ࡉ
片が出土し、周溝からは土師器㡜やࠋ（ୈ�2ਤ96）などが出土した。෇ۙのݕ出面では、須恵器ᆀ਎（97）
や奈良・平安時代にҐஔ෇けられる須恵器ߴᆀ（98）を確認した。遺物の༷૬などから、建物の年代は
古墳時代後期ࠒにҐஔ෇けられる。

3 ．土　　　坑

SK1（ୈ28ਤ、ਤ൛17）　 2 区北西部E3άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��94ߴʙ6�01N前後で、平
面形はԁ形をఄする。௕࣠1�3�N、୹࣠1�3N、ਂさは21ʙ29ᶲをଌる。அ面形はෆ੔形なٯ୆形状を
ఄする（ਤ൛27）。須恵器や17ʙ18ੈلにҐஔ෇けられる磁器片の΄か、17ੈل前൒の౜௡焼ࡼ（ୈ�2
ਤ107）などが出土していることから、ۙੈの土坑とみられる。
SK2（ୈ42ਤ、ਤ൛27）　 2 区北西部E3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��81ߴʙ��94N前後である。

平面形はԁ形をఄし、1��8ܘN、ਂさは46ʙ�9ᶲをଌる。அ面形は֯にؙみをもつശ形をఄし、෴土
はԫփ৭ʙ黒׊৭である。্Ґでఈ൘（ୈ�9ਤ249・2�0）やࢦ物（2�1）が出土した΄か、গྔの須恵器・
土師器片、ۙੈの陶器࿸（ୈ�2ਤ108）、ෆ明໦製品（ୈ�9ਤ2�2）、ఈ൘（2�3）などが出土していること
から、ۙੈの井戸とਪఆされる。寄生虫卵の分析では、ฅศがࠞ͡りࠐんでいる（ୈ 4 ষୈ 2 અࢀর）。
SK3（ୈ28ਤ）　 2 区北西E2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��93ߴN前後である。平面形はପԁ形を

ఄし、1�7ʷ1�4̼、ਂさ�6ᶲである。
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第41図　 2 区SI1等実測図 1（S＝1/100・1/60）
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SK4（ୈ28ਤ、ਤ൛27）　 2 区北西E3άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��80ߴN前後である。4,2の南
東側約�0ᶲにҐஔする。平面形は۱ؙํ形をఄし、1��ʷ1�4�̼、ਂさ36ᶲである。
SK5（ୈ42ਤ、ਤ൛27）　 2 区北西۱'2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�14ߴN前後である。平面形

はପԁ形をఄし、௕࣠74ᶲ、୹࣠6�ᶲ、ਂさ101ᶲ前後をଌる。அ面形はശ状で、෴土はԫփ৭ʙ黒
片や多ྔの᛽が出土しているが、この᛽は地山᛽より大きく人ҝతࡉ৭である。͝くগྔの須恵器׊
にೖれられたものと͑ߟられる。᛽面の下からは土೯ା大のѥ֯᛽が出土しており、ഇغ時に౤͛ೖ
れられたとਪఆされる。17ੈل前൒にҐஔ෇けられる࡮ໟ໨の౜௡焼㡜（ୈ�2ਤ109）や、17ੈل前൒
にҐஔ෇けられる肥前焼の（110）ࡼなどが出土したことから、ۙੈの井戸と͑ߟられる。
SK6（ୈ42ਤ、ਤ൛28）　 2 区北西部'4άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�10ߴʙ6�16Nである。平面

形はԁ形で、108ܘᶲ、ਂさ111ʙ117ᶲをଌる。அ面形は֓Ͷٯ୆形状ͩが、掘ํのҰ部で֊ஈ状を
ఄする。෴土はփ৭ʙ黒׊৭、Ұ部Φリーϒ黒৭である。݁Գを࿮として用いた井戸で、্ҐでԳの
側൘（ୈ�9ਤ2�4ʙ2�6）がҰ部࢒存していた。গྔの須恵器・磁器片の΄か、陶器㡜（ୈ�2ਤ111・108）や、
࣫઀͗とみられるࠟ跡が࢒るژ焼෩の㡜（112）、肥前磁器のഌ（113）などが出土している。また、ખと
思われる໦製品（ୈ�9ਤ2�7、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ）や֯ࡐ（2�8Ξεナϩ）、उࢠ状໦製品（2�9）に加͑、
Գ内の෗২土中からは࣫器࿶（カΤσଐʁ）に穴を։けてฑ（Ξεナϩ）を෇けたฑउ（260）が出土した。
111は17ੈل後൒ʙ18ੈل前൒と思われることから、遺構の年代は江戸時代前൒にҐஔ෇けられる。
寄生虫卵の分析では、ฅศがࠞ͡りࠐんでいる（ୈ 4 ষୈ 2 અࢀর）。
SK7（ୈ28ਤ）　 2 区北西部'3άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�09ߴʙ6�16Nで、平面形はପԁ形

をఄする。҉ڎに੾られているが௕࣠は136ᶲఔ、ਂさ約103ʙ110ᶲをଌる。18ੈل前期ࠒの磁器片
や土師器片の΄か、側面 2 Օ所に޸がۭけられている൘状໦製品（ୈ60ਤ261）などが出土した。
SK8（ୈ�0ਤ、ਤ൛28）　 2 区北部E6άリッド、494のఈ面でݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�03ʙ6�06N

前後で、平面形はପԁ形をఄする。௕࣠約1�4N、୹࣠約1�2N、ਂさ約17ʙ19ᶲをଌる。அ面形はෆ੔
形な൒ԁ状で、෴土はԫփ৭ʙ黒׊৭である。൘状໦製品（ୈ60ਤ262）が出土した。遺物や平面ϓϥ
ンが4,1ʙ4に類ࣅしていることなどから、年代はۙੈにൺఆされる。
SK10（ୈ48ਤ、ਤ൛28）　 2 区中ԝ෇ۙ%�άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは���8ʙ��69N前後である。

平面形はෆ੔形で、௕࣠約1��N、୹࣠約1�3N、ਂさ約 � ʙ74ᶲをଌる。அ面形は֯にؙみをもったശ状
ͩが、南側が֊ஈ状をఄする。෴土は֓Ͷԫփ৭ʙ黒׊৭ͩが、Ұ部で地山ϒϩッΫと黒׊৭೪土ϒϩッ
Ϋのࠞ土層を確認した。গྔの土師器片や須恵器のᆀ片などが出土しているが、時期はෆ明である。
SK11（ୈ29ਤ、ਤ൛28）　 2 区北部'�άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��86ߴʙ��9�N、平面形はԁ形

をఄする。௕࣠72ᶲ、୹࣠67ᶲ、ਂさ約11ᶲをଌり、அ面形はࡼ状である。時期はۙੈとਪఆされる。
SK12（ୈ46ਤ、ਤ൛29）　 2 区北部E�άリッド、/31のఈ面でݕ出した。ݕ出面はඪ��94ߴʙ��97N

前後で、平面形はԁ形をఄする。௕࣠約6�ᶲ、୹࣠約60ᶲ、ਂさ約38ᶲをଌり、அ面形はശ状である。
෴土は黒׊৭で、্Ґでগྔの磁器や土師器が出土している。平面形やஅ面形、෴土の特௃が他のۙ
ੈ土坑と類ࣅすることから、遺構の時期はۙੈとਪఆされる。
SK13（ୈ42ਤ、ਤ൛29）　 2 区西൒E4άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��63ߴʙ��6�N前後で、平面

形はԁ形をఄする。ܘ約90ᶲ、ਂさは18ʙ40ᶲఔで、அ面形はෆ੔形な൒ԁ状をఄする。෴土は֓Ͷ
黒׊৭で、ఈ部෇ۙは地山とのࠞ層である。出土遺物は͝くগྔの土師器ࡉ片のみͩが、/31を੾り
。んでいることからۙੈの土坑とみられるࠐ
SK14（ୈ�0ਤ、ਤ൛17）　 2 区南部#4άリッドで/31のఈ面でݕ出した。ݕ出面はඪ4�9ߴ�N、平面

形はԁ形をఄする。௕࣠93ᶲ、୹࣠74ᶲ、ਂさ約14ᶲをଌる。時期はෆ明であるが、/31を੾りࠐん
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第42図　 2 区SI01等・SK実測図（S＝1/60）
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でいることからۙੈの土坑とみられる。
SK15（ୈ30ਤ、ਤ൛29）　 2 区南東部%8・9άリッドのݕ出面からҰஈ下͛た面でݕ出した。ݕ出面

のඪߴは��99ʙ6�04N前後である。平面形はෆ੔ํ形をఄし、௕࣠約3�1N、୹࣠約 3 N、ਂさは 2 ʙ
122ᶲఔである。அ面形は֊ஈ状をఄし、෴土は֓Ͷ黒׊৭ʙ黒৭ͩが、২物遺ମをؚΉ層や෗২層
とみられるΦリーϒ黒৭೪土層も確認した。多ྔの須恵器・土師器片の΄か、土師器㡜（ୈ�2ਤ114）や、
須恵器༗୆ᆀ（11�）、土਴（116）、時期ෆ明のڽփؠ製౐石（117）などが出土している。遺物の༷૬な
どから、古代຤以߱の井戸であり、井戸࿮・水溜などがൈかれたものとਪఆされる。
SK16（ୈ30ਤ、ਤ൛29）　 2 区南東部%9άリッドのݕ出面からҰஈ下͛た面でݕ出した。ݕ出面は

ඪ��96ߴʙ6�03N前後で、平面形は֓Ͷ۱ؙํ形をఄする。௕࣠約1�2N、୹࣠約 1 N、ਂさ約 3 ʙ20ᶲ
をଌる。அ面形はٯ୆形状で、෴土は黒׊৭である。ൺֱత多ྔの須恵器・土師器片の΄か、古墳時
代の土師器ᙈ（ୈ�2ਤ118）が出土した。
SK17（ୈ46ਤ、ਤ൛30）　 2 区東部E10άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�22ߴN前後である。平面形

はෆ੔ํ形をఄし、௕࣠約1�2N、୹࣠約 1 N、ਂさ約 7 ʙ19ᶲをଌる。அ面形はٯ୆形状で、෴土は
黒׊৭である。গྔの土師器片や、શମがຎ໣した土師器の小型ؙఈᆵ（ୈ�2ਤ119）、土師器㡜（120）
などが出土していることから、古墳時代後期にҐஔ෇けられる。
SK18（ୈ46ਤ、ਤ൛30）　 2 区東部E9άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�18ʙ6�21N前後で、平

面形はෆ੔ପԁ形をఄする。௕࣠約1�2N、୹࣠約9�ᶲ、ਂさ約 9 ʙ1�ᶲをଌる。அ面形は൒ԁ状ͩが
中ԝ෇ۙでややઙくなっている。෴土は黒׊৭である。出土遺物はগྔの土師器片のみで時期はෆ明
ͩが、平面形や෴土が類ࣅすることから4,17とಉ時期とਪఆされる。
SK19（ୈ46ਤ、ਤ൛30）　 2 区東部%9άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�04ߴʙ6�07N前後で、平面

形はԁ形をఄする。௕࣠約8�ᶲ、୹࣠約7�ᶲ、ਂさ約26ᶲをଌる。அ面形はശ状で、෴土は黒׊৭ʙ
黒৭である。4,21より新しい遺構ͩが、গྔの土師器片が出土しているにա͗ず時期はෆ明である。
SK21（ୈ46ਤ、ਤ൛30）　 2 区東部%9άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�04ߴʙ6�07N前後である。平

面形はෆ੔ԁ形で、80ܘᶲ前後、ਂさ約12ʙ22ᶲをଌる。4,19に੾られているためશ༰はෆ明ͩが、
அ面形はٯ୆形状をఄするとみられる。෴土は֓Ͷ黒׊৭で、෴土の特௃は4,17・18に類ࣅする。গ
ྔの土師器ࡉ片の΄か、ख፻Ͷの土師器（ୈ�2ਤ121）が出土した。෴土の特௃や遺物の༷૬から、遺
構の年代は古墳時代後൒にҐஔ෇けられると͑ߟる。
土坑群（ୈ43ਤ、ਤ൛32）　 2 区北୺'7・8άリッドでݕ出した。北側が調査区֎΁Ԇͼることを確認

し、調査区をҰ部֦ுして掘࡟を行った。ݕ出面はඪ6�24ߴʙ6�42N前後である。 � Nʷ 3 Nఔのൣғに、
௕࣠ 1 ʙ 2 Nఔ度のෆ੔ԁʙପԁ形をఄする਺جの土坑が集中している。遺構には1136ʙ138・119�ʙ
197・1201・1202と、ϐット番号を෇けて調査を行った。্部が࡟平されているため、࠷もਂい1201で
もਂさ33ᶲఔである。1136からはશମがຎ໣した土師器のᙈ（ୈ�2ਤ122）や͝くগྔの土師器ࡉ片が出
土した。1137からは土師器片がগྔ出土しているが、઀߹にはࢸらなかった。1138からはগྔの土師
器片と土師器ᙈ（123）などが出土している。1196はൺֱత多ྔの土師器が出土したが、いずれもࡉ片で
ਤ化にはࢸっていない。1197からは多ྔの土師器片とڞに土師器㡜（124）や土師器ߴᆀ（12�・126ຎ໣）、
、形のख፻Ͷ土師器（127、口ԑ部࿪み大）などが出土した。1201では石やൺֱత多ྔの土師器片の΄か׬
土師器ᙈ（ୈ�4ਤ128）、土師器㡜（129）、׬形の土師器小ᆵ（130）、土師器ߴᆀ（131）などが出土している。
土坑܈のੑ֨はෆ明ͩが、出土した遺物の༷૬などから年代は古墳時代後൒にҐஔ෇けられる。
SX2（ୈ43ਤ、ਤ൛31）　 2 区北西۱'2・3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�21ʙ6�27Nである。

平面形はԁ形をఄし、௕࣠1��N、୹࣠1�47N、ਂさ3�ʙ42ᶲをଌる。அ面形は֓Ͷٯ୆形状で、෴土
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第43図　 2 区SX・土坑群実測図（S＝1/60）
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1　2.5Y3/1　黒褐色シルト(炭化物±10㎜稀に含、　
　　　2.5Y3.5/1黄灰色シルトブロック5％、地山粒　
　　　1％、酸化鉄まばらに含)
2　2.5Y4.5/1　黄灰色粘土(炭化物±2㎜ごく稀に含、
　　　地山小ブロック80％、酸化鉄一面に含)
①　2.5GY7/1　明オリーブ灰色シルト(2.5Y4/1黄灰色
　　　シルト筋状に10％、酸化鉄一面に含(見た目は　
　　　2.5Y5/4黄褐色))

86 86’1

2 ①石

SWNE L=6.40m
P136 断面図

1　2.5Y2.5/1　黒褐色粘質シルト(地山小ブロック10％、酸化
　　　鉄やや多く含、礫±20㎜稀に含)
2　2.5Y3/1　黒褐色シルト質粘土(炭化物±10㎜稀に含、地山
　　　小ブロック2％、酸化鉄多く含)
3　2.5Y3/1　黒褐色粘土(礫±15㎜稀に含、地山小ブロック　
　　　30％、酸化鉄まばらに含)
4　2.5Y2.5/1　黒褐色粘土(炭化物±3㎜稀に含、地山ブロック
　　　40％(特に層西側に集中)、酸化鉄やや多く含)
①　2.5GY7/1　明オリーブ灰色シルト(2.5Y4/1黄灰色シルト筋
　　　状に10％、酸化鉄一面に含(見た目は2.5Y5/4黄褐色))

85 85’1
2

3 4
①

SW NE L=6.40m

P137 断面図

1　2.5Y3/1　黒褐色粘質シルト(炭化物5-10㎜まばらに含、地山小ブ
　　　ロック3％、酸化鉄多く含)
2　2.5Y4/1　黄灰色粘質シルト　(地山粒5％、酸化鉄多く含、　　　
　　　2.5Y3/1黒褐色粘質シルト小ブロック20％)　
3　地山を基層として(2.5Y4/1黄灰色粘質シルト小ブロック10％、酸
　　　化鉄一面に含)
4　2.5Y3.5/1　黄灰色粘質シルト(地山小ブロック40％、酸化鉄一面
　　　に含)
5　2.5Y4/1　黄灰色粘土(地山粒60％、2.5Y3/1粘土ブロック3％、酸
　　　化鉄一面に含)
6　地山に近似するが地山よりわずかに濁　　
7　5Y3/1　オリーブ黒色シルト(2.5Y2.5/1黒色シルト粒3％、地山小
　　　ブロック25％、酸化鉄多く含)
8　2.5Y4/1　黄灰色シルト　(地山ブロック90％、酸化鉄多く含)
9　2.5Y2/1　黒色粘質シルト　(2.5Y3/1黒褐色粘質シルト南側に　　
　　　20％、地山小ブロック3％、酸化鉄多く含)
10　2.5Y4/1　黄灰色粘質シルト(2.5Y3/1黒褐色粘質シルト30％、地
　　　山小ブロック10％、酸化鉄まばらに含)
11　2.5Y4/1　黄灰色粘土(礫±5㎜稀に含、地山ブロック80％、酸化
　　　鉄稀に含)
12　2.5Y3/1　黒褐色粘土(地山粒5％、酸化鉄やや多く含)
13　2.5Y4/1　黄灰色粘土(地山小ブロック70％、酸化鉄まばらに含)
14　2.5Y4.5/1　黄灰色シルト質粘土(地山小ブロック50％、酸化鉄や
　　　や多く含)
①　2.5GY7/1　明オリーブ灰色シルト(2.5Y4/1黄灰色シルト筋状に
　　　10％、酸化鉄一面に含(見た目は2.5Y5/4黄褐色))
②　2.5Y5/4　黄褐色シルト(礫±30㎜まばらに含、酸化鉄一面に含)
③　礫層
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第 2節　2区の遺構と遺物



第44図　 2 区土坑群・ピット実測図（S＝1/60）

  1　2.5Y3/1　黒褐色粘土　(炭化物±1㎜稀に含、地山粒1％、酸化鉄やや多く含)
  2　2.5Y3/1.5　黒褐色粘土　(炭化物±3㎜稀に含、土器片含、地山小ブロック5％、
　　　酸化鉄やや多く含)
  3　2.5Y2.5/1　黒褐色シルト質粘土　(礫10-30㎜まばらに含、炭化物2-15㎜含、
　　　地山粒5％、酸化鉄やや多く含)
  4　2.5Y3/1　黒褐色粘土　(粘性強、炭化物±5㎜まばらに含、地山粒3％、
　　　酸化鉄まばらに含)
  5　2.5Y3.5/1　黒褐色シルト質粘土　(炭化物2-5㎜まばらに含、地山粒10％、
　　　酸化鉄多く含)
  6　2.5Y4/1　黄灰色粘土　(炭化物±1㎜ごく稀に含、地山粒30％、酸化鉄多く含)
  7　2.5Y4/1　黄灰色シルト　(炭化物2-10㎜まばらに含、地山粒・ブロック20％、
　　　酸化鉄多く含)
  8　2.5Y3/1　黒褐色シルト　(炭化物±2㎜稀に含、地山粒10％、酸化鉄多く含)
  9　2.5Y4/1　黄灰色シルト質粘土　(2.5Y3/1黒褐色粘土粒2％、地山小ブロック60％、
　　　酸化鉄多く含)
10　2.5Y3.5/1　黄灰色粘土　(2.5Y3/1黒褐色粘土粒3％、地山粒15％、酸化鉄多く含)
11　2.5Y4/1　黄灰色粘土と地山粒の混土層　(酸化鉄多く含)
12　2.5Y4/1　黄灰色粘土　(炭化物2-10㎜まばらに含、地山小ブロック60％、
　　　酸化鉄多く含)
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P196・P197・P201 断面図
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0 3m（1:60）

  1　2.5Y3.5/1　黒褐色シルト(炭化物2-15㎜やや多く含、地山粒20％、土器片含、酸化鉄多く含)
  2　2.5Y2.5/1　黒褐色シルト質粘土(炭化物±10㎜まばらに含、地山粒3％、酸化鉄やや多く含)
  3　2.5Y4/1　黄灰色シルト質粘土(炭化物10-20㎜まばらに含、
　　　2.5Y3/1黒褐色シルト質粘土粒15％、地山粒20％、酸化鉄多く含)
  4　10YR3.5/1　褐灰色粘質シルト(炭化物±1㎜稀に含、地山粒5％、酸化鉄多く含)
  5　2.5Y4/1　黄灰色粘土(炭化物±10㎜稀に含、地山小ブロック50％、2.5Y2.5/1黒褐色粘土粒　
　　　　3％、酸化鉄多く含)
  6　地山を基層として　(2.5Y5/1黄灰色粘土ブロック40％、酸化鉄一面に含)
  7　2.5Y3.5/1　黒褐色シルト質粘土(炭化物±3㎜ごく稀に含、地山小ブロック2％、酸化鉄多く含)
  8　2.5Y5/1　黄灰色粘土(地山粒40％、酸化鉄やや多く含)
  9　10YR5/1　褐灰色シルト質粘土(2.5Y3/1黒褐色シルト質粘土ブロック30％、地山粒3％、酸化鉄
　　　　多く含)
10　2.5Y4/1　黄灰色粘質シルト(地山小ブロック10％、酸化鉄多く含)
11　2.5Y5/1　黄灰色シルト質粘土(2.5Y3/1黒褐色シルト質粘土ブロック50％、地山粒10％、酸化
　　　　鉄多く含)
①　2.5GY7/1　明オリーブ灰色シルト　(2.5Y4/1黄灰色シルト筋状に10％、酸化鉄一面に含(見た目
　　　　は2.5Y5/4黄褐色)　

P201・P202 断面図
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1　2.5Y3/2　黒褐色粘質シルト(地山小ブロックまだらに30％混、礫(3-10㎜)
　　　稀に混、酸化鉄含)
2　2.5Y2.5/1　黒褐色粘土(粘性やや強、地山小ブロック-マーブル状に10％
　　　混、酸化鉄含)
3　2.5Y5/2-6/2　暗灰黄色-灰黄色粘土(粘性やや強、黒褐色粘土まだらに　
　　　10％混、地山小ブロック5％混、酸化鉄含)
4　2.5Y2.5/1　黒褐色粘土(土質2層に類似)
5　2.5Y3/2　黒褐色粘土(粘性やや強、色調やや褐色味帯びる、地山ブロック
　　　まばらに5％混、酸化鉄上位を中心に含)
※1～4層・①＝鞍部埋土、5層＝鞍部埋没途中の小穴
①　2.5Y3/1　黒褐色粘土　＝鞍部埋土
②　10YR6/4　にぶい黄橙色粘土　＝地山
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はԫփ৭ʙ黒׊৭である。ఈ部には᝘状の編物が 2 ຕॏͶてෑかれていた。্の編物は௕さ7�ᶲ、෯
81ᶲで、下の編物は南西部がંりॏなっているためશ௕はෆ明ͩが、130ᶲ以্とみられる。෯は্
の編物とಉఔ度と思われる。土層அ面の࡯؍から、80ܘʙ9�ᶲఔのఈのないたらい状の࿮内部に編物
をෑいていたものとਪఆされる。須恵器・土師器・陶磁器片がগྔ出土しており、時期は江戸時代前
൒にҐஔ෇けられる。

4 ．溝　

SD1（ୈ4�ਤ、ਤ൛17）　 2 区南西#2・$2άリッドを中৺にݕ出し、ݕ出面はඪ���8ߴʙ��79Nఔで
ある。西側は調査区֎΁Ԇͼるが、௕さ約23�3Nをଌる。෯は約2�ʙ9�ᶲと北東部が෯޿で、ਂさは
9 ʙ2�ᶲをଌる。主࣠は中ԝ部で/Ȃ27 Ȃ˃E、؇く۶ۂして北東部で/Ȃ60 Ȃ˃Eである。அ面形は൒ԁ状
ʙٯ୆形状で、෴土は黒׊৭ʙ黒৭である（ਤ൛26）。গྔの須恵器・土師器ࡉ片の΄か、 6 後൒لੈ
代の須恵器ᆀ （֖ୈ�2ਤ99）が出土した。
SD2（ୈ4�ਤ、ਤ൛17）　 2 区西୺%1ʙ3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��74ʙ��99Nである。西

側は調査区֎΁Ԇͼるが、௕さ1��3Nఔを確認した。෯は2�ʙ40ᶲఔ、ਂさは 3 ʙ20ᶲをଌる。主࣠
は/Ȃ83 Ȃ˃8である。அ面形はٯ୆形状で、෴土は黒׊৭である（ਤ൛26）。গྔの須恵器・土師器ࡉ片
の΄か、 7 。前葉にҐஔ෇けられる須恵器のᆀ਎（ୈ�2ਤ100）が出土したلੈ
SD3（ୈ46ਤ、ਤ൛17）　 2 区西୺%1ʙ3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��93N前後である。్੾

れ్੾れであるが、௕さ6�2̼を確認した。෯0�1ʙ0�6̼、ਂさ 1 ʙ 7 ᶲである。
SD4（ୈ46ਤ、ਤ൛17）　 2 区中ԝ෇ۙ%6・E6άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは��13ʙ6�24N前

後である。東側が4%9にܨがっており、௕さ約11�8Nを確認した。෯は20ʙ�0ᶲఔ、ਂさは 3 ʙ11ᶲఔ
である。主࣠は西部で/Ȃ28 Ȃ˃E、くのࣈに۶ۂし東部で/Ȃ6� Ȃ˃8である。அ面形は൒ԁ状で、෴土は
黒׊৭である（ਤ൛26）。須恵器・土師器がগྔ出土しているが、ࡉ片のため時期はෆ明である。
SD5（ୈ46ਤ、ਤ൛17）　 2 区中ԝ%�・6άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��70ʙ��93N前後である。

్੾れた部分もؚめるとશ௕は13�9Nఔをଌる。෯は1�ʙ�0ᶲఔ、ਂさは 4 ʙ14ᶲఔである。溝は؇
く۶ۂしており、主࣠は西部で/Ȃ87 Ȃ˃E、中ԝ部で/Ȃ74 Ȃ˃E、東部で/Ȃ89 Ȃ˃Eである。அ面形はෆ੔
形な൒ԁ状で、෴土は֓Ͷ黒׊৭、下Ґで地山ϒϩッΫが઴Ҡతにࠞೖしている。出土遺物は͝くগ
ྔの土師器ࡉ片のみͩが、4'1のϐット܈に੾られていることから 9 。以前の遺構とղऍできるلੈ
SD9（ୈ47ਤ、ਤ൛17）　 2 区東൒E7ʙ9・%9άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�06ʙ6�22N前後で

ある。௕さは約22Nで、 1 区%10άリッドでݕ出した΄΅ಉ͡෯・࣠の溝がଓきとするならより௕く
なる。෯約20ʙ�0ᶲ、ਂさ約 8 ʙ13ᶲをଌる。主࣠は/Ȃ66 Ȃ˃8である。அ面形はٯ୆形状で、෴土は
黒׊৭である（ਤ൛26）。須恵器や土師器のࡉ片の΄か、古墳時代後൒にҐஔ෇けられる須恵器のᆀ਎

（ୈ�2ਤ101）が出土した。
SD10（ୈ47ਤ、ਤ൛17）　 2 区東൒%・E8άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�00ʙ6�12N前後で、

௕さ約13��Nをଌる。4%10ȂBは෯約30ʙ70ᶲ、ਂさ約 2 ʙ18ᶲをଌる。4%10ȂCは4%10ȂBに੾られて
いるため正確な෯はෆ明ͩが、70ʙ100ᶲ前後とみられる。ਂさは約12ʙ14ᶲをଌる。溝の平面形は
؇やかなހをඳき、அ面形はٯ୆形状、෴土は׊փ৭ʙ黒׊৭である（ਤ൛26）。須恵器や土師器が多
਺出土したが、いずれもࡉ片のため時期はෆ明である。
SD11・12（ୈ47ਤ）　 2 区'8・E8・E9・%9・%10άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�04ʙ6�26N前

後である。౰ॳ別遺構として番号を෇したが、4%11・12ᶅஅ面の土層࡯؍では別ʑの溝となる༷૬が
とら͑られなかったため、ᶄஅ面෇ られたものと૝ఆし、Ұつの遺構と࡟めに地山が޿で（部ۂ۶ۙ）
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第45図　 2 区SD1・ 2 実測図（S＝1/150・1/60）

0 3m᩿面（1:60）
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1　2.5Y3/1　黒褐色粘土(炭化物±5㎜稀に含、地
　　　山粒10％、酸化鉄含)
2　2.5Y3/1　黒褐色粘土(炭化物1-10㎜まばらに含、
　　　地山小ブロック15％、酸化鉄稀に含)
3　2.5Y2/1　黒色粘質シルト(地山ブロック50％、
　　　酸化鉄稀に含)
4　2.5Y3/1　黒褐色粘土(炭化物±2㎜稀に含、
　　　地山小ブロック1％、酸化鉄稀に含)
①　2.5GY6/1　オリーブ灰色粘土(粘性やや強) 

1　2.5Y3/1　黒褐色粘質シルト(炭化物1-5
　　　㎜まばらに含、2.5Y3/2黒褐色粘質
　　　シルト粒10％、酸化鉄含)
2　2.5Y3.5/1　黄灰色粘土(2.5Y3/1黒褐色
　　　粘土ブロック3％、地山粒1％、酸化
　　　鉄稀に含)
3　2.5Y3/1　黒褐色粘質シルト(炭化物1-3
　　　㎜まばらに含、2.5Y3/2黒褐色粘質
　　　シルト粒7％、地山粒2％、酸化鉄稀
　　　に含)
※断面2は鞍部上面での検出、断面1に比べ
　　色調やや明るめ

①　2.5Y2.5/1　黒色粘質シルト(炭化物±1
　　　㎜稀に含、地山小ブロック10％、酸
　　　化鉄やや多く含)(鞍部覆土)
②　10YR6/3　にぶい黄橙色粘土(礫2-8㎜
　　　含、酸化鉄多く含)

5 5’

123
4①

SE NW L=5.90m

SD01 北断面図

1

2
3①

②

6 6’
①

SE NW L=5.90m

SD01 南断面図

‒63‒

第 4章　第 2次調査



第46図　 2 区SD4・ 5 、SK実測図（S＝1/150・1/60）
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1　2.5Y3/1.5　黒褐色シルト質粘土(地山ブロック40％、酸
　　　化鉄やや多く含)
2　2.5Y3/1.5　黒褐色シルト質粘土(地山粒2％、酸化鉄や
　　　や多く含)
①　2.5Y6/3　にぶい黄色シルト(2.5Y4/1黄灰色シルト小ブ
　　　ロック2％、酸化鉄一面に含)

1　2.5Y3/1　黒褐色粘土(礫±3㎜稀に含、炭化物±3㎜ご
　　　く稀に含、地山ブロック3％、酸化鉄稀に含)
2　2.5Y3/1　黒褐色粘土(地山ブロック40％、酸化鉄まば
　　　らに含)
※下位で地山ブロック漸移的に混じる(溝全体的に)
①　7.5Y6/2　灰オリーブ色シルト　(2.5Y4/1黄灰色シル
　　　ト小ブロック7％、酸化鉄一面に含)

1　2.5Y3/1　黒褐色粘土(粘性強、礫10-30㎜まばらに含、
　　　炭化物±㎜10㎜まばらに含、①ブロック5％(上位東
　　　側には層状に入る)、酸化鉄多く含)
2　2.5Y3/1　黒褐色粘土(粘性強、①ブロック7％、炭化物
　　　±5㎜稀に含、酸化鉄稀に含)
①　2.5GY6/1　オリーブ灰色粘土(粘性強、礫10-20㎜含、
　　　炭化物2-5㎜まばらに含、2.5Y4/1黄灰色粘土小ブ　
　　　ロック3％、酸化鉄一面に含)
②　礫層

1　2.5Y4/1　黄灰色粘質シルト(炭化物±3㎜まばらに含、礫
　　　±5㎜まばらに含、酸化鉄多く含)
2　2.5Y2.5/1　黒褐色シルト質粘土(炭化物±2㎜稀に含、礫
　　　5-20㎜含、地山小ブロック30％、酸化鉄やや多く含)
3　2.5Y4/1　黄灰色シルト質粘土(礫±10㎜まばらに含、地
　　　山小ブロック10％)
4　地山に近似するがわずかに濁　　
※平面プランはSK1～SK4に類似するが、土質黒褐色味強め
①　2.5Y6/2　灰黄色粘土(わずかに砂混、2.5Y4/1黄灰色粘
　　　土小ブロック10％、礫5-20㎜含、酸化鉄多く含)
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第47図　 2 区SD9 ～ 12実測図（S＝1/250・1/60）
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してまとめて報告する。南部が 2 区調査区֎΁Ԇͼ、前年度調査の 1 区において溝のଓき（ 1 区4%08）
がݕ出されている。 1 区と߹わせた௕さは約37Nͩが、 1 区東側で調査区֎΁Ԇͼるためશ௕はෆ明
である。෯は約1�1ʙ1�9N、ਂさは18ʙ�3ᶲఔである。主࣠は、۶ۂ部より南部が/Ȃ62 Ȃ˃8、北部が/Ȃ
39 Ȃ˃8である。அ面形は֊ஈ状ʙٯ୆形状で、෴土は֓Ͷԫփ৭ʙ黒׊৭である（ਤ൛26）。土層࡯؍
では、水がྲྀれていたというよりཎんでଯ積したような༷૬や、北東ํ向から土がྲྀೖした༷ࢠがݟ
てऔれる。なお、遺物はᶅஅ面以南出土のものは4%11、以北出土のものは4%12としてऔり্͛た。
4%11からは多ྔの須恵器・土師器ࡉ片の΄か、古墳時代にҐஔ෇けられるख፻Ͷの土師器（ୈ�2ਤ
102）や中ੈの加賀焼੆ （ു103）、中・ۙੈのߌ（ୈ�9ਤ248）などが出土している。4%12からは多ྔの須
恵器・土師器ࡉ片の΄か、গྔの陶器片、黒曜石剥片、ۙੈのژ焼෩࿸（ୈ�2ਤ104）などが出土した。
遺物の༷૬から、年代は中ੈʙۙੈにҐஔ෇けられる。
SD14（ୈ41ਤ、ਤ൛2�）　 2 区中ԝ෇ۙ%7・8άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��98ʙ6�07N前後

である。4911などによって੾られた部分もؚめると௕さは17�3Nఔで、溝の東部は 2 区調査区֎΁Ԇ
ͼる。෯約20ʙ30ᶲ、ਂさ約 2 ʙ 8 ᶲで、溝は؇くऄ行して4*1の周溝である4%8を੾っている。গྔ
の須恵器・土師器ࡉ片の΄か、ۙੈにҐஔ෇けられるછ෇の小ᆀ（ୈ�2ਤ10�）が出土した。
SD15（ୈ41ਤ、ਤ൛2�）　 2 区中ԝ෇ۙ%7・8άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�03ߴʙ6�09N前後で、

్੾れた部分もؚめるとશ௕は14�6Nఔである。෯約20ʙ40ᶲ、ਂさは約 4 ʙ12ᶲをଌる。主࣠は/Ȃ
72 Ȃ˃8である。அ面形はෆ੔形なٯ୆形状で、෴土は黒׊৭である。4*1の周溝である4%8を੾るが、
গྔの土師器ࡉ片が出土しているにա͗ず、時期はෆ明である。
SD17（ୈ29ਤ、ਤ൛17）　 2 区北部'7άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�22ߴʙ6�29N前後で、શ௕

は約4�2N、෯約60ʙ120ᶲ、ਂ さ約 6 ʙ11ᶲをଌる。主࣠は/Ȃ38 Ȃ˃8である。ఈ部֎側にϔϥ記号ʮ－ʯ
と記された奈良・平安時代にҐஔ෇けられる須恵器のᆀ（ୈ�2ਤ106）が出土している。

5 ．道 路 状 遺 構

　2 区河道の؛ࠨ、調査区中ԝから河道にかけてෆ੔形な小穴が࿈ଓする波൘状Ԝತをݕ出した。ӈ
。では確認できなかった؛
SF1（ୈ48ਤ、ਤ൛33）　 2 区中ԝ%�・6άリッドを中৺にݕ出し、ݕ出面はඪ���6ߴʙ��98N前後で

ある。௕さ約20Nにわたって௕࣠約20ʙ1�0ᶲの小穴がۙ઀してฒんでいる。ਂさは約 1 ʙ16ᶲといず
れもઙい。主࣠は/Ȃ81 Ȃ˃8である。அ面形は֓Ͷ൒ԁ状ʙٯ୆形状で、෴土はԫփ৭ʙ黒׊৭、Ұ部
でփΦリーϒ৭である。4'1の西側では穴のఈや্部に໦片がࠞೖするϐットが多い。4'2・3ではݟ
られない特௃ͩが、ͦのҙຯや河道にۙいこととの関࿈ੑなどはෆ明である。遺物は、198から須恵
器༗୆ᆀ（ୈ�3ਤ132）、1112から須恵器ᙈ（133）、111�から須恵器ළまたはᆵ（134）などが出土しており、
須恵器の時期は 9 。にൺఆされるので、ͦれ以߱であΖうࠒلੈ
SF2（ୈ48ਤ、ਤ൛33）　 2 区南部$6・7άリッドを中৺にݕ出し、ݕ出面のඪߴは��86ʙ��93N前後

である。௕さは � Nఔで、௕࣠約60ʙ110ᶲの小穴が࿈ଓしてฒんでいる。ਂさは 1 ʙ21ᶲఔをଌる。
主࣠は/Ȃ�6 Ȃ˃8で、4'1や4'3とはҟなる࣠ํ向をࣔす。அ面形は൒ԁ状ʙෆ੔形なٯ୆形状で、෴
土は黒׊৭である。遺物は1124から出土した͝くগྔの土師器ࡉ片のみͩが、4'1とಉ時期なら 9 ੈ
。以߱にҐஔ෇けられるل
SF3（ୈ48ਤ、ਤ൛33）　 2 区南部$・%7άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��89ߴʙ��97N前後で、௕

さは約 � Nをଌる。௕࣠約40ʙ110ᶲの小穴が࿈ଓしてฒんでおり、ਂさは 8 ʙ18ᶲఔである。主࣠は
/Ȃ72 Ȃ˃8で、4'1とࣅたํ向をࣔしている。அ面形はෆ੔形な൒ԁ状で、෴土はԫփ৭ʙ黒৭である。
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第48図　 2 区SF1 ～ 3 、SK10実測図 1（S＝1/200・1/60）
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第49図　 2 区SF1 ～ 3 実測図 2（S＝1/60）
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出土遺物はগྔの須恵器や土師器のࡉ片のみͩが、4'1・2とಉ༷ 9 。る͑ߟ以߱にൺఆできるとلੈ
なお、4'1ʙ3の波൘状Ԝತの周辺でߗ化面やబなど路面と認ఆできるࠟ跡は確認されていないが、࡟
平をडけていることや地൫がೈらかいことなどから、ࠟ跡として࢒らなかったՄೳੑもある。

調査中に認ࣝした道路状遺構以֎に、ͦれらにܨがるՄೳੑがあるϐットྻをࢦఠしたい。
SF1—ｃ（ୈ48ਤ、ਤ൛17）　 2 区南部%7άリッドの4*1の西側にҐஔし、ݕ出面のඪߴは��98N前後

である。1177・181、1176が4'1からԆͼるՄೳੑがあΖう。ਂさは 4 ʙ14ᶲであるが、1176の中ԝ
部は24ᶲとਂいので柱穴と思われる。
SF4（ୈ48ਤ、ਤ൛17）　 2 区南部$6・7άリッドを中৺にݕ出し、ݕ出面のඪߴは��8�ʙ��89Nである。

4'2の南西側0�2ʙ0�7̼にҐஔし、௕さ2�4̼に1124、123、112�・126があり、ਂさ 4 ᶲで1126が12ᶲ、
112�が16ᶲである。主࣠は/Ȃ44 Ȃ˃8である。
SF5（ୈ48ਤ、ਤ൛17）　 2 区南部%6άリッドの4#6内にҐஔし、ݕ出面のඪߴは��86N前後である。

ೋつのਂさ 2 ᶲఔ度のϐットが 2 つあり、4'2ʙ4から4'1の197ʙ99にܨがるՄೳੑがあΖう。
SF6・7（ୈ48ਤ、ਤ൛17）　 2 区南部E�άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��70ʙ��82Nである。北

側の4%6・1127・49�・ϐットを4'6（௕さ4�6̼、ਂさ � ʙ19ᶲ）、南側のϐット・1128・49�・ϐッ
トを4'7（௕さ4�1̼、ਂさ 3 ʙ11ᶲ）とした。

6 ．河　 川 　跡

NR1（ୈ�0ਤ、ਤ൛34・3�）　 2 区を北から南΁ॎஅする河道をݕ出した。ݕ出面はඪ��01ߴʙ6�27N
前後である。 1 区でݕ出されたՕ所もؚめると௕さ約63N前後で、෯約 � ʙ14N、ਂさ約 7 ʙ42ᶲを
ଌる。調査区北୺から南西΁ྲྀれ、'�άリッドߌ෇ۙでྲྀ路は南΁と向きをม͑ている。அ面形は֓
Ͷ൒ԁ状をఄする。遺物は � N࢛ํの小άリッドを設ఆしてऔり্͛を行った。/31からは、古墳時
代のࠋ೺ख（ୈ�3ਤ13�）や土師器ᙈ（136）・須恵器ᆀ਎（137）・׈石製ӓۄ（ୈ�7ਤ23�）などの΄か、 6
・後葉にҐஔ෇けられる須恵器ᆀ਎（ୈ�3ਤ138）、奈良ʙ平安時代にଐする墨書土器（139・140لੈ
141・142・143）や須恵器ᆀ（144）、 9 前葉ʙ中葉にҐஔ෇けられる須恵器ᆀ（14�）、年代ෆ明の土لੈ
਴（146）・石ӳ製ޟ石（236）・カϚ状మ製品（240）などが出土している。特に墨書土器の出土が஫໨され、
道教のූ号であるࣈ۝のུ号ʮˌʯなどが墨書されていることから、水辺で祭祀を行った後、河道に
ഇغされたものと͑ߟられる。他にも、下ବ（ୈ60ਤ263）・（�26・264）ߌ・໦਴（266）などの໦製品が
出土しており、いずれもۙੈにҐஔ෇けられる。縄文時代の遺物も出土しており、ਂ （ുୈ�4ਤ147ʙ
149）、ఈ部（1�0）などの΄か、打製石斧（ୈ�7ਤ232・233）、石鏃（21�ʙ219）、石ਲ਼（220）、石匙（221）、
石਴（234）、剥片（222ʙ227）なども確認した。ࠓճの調査では縄文時代の遺構は確認されていないため、
これらの遺物は河道্ྲྀにあたる遺跡北側の丘陵部に౰֘期の集落が存在したことをࣔࠦしている。
河道の年代としては縄文ʙ古代にҐஔ෇けられ、ۙੈには埋຅していたՄೳੑがある。

7 ．小　　　穴

番号を෇した小穴は222جを਺͑る。掘立柱建物の柱穴として柱ྻをଊ͑られたもの以֎にも、建
物ϓϥンは೺Ѳできなかったが柱根やૅ石らしき石、柱ࠟ跡などが認められた小穴もෳ਺確認できた
ため、அ面ਤを作੒したものの中から以下に記ड़する。
P11（ୈ44ਤ）　 2 区北西۱'2άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�1ߴ�ʙ6�19Nで、平面形はํ形をఄ

する。௕࣠は49ᶲ、ਂさ 9 ʙ13ᶲをଌり、北ํ向΁のൈきऔり跡とみられる土層を確認した。出土遺
物はないが、調査区北側でݕ出されたことからۙੈの柱穴とਪఆされる。
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第50図　 2 区NR1実測図 1（S＝1/200・1/60）
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P16　 2 区北西部E3άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�0�ʙ6�07Nである。平面形はପԁ形をఄし、
௕࣠約�0ᶲ、ਂさ約2�ʙ27ᶲをଌる。17ੈل後൒ʙ18ੈل前൒のژ焼෩陶器㡜（ୈ�3ਤ1�1）が出土し
ていることなどから、ۙੈの遺構と͑ߟられる。
P17（ୈ44ਤ）　 2 区北西۱E2άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ6�1ߴ�N前後、平面形はପԁ形である。

௕࣠�3ᶲ、ਂさ22ᶲ前後をଌり、柱ࠟ跡を確認した。出土遺物がないが、ۙੈの柱穴のՄೳੑがある。
P18・19（ୈ40ਤ）　 2 区北西۱'2άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�2�N前後である。平面形は

ԁ形をఄし、118で௕࣠37ᶲ、ਂさ17ᶲ、119で௕࣠32ᶲ、ਂさ23ʙ2�ᶲをଌる。118では南東ํ向΁
のൈきऔり跡とみられる土層を確認した。119では明確な柱ࠟ跡は確認できないが、ఈ面にૅ൘らし
き໦ࡐが࢒存していた。 2 �を݁Ϳ࣠は/Ȃ2ج Ȃ˃8である。土器は出土していないが、ۙੈの柱穴とߟ
͑られる。
P28（ୈ40ਤ）　 2 区北西۱'3άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�2ߴ�Nで、平面形はପԁ形をఄする。

௕࣠は60ᶲ、ਂさは28ᶲをଌる。໦片がࠞೖする柱ࠟ跡らしき土層やૅ石を確認した。土器の出土は
なく時期はෆ明ͩが、ۙੈにଐするとみられる。
P30（ୈ44ਤ）　 2 区西୺$2άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��66ߴʙ��69Nで、平面形はପԁ形をఄ

する。௕࣠44ᶲ、ਂさ21ʙ23ᶲをଌり、柱ࠟ跡を確認した。出土遺物はなく時期はෆ明である。
P33　 2 区北西部E3άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�17ߴN、平面形はෆ੔形である。௕࣠約33ᶲ、

ਂさは28ᶲఔをଌる。17ੈل前൒の౜௡焼ࡼ（ୈ�4ਤ1�2）が出土した。ۙੈの遺構である。
P43（ୈ44ਤ）　 2 区南西部#2άリッド、鞍部の্面でݕ出し、ݕ出面のඪߴは��73ʙ��7�Nである。

平面形はପԁ形をఄし、௕࣠78ᶲ、ਂさ18ʙ20ᶲをଌる。土層࡯؍から柱ࠟ跡が確認できる。出土遺
物は͝くগྔの土師器ࡉ片のみで、時期はෆ明である。
P65（ୈ44ਤ）　 2 区南西۱#2άリッドでݕ出した、鞍部が埋຅する్中で掘࡟された小穴である。

は��69N前後で、平面形はԁ形をఄする。௕࣠約70ᶲ、ਂさは30ᶲ前後をଌる。柱根やߴ出面のඪݕ
柱ࠟ跡などは࢒っていなかった。出土遺物もなく時期はෆ明である。
P68（ୈ31ਤ）　 2 区西୺%1άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��89ߴNで、平面形はପԁ形をఄする

とみられる。௕࣠は約60ᶲ、ਂさは約19ᶲをଌる。柱ࠟ跡は確認できず、4#1とは別の遺構と͑ߟら
れる。গྔの土師器片が出土したのみで、時期の特ఆにはࢸっていない。
P86　 2 区中ԝ෇ۙ%6άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��91Nである。平面形はํ形をఄし、௕

࣠約30ᶲ、ਂさ約12ʙ20ᶲをଌる。奈良・平安時代の土師器ᙈ（ୈ�4ਤ1�3）が出土した。
P88（ୈ44ਤ）　 2 区中ԝ部%6άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��94ߴN前後で、平面形はପԁ形を

ఄする。௕࣠約�0ᶲ、ਂさ約 6 ʙ23ᶲをଌり、西ํ向΁のൈきऔり跡やͦのࡍのྲྀೖ土とみられる土
層を࡯؍した。出土遺物はなく時期はෆ明である。
P125・126（ୈ44ਤ）　 2 区南部$7άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��86ʙ��88N前後である。平面

形はପԁ形とํ形をఄする。112�で௕࣠約2�ᶲ、ਂさ約17ᶲ、1126でܘ約30ᶲ、ਂさ約14ᶲをଌる。
柱根や明ྎな柱ࠟ跡は確認できず、͝ くগྔの須恵器・土師器片が出土しているが、時期はෆ明である。
P159　 2 区南東部%8άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�02ߴN前後で、平面形はପԁ形をఄする。

௕࣠ 1 N前後、ਂさは 6 ᶲఔをଌる。内面がຎ໣した古墳時代の土師器ᙈ（ୈ�4ਤ1�4）が出土した。
P168（ୈ39ਤ）　 2 区東୺E9・10άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�23ߴN前後で、平面形はෆ੔な

ํ形で、௕࣠約70ᶲ、ਂさ10ᶲ前後をଌる。柱ࠟ跡などは確認できず、෴土は4,17・18などに類ࣅし
ている。1168からは土師器ᙈ（ୈ�4ਤ1��）が出土しており、古墳時代にҐஔ෇けられる。遺物の༷૬や
年代からݟて、1168は柱穴ではなく、1167や4,17・18などをؚめた土坑܈のうちのҰつと͑ߟられる。
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P171（ୈ41ਤ）　 2 区東൒%7άリッド、4*1ȂBでݕ出した。ݕ出面はඪ6�13ߴN前後で、平面形はପ
ԁ形をఄする。௕࣠約40ᶲ、ਂ さ約 6 ʙ17ᶲをଌり、南ํ向΁のൈきऔり跡とみられる土層を確認した。
出土遺物はなく時期はෆ明である。
P172（ୈ41ਤ）　 2 区東൒%7άリッド、4*1ȂEでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�02N前後である。平面

形はෆ੔ԁ形をఄし、ܘ約30ᶲ、ਂさ約17ᶲをଌる。土層࡯؍で柱ࠟ跡を確認した。柱穴からはগྔ
の土師器が出土しているが、小片であり時期はෆ明である。
P173（ୈ41ਤ）　 2 区東൒E7άリッド、4*1ȂBでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�11Nで、平面形はԁ形

をఄする。ܘは約2�ᶲ、ਂさは 6 ʙ19ᶲఔで、柱ࠟ跡らしき土層が࡯؍できる。出土遺物はগྔの土
師器片のみで、時期はෆ明である。
P174（ୈ41ਤ）　 2 区東൒%7άリッド、4*1ȂBでݕ出し、ݕ出面はඪ6�08ߴNである。平面形はԁ形

をఄし、ܘ約3�ᶲ、ਂさ約10ᶲをଌる。土層࡯؍で柱ࠟ跡を確認した。柱穴からの出土遺物はなく時
期はෆ明である。
P179（ୈ41ਤ）　 2 区東൒%8άリッド、4*1ȂCでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�07Nで、平面形は۱ؙ

ํ形をఄする。ܘは30ᶲఔで、ਂさは12ᶲఔをଌり、柱ࠟ跡を確認した。͝くগྔの土師器片が出土
したのみで、時期はෆ明である。
P182（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%7άリッド、4*1ȂBでݕ出した。ݕ出面はඪ6�07ߴN前後で、平面形

はෆ੔ํ形をఄする。௕࣠約�0ᶲ、ਂさ約 1 ʙ � ᶲをଌり、柱ࠟ跡ないしࠟߌ跡と思われる土層を確
認した。出土遺物はなく時期はෆ明である。
P183（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%7άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�04ߴN前後で、平面形はପԁ形

をఄする。௕࣠約4�ᶲ、ਂさ約89ᶲをଌり、土層はࣼҐ状にଯ積している。南西ํ向に܏いたߌらし
き໦ࡐが࢒存していたが、ରとなるような小穴は確認できなかった。出土遺物はগྔの土師器ࡉ片の
みͩが、4%8を੾ることから古墳時代後期以߱にҐஔ෇けられる。
P200（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%7άリッドでݕ出した。ݕ出面のඪߴは6�04Nで、平面形はପԁ形を

ఄする。Ұ部4%14に੾られており判然としないが、௕࣠で�0ᶲ前後、ਂさは 6 ʙ19ᶲఔをଌる。土層
片の΄か、須恵器ࡉではఈ面が平ୱな柱ࠟ跡が確認できる。柱穴からはগྔの土師器࡯؍ （֖ୈ�4ਤ
1�6）が出土した。༗୆ᆀの֖を焼੒時に্向きにਾ͑たҝに、内面に自然ᬵがかかる。4%8より新し
く4%14より古い੾り߹い関係や、遺物の༷૬から、年代は 9 。られる͑ߟにଐするとلੈ
P203（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%8άリッド、4*1ȂCでݕ出し、ݕ出面はඪ6�08ߴNである。平面形は

ԁ形をఄし、௕࣠は約30ᶲ、ਂさは約11ᶲである。柱ࠟ跡らしき土層を確認した。4%1�に੾られてい
るが、出土遺物はなく時期はෆ明である。
P204（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%8άリッド、4*1ȂCでݕ出した。ݕ出面はඪ6�06ߴʙ6�08Nで、平面形

はପԁ形をఄする。௕࣠は約2�ᶲ、ਂさは17ᶲఔをଌる。柱ࠟ跡らしき土層が確認できるが、出土遺
物はなく時期はෆ明である。
P205（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%8άリッド、4*1ȂDでݕ出し、ݕ出面はඪ6�03ߴNである。平面形は

۱ؙํ形で、ܘ約30ᶲ、ਂさは約22ᶲをଌる。柱ࠟ跡らしき土層を࡯؍した。੾り߹い関係から4911
より古いことを確認したが、྆ 遺構とも出土遺物はগྔの須恵器・土師器片のみで、時期はෆ明である。
P206（ୈ41・42ਤ）　 2 区東൒%8άリッド、4*1ȂDでݕ出し、ݕ出面のඪߴは6�04Nである。平面形

はପԁ形をఄし、௕࣠で約40ᶲ、ਂさは19ᶲఔをଌる。柱ࠟ跡と思われる土層が確認できるが、出土
遺物は͝くগྔの土師器ࡉ片のみで時期はෆ明である。
P221（ୈ27ਤ）　 2 区南西۱の 2 面（鞍部ఈ面）#2άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ���6ߴʙ���8Nで、
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平面形はԁ形をఄする。ܘは約40ᶲ、ਂさは 9 ʙ23ᶲఔをଌる。出土遺物はなく時期はෆ明である。
P222（ୈ27ਤ）　 2 区南西۱の 2 面#2άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��46ߴNで、平面形はෆ੔ํ

形をఄする。௕࣠で約 1 N、ਂさ約 � ʙ30ᶲをଌる。 2 層から໦片が出土していることや、໦片の周
辺に೪ੑのڧい҉փԫ৭೪土がみられることから、柱根が෗ٺしたࠟ跡のՄೳੑがある。出土遺物は
なく時期はෆ明である。

8 ．そ　 の 　他

SX4（ୈ46ਤ）　 2 区北部E・'6άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ6�10ߴʙ6�1�N前後で、平面形はෆ
੔なํ形をఄし、南西側には4,3（ۙੈ）がある。௕࣠約3�8N、୹࣠約3��Nをଌり、ਂさは 4 ʙ17ᶲఔ
である。গྔの須恵器・土師器ࡉ片の΄か、છ෇࿸（ୈ�4ਤ1�7）、越前焼੆ （ു1�8・1�9）、陶器㡜（160）、
ළ（161）などが出土したことから、年代はۙ 。にҐஔ෇けられる（代ل17ੈੈ）
SX6（ୈ43ਤ）　 2 区南部$・%6άリッドでݕ出した。ݕ出面はඪ��88ߴʙ��93N前後で、平面形はෆ

੔なପԁ形をఄし、4'2のҰ部である。௕࣠3�2N前後、୹࣠約1�4N、ਂさ約 9 ʙ1�ᶲをଌる。அ面形
は֓Ͷ൒ԁ状で、෴土は黒׊৭である。্ ஈ部分は落ちࠐみにଯ積したแؚ層のՄೳੑがある。須恵器・
土師器片がগྔ出土している。
SX8（ୈ48ਤ）　 2 区中ԝ෇ۙ%�άリッドでݕ出し、ݕ出面はඪ��7ߴ�ʙ��81N前後である。平面形

はෆ੔形で、௕࣠約 2 N、୹࣠約1�1N前後、ਂさ � ʙ12ᶲをଌる。গྔの土師器ࡉ片や奈良・平安時
代にҐஔ෇けられる須恵器ᆀ਎（ୈ�4ਤ162）が出土した。
SX15（ୈ43ਤ）　 2 区南部$7άリッドでݕ出し、ݕ出面のඪߴは��97ʙ6�04N前後である。平面形は

ෆ੔ํ形をఄし、௕࣠1�8N前後、୹࣠約1�3N、ਂさ約 2 ʙ2�ᶲをଌる。அ面形はઙいٯ୆形状で、෴
土は黒׊৭である。平面では分からなかったが、土層அ面の࡯؍から491�が4%8を੾っている。出土
遺物は͝くগྔの土師器ࡉ片のみͩが、੾り߹い関係から古墳時代後期以߱にҐஔ෇けられる。
出土遺物　ද土・ද土আڈ・遺構ݕ出・ݕ出面・ਫ਼査・น立て・᎟ཚ・҉ڎ・鞍部から出土した遺

物の年代は、縄文時代ʙۙ代までと෯޿い。縄文時代の遺物は、磨製石斧（231）、࣭ܔทؠ剥片（228）、
ೋ࣍加޻のあるྲྀ໲ؠ剥片（230）、黒曜石製のᑹ形石器（229）などの石器が出土した。古墳時代の土師
器ではࠋ೺ख（ୈ�4ਤ163）、ख፻Ͷの土師器（164）、ߴᆀ（16�・166・167・168）が、須恵器ではᆀ਎（169・
170・171）、ᆀ （֖172・173・174）、ළ（17�）、ߴᆀ（176・177・178・179・180・181・182・183）・䛇（184・
18�・186）、ᙈ（187・188・189・190・191・192）が出土した。古代にҐஔ෇けられるものとしては須
恵器のළ（193）やᆵ（194）、土師器㡜（19�）を確認した。奈良・平安時代の遺物はいずれも須恵器で、
ᆵ（196・197）、ළかᆵ（198）、ළ（199）、֖つまみ（200）、ᆀ （֖201）、૒ࣖළ（202）が出土している。
平安時代にҐஔ෇けられる遺物としては須恵器ᆀ （֖203）がある。中ੈの遺物は、青磁࿸（204）、白磁
࿸（20�）、चऱ焼੆ （ു206）を確認した。ۙੈでは、Րೖれᆵ（ୈ�6ਤ207）、ژ焼෩陶器㡜（208、࣫ 、（ʁ͗ܧ
肥前焼（210・209）ࡼ、肥前焼੆ （ു213・214）、ํ形Ր （ുୈ�7ਤ238・239）の΄か、ఈ൘（ୈ�9ਤ270）
といった໦製品や、銅銭（׮Ӭ௨ๅୈ�7ਤ271）も出土している。ۙ代の遺物としては、磁器の࿸（ୈ�6
ਤ211）や（212）ࡼが͛ڍられる。また、年代ෆ明の࠭ؠ製平刃用౐石（ୈ�7ਤ237）も確認した。

‒74‒

第 2節　2区の遺構と遺物



第52図　 2 区出土遺物 1（S＝1/3）
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第53図　 2 区出土遺物 2（S＝1/3）
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第54図　 2 区出土遺物 3（S＝1/3）
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第55図　 2 区出土遺物 4（S＝1/3）

0 15cm（1:3）

ᬯῺ6ᬯῺ2

攪乱14

遺構検出（F10）

遺構検出（E9）

遺構検出（E5）

遺構検出（D7)

検出面（D8南東）

遺構検出（E9）

検出面（F8）

攪乱12

遺構検出（D7)

検出面（D9北西）

攪乱（E3）

攪乱16遺構検出（E5）

遺構検出（D6）

攪乱（A2）

ᬯῺ2
遺構検出（D7)

⾲土

攪乱28
⾲土㝖ཤ

⾲土㝖ཤ

⢭ᰝ

遺構検出（D9）

遺構検出（D5）

攪乱（C3）

中央壁たて
（D6以北）

遺構検出（D7)

西壁たて（A1）

176177 178

179

180

181182

183

184185

186

187

188

189

190191

192

193

194
195

196

197
198

199 200

201

202

203

204
205

206

‒78‒

第 2節　2区の遺構と遺物



第56図　 2 区出土遺物 5（S＝1/3・1/2）
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第57図　 2 区出土遺物 6（S＝1/3：1/1）
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第58図　 2 区出土木製品 1（S＝1/4）
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第59図　 2 区出土木製品 2（S＝1/6・1/4）
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第60図　 2 区出土木製品 3（S＝1/4）

0 15cm（1:4）

2 区 NR1 出土（263 ～ 266）

SK7

ࣟࢼࢫ࢔

SK8上面

ࢠࢫ

E4南西

ࣟࢼࢫ࢔

E5北東

⥔「ᒓࢶ࣐
⟶᮰ளᒓ

F5南西

࢟ࣖࢣ

F6北東

ࣟࢼࢫ࢔

P4

ࣜࢡ

P12

ࣜࢡ

P13

攪乱10ࣜࢡ

ࣟࢼࢫ࢔

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

‒83‒

第 4章　第 2次調査



報
告

管
理

 
番

号
地

区
グ

リ
ッ

ド
出

土
遺

構
等

器
種

口
径

（
㎝

）
底

径
（

㎝
）

器
高

（
㎝

）
遺

存
度

色
調（

内
）

色
調（

外
）

釉
調

胎
土

焼
成

調
整（

内
）

調
整（

外
）

備
考

94
00

10
2区

D6
P7

・P
26

柱
痕

杯
H蓋

（
13

.6）
-

（
4.6

）
小

片
5Y

7/
1灰

白
5Y

7/
1灰

白
-

や
や

密・
粗

粒
砂

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
ロ

ク
ロ

右
回

転
、6

C前
葉

95
01

00
2区

D6
SB

6-
P7

7
甕

-
-

（
7.4

）
-

内・
外：

5P
B6

/1
青

灰
中：

5R
P5

/1
紫

灰
-

密・
白

色
粒

少
量

良
同

心
円

文
当

具
平

行
タ

タ
キ

96
00

04
2区

D7
SD

8-
c,

1層
甑

-
-

（
12

.3）
-

10
YR

8/
2灰

白
2.5

Y8
/2

灰
白

-
密・

粗
粒

砂
や

や
多

量
良

ナ
デ・

ケ
ズ

リ
ハ

ケ・
ナ

デ
外

面
上

半
剥

離・
外

面
下

半
黒

斑・
 

全
体

摩
耗

97
00

26
2区

D8
SI

1-
c検

出
面

杯
H身

受
部

径：
（

3.7
）

-
（

3.7
）

口：
1/

12
N6

/灰
N6

/灰
-

や
や

粗・
粗

粒
砂

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ

98
00

76
2区

D7
SI

1-
d検

出
面

高
杯

-
-

（
5.5

）
-

N6
/灰

N5
/灰

-
白

色
粒

や
や

多
量

良
し

ぼ
り

、ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

99
00

38
2区

B2
SD

1
杯

H蓋
（

12
.7）

天
径：

（
12

.0）
（

2.4
）

口：
1/

12
N6

/灰
N7

/灰
白

-
や

や
密・

粗
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

外
面

自
然

釉
微

10
0

00
37

2区
D1

SD
2

杯
H身

受
部

径：
（

13
.6）

-
（

3.0
）

受：
1/

12
N7

/灰
白

N7
/灰

白
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
立

上
径：

（
11

.5）

10
1

00
36

2区
E8

SD
9

杯
H身

（
9.4

）
-

（
3.7

）
口：

1/
12

N5
/灰

N6
/灰

-
密・

粗
粒

砂
少

量・
微

細
な

白
色

粒
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、し

ぼ
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
ロ

ク
ロ

右
回

転
10

2
00

51
2区

D9
SD

11
下

位
手

づ
く

ね
（

4.0
）

2.0
2.3

8/
12

2.5
Y8

/3
浅

黄
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

少
量

良
指

圧
痕

指
圧

痕・
ナ

デ
外

面
に

黒
斑

有
10

3
01

02
2区

E9
SD

11
下

位
加

賀
擂

鉢
-

-
（

5.7
）

口：
-

10
Y5

/4
に

ぶ
い

黄
橙

2.5
Y5

/3
黄

橙
-

密・
細

粒
砂

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、指
圧

痕・
縦

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ナ

デ・
指

圧
痕

口
唇

部
に

沈
線

、口
縁

部
少

し
寝

る
10

4
00

35
2区

F8
SD

12
上

位
碗

-
4.6

（
2.5

）
底：

2/
12

2.5
Y8

/2
灰

白
2.5

Y8
/2

灰
白

精
良・

微
細

な
黒

色
粒

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ（

ロ
ク

ロ
ナ

デ
）

京
焼

風
陶

器
10

5
00

03
2区

F8
SD

14
小

杯
（

5.5
）

-
（

2.4
）

口：
3/

12
N8

/灰
白

N8
/灰

白
透

明
精

良・
黒

色
粒

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
外：

染
付（

口
）圏

線
1、（

体
）雲

文
10

6
00

34
2区

F7
SD

17
杯

A
-

6.8
（

0.8
）

底：
1/

12
N6

/灰
N5

/灰
-

密・
細

粒
砂

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、底

：ヘ
ラ

切
り

底
外：

ヘ
ラ

記
号

「
－

」

10
7

00
39

2区
E3

SK
1北

半
皿

-
5.4

0.7
高

台： 5/
12

2.5
YR

4/
8赤

褐
2.5

YR
4/

8赤
褐

灰
釉

密・
微

細
な

白
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
段

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
砂

目・
肥

前
灰

釉・
17

C前
半

10
8

00
42

2区
E3

SK
2・

6
碗

（
8.7

）
（

4.0
）

6.1
2/

12
（

胎
）2

.5Y
7/

2灰
黄

（
釉

）5
Y4

/2
灰

オ
ー

ブ
灰

釉
や

や
密

、黒
色・

白
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

10
9

00
05

2区
F2

SK
5

碗
10

.0
4.4

7.3
底：

5/
12

10
YR

3/
2黒

褐
10

YR
3/

2黒
褐

透
明

精
良

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
貫

入・
高

台
砂

目・
 

刷
毛

目
文（

白
化

粧
土

）・
17

C前
半

11
0

00
40

2区
F2

SK
5

皿
-

（
3.8

）
（

2.0
）

底：
6/

12
7.5

YR
5/

6明
褐

7.5
YR

5/
6明

褐
灰

釉
や

や
粗・

細
粒

砂
を

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、糸

切
り

肥
前

、1
7C

前
半

11
1

00
41

2区
F4

SK
6

碗
（

10
.2）

（
3.7

）
7.1

4/
12

（
胎

）2
.5Y

7/
2灰

黄
（

釉
）5

Y6
/3

 
オ

リ
ー

ブ
黄

灰
釉

精
良・

黒
色

粒
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

京
焼

風・
17

C後
半

～
18

C前
半

11
2

00
43

2区
F4

SK
6

碗
（

9.4
）

（
4.9

）
6.7

2/
12

2.5
Y7

/3
浅

黄
2.5

Y7
/3

浅
黄

灰
釉

精
良・

微
細

な
黒

色
粒

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
京

焼
風

陶
器（

呉
器

手
）。

 
断

面
漆

接
ぎ

痕
ヵ

。
高

台
に

？
11

3
00

44
2区

F4
SK

6
小

杯
（

5.9
）

-
（

2.5
）

2/
12

N8
/灰

白
N8

/灰
白

透
明

密・
黒

色
粒

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
肥

前
11

4
00

45
2区

D8
SK

15
椀

-
（

6.4
）

（
1.6

）
底：

4/
12

2.5
YR

4/
1赤

灰
2.5

YR
5/

6明
赤

褐
-

や
や

粗・
粗

粒
砂

や
や

多
量

良
ミ

ガ
キ

ヵ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

糸
切

り
ヵ

内
黒

。
全

面
摩

耗
11

5
00

46
2区

D8
SK

15
南

半
上

位
杯

B身
-

-
（

1.3
）

底：
1/

12
N6

/灰
N6

/灰
-

粗・
白

色
粗

粒
砂

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

11
6

00
47

2-
3区

D8
SK

15
北

半
土

錘
4.5

2.1
2.0

10
/1

2
7.5

YR
7/

4に
ぶ

い
橙

7.5
YR

7/
4に

ぶ
い

橙
-

密・
粗

粒
砂

少
量

、細
粒

砂
や

や
多

量
良

-
指

圧
痕

孔
径

上
7.5

×
6.2

㎜
、下

7.1
×

6.5
㎜

11
8

00
48

2区
D9

SK
16

甕
（

14
.4）

-
（

3.7
）

口：
1/

12
10

YR
7/

4に
ぶ

い
黄

橙
7.5

YR
7/

4に
ぶ

い
橙

-
密・

雲
母・

細
粒

砂
少

量
良

ナ
デ・

ケ
ズ

リ
横

ナ
デ・

指
圧

痕・
ケ

ズ
リ

口
縁

部
も

っ
と

寝
る

11
9

00
06

2区
E1

0
SK

17
丸

底
壺

-
-

14
.0

底：
12

/1
2

10
YR

7/
3に

ぶ
い

黄
橙

7.5
YR

7/
6橙

-
精

良・
粗

粒
砂・

細
粒

砂
赤

色
粒

少
量

良
指

圧
痕・

ケ
ズ

リ
ナ

デ・
ケ

ズ
リ

全
体

摩
耗

12
0

00
49

2区
E1

0
SK

17
-1

層
埦

（
11

.9）
6.0

4.5
口：

5/
12

7.5
YR

7/
3に

ぶ
い

橙
7.5

YR
7/

3に
ぶ

い
橙

-
密・

雲
母・

粗
粒

砂
少

量
良

横
ナ

デ
、ケ

ズ
リ・

ナ
デ

横
ナ

デ
、ケ

ズ
リ・

ナ
デ

や
や

楕
円

か
12

1
00

50
2区

D9
SK

21
手

づ
く

ね
（

6.3
）

（
2.5

）
4.4

口：
1/

12
7.5

YR
7/

4に
ぶ

い
橙

7.5
YR

7/
3に

ぶ
い

橙
-

や
や

祖・
粗

粒
砂

や
や

多
量

良
ナ

デ・
指

圧
痕

ナ
デ・

指
圧

痕

12
2

00
21

2区
F8

P1
36

甕
（

13
.7）

-
（

4.7
）

頸：
2/

12
7.5

YR
7/

6橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

多
量

良
口

端：
横

ナ
デ

、 
口

～
胴：

ナ
デ・

指
圧

痕
口

～
頸：

横
ナ

デ
胴：

ハ
ケ

メ
全

体
摩

耗

12
3

00
17

2区
F7

P1
38

甕
（

14
.7）

-
（

20
.8）

頸：
2/

12
10

YR
7/

2に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3に
ぶ

い
黄

橙
-

粗・
粗

粒
砂

多
量

良
ナ

デ・
指

圧
痕

ナ
デ

全
体

摩
耗

12
4

00
22

2区
F8

P1
97

No
.1

椀
10

.7
-

5.4
口：

7/
12

7.5
YR

7/
4に

ぶ
い

橙
7.5

YR
7/

4に
ぶ

い
橙

-
密・

粗
砂

少
量

良
ナ

デ・
指

圧
痕

ナ
デ・

指
圧

痕
全

体
摩

耗
12

5
00

23
2区

F8
P1

97
No

.3,
5

高
杯

-
（

11
.3）

（
7.9

）
底：

1/
12

10
YR

8/
4浅

黄
橙

10
YR

8/
3浅

黄
橙

-
密・

粗
粒

砂
少

量
良

ナ
デ

ナ
デ・

指
圧

痕
全

体
摩

耗
12

6
00

25
2区

F8
P1

97
No

.4
高

杯
-

-
（

3.2
）

脚：
小

片
10

YR
8/

3浅
黄

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

精
良・

粗
粒

砂
少

量
良

ナ
デ・

指
圧

痕
ナ

デ・
指

圧
痕

全
体

摩
耗

12
7

00
24

2区
F8

P1
97

No
.2

手
づ

く
ね

4.4
2.0

2.4
完

形
10

YR
8/

3浅
黄

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

祖・
粗

粒
砂

や
や

多
量

良
ナ

デ・
指

圧
痕

ナ
デ・

指
圧

痕
12

8
00

01
2区

F7・
8,G

7・
8

P2
01

No
.5

甕
11

.4
-

11
.9

口：
9/

12
10

YR
8/

2灰
白

10
YR

8/
2灰

白
-

や
や

粗・
粗

粒
砂

多
量

良
ナ

デ・
指

圧
痕

ナ
デ・

指
圧

痕・
ハ

ケ
メ

全
体

摩
耗

12
9

00
18

2区
F7・

8,G
7・

8
P2

01
No

.1
椀

（
14

.3）
-

（
4.0

）
口：

2/
12

10
YR

8/
4浅

黄
橙

10
YR

8/
4浅

黄
橙

-
や

や
粗・

粗
粒

砂
少

量
良

摩
耗

摩
耗

13
0

00
19

2区
F7・

8,G
7・

8
P2

01
No

.3
小

壺
6.6

4.7
8.3

完
形

10
YR

8/
4浅

黄
橙

10
YR

8/
3浅

黄
橙

-
や

や
祖・

粗
粒

砂
や

や
多

量
良

ナ
デ

横
ナ

デ・
ハ

ケ
メ

摩
耗

13
1

00
20

2区
F7・

8,G
7・

8
P2

01
No

.4
高

杯
（

20
.6）

-
（

5.1
）

杯
2/

12
2.5

Y8
/3

淡
黄

10
YR

8/
4浅

黄
橙

-
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

摩
耗

摩
耗

13
2

00
29

2区
D6

SF
-P

98
杯

B身
-

（
8.9

）
（

1.5
）

底：
1/

12
N6

/灰
N5

/灰
-

や
や

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
13

3
00

28
2区

D5
SF

1-
P1

12
鉢

（
30

.1）
-

（
3.4

5）
口：

1/
12

N7
/灰

白
N5

/灰
-

や
や

密・
雲

母・
細

粒
砂

を
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
右

回
転

13
4

00
27

2区
D5

SF
1-

P1
15

瓶
又

壺
胴

径：
（

27
.3）

-
（

7.2
5）

肩：
1/

12
2.5

Y6
/1

黄
灰

2.5
Y6

/1
黄

灰
-

密・
黒

色
粒

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

指
圧

痕
ロ

ク
ロ

ナ
デ

第 6 表　 2 区出土遺物観察表 1
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第 2節　2区の遺構と遺物



報
告

管
理

 
番

号
地

区
グ

リ
ッ

ド
出

土
遺

構
等

器
種

口
径

（
㎝

）
底

径
（

㎝
）

器
高

（
㎝

）
遺

存
度

色
調（

内
）

色
調（

外
）

釉
調

胎
土

焼
成

調
整（

内
）

調
整（

外
）

備
考

13
5

00
07

2区
F6

NR
1遺

構
検

出
甑（

把
手

）
-

-
-

-
10

YR
8/

4浅
黄

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

多
量

不
良

ナ
デ・

指
圧

痕
ナ

デ・
指

圧
痕

13
6

00
58

2区
F6

北
東

NR
1

甕
（

18
.0）

-
（

8.7
）

口：
9/

12
5Y

R7
/6

橙
、

7.5
YR

2/
1黒

7.5
YR

7/
3に

ぶ
い

橙
、7

.5Y
R2

/1
黒

-
や

や
粗・

細
粒

砂
多

量・
粗

粒
砂

少
量

良
横

ナ
デ・

ナ
デ

横
ナ

デ・
ナ

デ・
ハ

ケ
メ

13
7

00
59

2区
F6

北
東

NR
1

杯
H身

（
12

.0）
3.3

（
6.1

）
底：

完
形

2.5
Y8

/1
灰

白
2.5

Y6
/1

黄
灰

-
や

や
粗・

白
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

ロ
ク

ロ
右

回
転

13
8

00
53

2区
F5

南
東

NR
1

杯
H身

受
部

径：
（

13
.4）

-
（

4.3
）

口：
3/

12
N5

/灰
N5

/灰
-

密・
白

色
粒

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
ロ

ク
ロ

右
回

転
、6

C後
葉

、外
面

滑
ら

か
、

立
上

径：
（

11
.0）

13
9

00
54

2区
F5

南
東

NR
1

盤
（

12
.2）

（
9.0

）
2.2

口：
2/

12
2.5

Y7
/1

灰
白

2.5
Y7

/1
灰

白
-

や
や

粗・
粗

粒
砂

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

墨
書

あ
り

。
重

焼
き

Ⅲ
類

14
0

00
55

2区
F5

南
西

NR
1

杯
A

-
（

9.0
）

（
2.6

）
底：

8/
12

7.5
Y8

/1
灰

白
10

Y8
/1

灰
白

-
や

や
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

ヘ
ラ

切
り

後
ナ

デ
墨

書
底

部
外

面・
体

部
外

面
墨

書

14
1

00
57

2区
F6

NR
1上

面
土

器
1-

1
杯

B身
（

17
.9）

9.6
6.9

底：
完

形
2.5

Y6
/1

黄
灰

2.5
Y6

/1
黄

灰
-

や
や

祖・
粗

粒
砂

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
墨

書
「

井
、ロ

ク
ロ

右
回

転

14
2

00
61

2区
F6

北
東

NR
1

杯
A

-
（

6.6
）

（
1.5

）
底：

3/
12

2.5
Y7

/1
灰

白
N8

/灰
白

-
や

や
粗・

粗
粒

砂
多

量
不

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
ヘ

ラ
切

り
底

部
外

面
墨

書
「

井
□

」、
少

し
摩

耗
14

3
01

06
2区

F5
南

東
NR

1
杯

-
-

（
0.7

）
底（

天
）：

-
10

YR
7/

1灰
白

10
YR

7/
1灰

白
-

や
や

祖・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ヘ
ラ

切
り

後
ナ

デ
底

部
外

面
墨

書
「

？
」

14
4

00
60

2区
F6

北
西

NR
1

杯
A

（
12

.8）
（

8.5
）

3.3
口：

2/
12

N6
/灰

N6
/灰

-
や

や
密・

白
色

粒
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ヘ
ラ

切
り

体
部

外
面

に
正

位
「

十
」

カ
。

重
焼

き
Ⅲ

類
14

5
00

56
2区

F6
NR

1上
面

杯
A

（
12

.2）
（

8.4
）

3.3
5/

12
N7

/灰
白

N6
/灰

-
や

や
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ヘ
ラ

切
り

9C
前

葉
～

中
葉

、重
焼

き
Ⅲ

類
14

6
00

52
2区

E5
NR

1
土

錘
3.5

3.4
3.6

11
/1

2
10

YR
8/

3浅
黄

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

を
や

や
多

量
良

-
指

圧
痕

外
面

に
黒

斑
有

14
7

01
03

2区
C5

南
西

NR
1

深
鉢

-
-

（
4.4

）
-

2.5
Y7

/3
浅

黄
2.5

Y7
/3

浅
黄

-
や

や
粗・

粗
砂

を
や

や
多

量
不

良
ナ

デ
ヵ

半
截

竹
管

文
全

体
摩

耗
14

8
01

04
2区

D4
NR

1底
面

深
鉢

-
-

（
5.3

）
-

7.5
YR

7/
4に

ぶ
い

橙
7.5

YR
7/

4に
ぶ

い
橙

-
粗・

白
色

粒
多

量
良

ナ
デ

沈
線

文
3条

・ナ
デ・

RL
縄

文
14

9
01

05
2区

E4
北

東
NR

1
深

鉢
-

-
（

4.6
）

-
10

YR
7/

3に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
8/

2灰
白

-
や

や
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

ナ
デ

ナ
デ

押
引

沈
線

文
、巻

貝
刺

突
文

。
起

き
る

15
0

01
07

2区
F5

南
西

NR
1

深
鉢

-
-

（
1.0

）
底：

-
10

YR
8/

3浅
黄

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

や
や

多
量

不
良

ナ
デ

網
代

痕

15
1

00
14

2区
E3

P1
6

碗
-

5.1
（

4.4
）

底：
6/

12
10

YR
7/

3に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3に
ぶ

い
黄

橙
灰

釉
密・

黒
色

粒
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、削
出

高
台

京
焼

風
陶

器
、1

7C
後

半
～

18
C前

半

15
2

00
15

2区
E3

P3
3

皿
-

（
4.0

）
（

1.8
）

高
台： 4/
12

5Y
6/

2灰
オ

リ
ー

ブ
2.5

Y6
/2

灰
黄

灰
釉

や
や

密・
粗

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、削

出
高

台
胎

土
目・

7C
前

半・
ロ

ク
ロ

右
回

転
、 

肥
前（

唐
津

）
15

3
00

11
2区

D6
P8

6
甕

-
（

7.2
）

（
2.2

）
底：

2/
12

10
YR

8/
2灰

白
7.5

YR
6/

2灰
褐

-
や

や
密・

雲
母・

粗
粒

砂
や

や
多

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

摩
耗

全
体

摩
耗

15
4

00
12

2区
D8

P1
59

甕
（

14
..8

）
-

（
3.8

）
口：

1/
12

10
YR

8/
2灰

白
10

YR
7/

2に
ぶ

い
黄

橙
-

密・
雲

母・
細

粒
砂

少
量

良
ナ

デ
ナ

デ
内

面
摩

耗
15

5
00

16
2区

E1
0

P1
68

甕
（

16
.8）

-
（

21
.0）

口：
2/

12
10

YR
7/

2に
ぶ

い
黄

橙
7.5

YR
7/

4に
ぶ

い
橙

-
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

ナ
デ

ハ
ケ

メ
ヵ・

ナ
デ

全
体

剝
離・

摩
耗

15
6

00
13

2区
D7

P2
00

柱
痕

蓋
-

-
（

1.8
）

底：
1/

12
2.5

Y8
/1

灰
白

2.5
Y8

/1
灰

白
-

密・
細

粒
砂

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ヘ

ラ
切

り
8～

9C
、内

面
に

自
然

釉
15

7
00

02
2区

E・
F6

SX
4-

b
碗

10
.1

3.9
7.0

口：
1/

12
7.5

YG
8/

1明
緑

灰
7.5

YG
8/

1明
緑

灰
透

明
精

良・
黒

色
粒

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
染

付・
網

目
文・

2条
圏

線・
肥

前・
17

C後
半

15
8

00
31

2区
E・

F6
SX

4-
b

擂
鉢

-
-

（
4.2

）
口：

1/
12

7.5
YR

5/
4に

ぶ
い

褐
（

胎
）N

7/
灰

白
-

密・
粗

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

 
擂

目
8条

以
上

/1
単

位
ロ

ク
ロ

ナ
デ

越
前・

17
C前

半

15
9

01
01

2区
E6

SX
4-

a
擂

鉢
（

26
.0）

-
（

5.9
）

口：
1/

12
2.5

YR
に

ぶ
い

橙
2.5

YR
橙

-
や

や
密・

石
英・

細
粒

砂
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

擂
目

27
㎜

間
8条

、1
7C

・越
前

。
少

し
寝

る

16
0

00
32

2区
E6

SX
4-

a
碗

（
9.7

）
4.4

6.7
口：

1/
12

、
底：

10
/1

2
（

釉
）1

0Y
R3

/3
暗

褐
（

胎
）1

0Y
R7

/4
 

に
ぶ

い
黄

橙
鉄

釉
密・

粗
粒

砂
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、削
出

高
台

口
縁

欠
損

部
分

に
被

熱
有・

 
肥

前
17

中
～

後
半

16
1

00
33

2区
E6

SX
4-

a
瓶

-
（

4.2
）

（
2.4

）
底：

3/
12

（
内

外
）2

.5Y
6/

1黄
灰

（
胎

）N
8/

灰
白

透
明

密・
黒

色
粒

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
底

部
被

熱
有

り・
17

C
16

2
00

30
2区

D5
SX

8
杯

B身
-

（
10

.1）
（

1.3
）

底：
3/

12
N6

/灰
N5

/灰
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ヘ

ラ
切

り
内

面
少

し
滑

ら
か

16
3

00
09

2区
D8

南
東

検
出

面
甑（

把
手

）
-

-
-

-
10

YR
8/

3浅
黄

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

多
量

良
ナ

デ・
指

圧
痕

ナ
デ・

指
圧

痕
全

体
摩

耗
16

4
00

68
2区

F4
遺

構
検

出
手

づ
く

ね
-

2.0
（

2.0
）

8/
12

10
YR

8/
3浅

黄
橙

10
YR

7/
4に

ぶ
い

黄
橙

-
や

や
密・

細
粒

砂
や

や
多

量
良

指
圧

痕
指

圧
痕

摩
耗

16
5

00
75

2区
D8

北
東

検
出

面
 

（
SD

08
近

辺
）

高
杯

（
15

.4）
-

（
3.3

）
口：

1/
12

7.5
YR

8/
3浅

黄
橙

10
YR

8/
3浅

黄
橙

-
密・

細
粒

砂
少

量
良

横
ナ

デ・
縦

ナ
デ

横
ナ

デ
、ナ

ナ
メ

ナ
デ

16
6

00
80

2-
2区

-
表

土
除

去
高

杯
-

-
（

6.4
）

脚：
-

7.5
YR

7/
4に

ぶ
い

橙
10

YR
8/

3浅
黄

橙
-

や
や

密・
粗

粒
砂

を
や

や
多

量
良

横
ナ

デ
指

圧
痕・

ナ
デ

ヵ
全

体
摩

耗
16

7
00

97
2区

F8
暗

渠
1

高
杯

-
-

（
2.3

）
-

2.5
YR

7/
1橙

2.5
Y7

/1
橙

-
密・

白
色

粒
少

量
良

-
-

全
面

摩
耗

16
8

00
98

2-
1区

-
表

土
除

去
高

杯
-

-
（

3.7
）

不
明

5Y
8/

2灰
白

10
YR

8/
1灰

白
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ナ

デ
ナ

デ
被

熱
ヵ・

沈
線

16
9

00
74

2区
D9

北
西

検
出

面
杯

H身
受

部
径

（
13

.0）
-

（
3.1

5）
口：

1/
12

N5
/灰

N5
/灰

-
密・

黒
色

粒
や

や
多

量・
白

色
粒

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
立

上
径：

（
10

.7）

17
0

00
89

2区
E9

遺
構

検
出

坏
身

（
11

.0）
-

（
4.0

）
口：

1/
12

N5
/灰

N5
/灰

-
や

や
密・

白
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

17
1

00
91

2区
E5

遺
構

検
出

杯
H身

受
部

径
（

16
.6）

（
3.5

）
口：

5/
12

N8
/灰

白
N6

/灰
-

や
や

密・
細

粒
砂

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ

17
2

00
71

2区
A2

遺
構

検
出

杯
H蓋

（
16

.0）
-

（
3.2

）
1/

12
N7

/1
灰

白
N6

/灰
-

密・
黒

色
白

色
粒

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
17

3
00

72
2区

A2
遺

構
検

出
杯

H蓋
-

-
（

2.2
）

3/
12

N6
/灰

N7
/灰

-
や

や
粗・

細
粒

砂
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

17
4

00
73

2区
F7

検
出

面
杯

H蓋
（

13
.0）

-
（

3.3
）

口：
1/

12
N6

/灰
7.5

Y3
/2

オ
リ

ー
ブ

黒
-

密・
白

色
粒

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ・

ロ
ク

ロ
ナ

デ
外

面
に

自
然

釉
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第 4章　第 2次調査



報
告

管
理

 
番

号
地

区
グ

リ
ッ

ド
出

土
遺

構
等

器
種

口
径

（
㎝

）
底

径
（

㎝
）

器
高

（
㎝

）
遺

存
度

色
調（

内
）

色
調（

外
）

釉
調

胎
土

焼
成

調
整（

内
）

調
整（

外
）

備
考

17
5

00
69

2区
C7

遺
構

検
出

瓶
（

14
.6）

-
（

7.5
）

口：
1/

6
2.5

GY
5/

1
7.5

Y2
/2

オ
リ

ー
ブ

黒
-

や
や

密・
黒

色・
白

色
粒

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
17

6
00

77
2区

E8
暗

渠
6

高
杯

-
（

10
.5）

（
3.2

5）
脚：

3/
12

N5
/灰

N6
/灰

-
や

や
密・

白
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

17
7

00
78

2区
E1

0
暗

渠
2

高
杯

-
（

8.9
）

（
3.8

）
脚：

3/
12

N7
/灰

白
N6

/灰
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、カ

キ
メ

17
8

00
84

2区
C2

撹
乱

14
高

杯
（

17
.2）

-
（

4.3
）

1/
12

N6
/灰

N2
/黒

-
密・

黒
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

17
9

00
86

2区
F1

0
遺

構
検

出
高

杯
-

（
8.0

）
（

2.9
）

底：
2/

12
N8

/灰
白

N8
/灰

白
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、カ

キ
メ

18
0

00
88

2区
E9

遺
構

検
出

高
杯

-
-

（
3.8

）
-

N6
/灰

7.5
Y7

/1
灰

白
-

や
や

粗・
細

粒
砂

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、カ

キ
メ

透
し

3箇
所

18
1

00
90

2区
E5

遺
構

検
出

高
杯

-
-

（
6.2

）
-

5B
7/

1明
青

灰
5B

6/
1青

灰
-

や
や

粗・
白

色
粒

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
18

2
01

10
2区

D7
遺

構
検

出
高

杯
-

-
（

4.2
）

-
N6

/灰
N7

/灰
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
波

状
文

、突
帯

2条
18

3
01

13
2区

D8
南

東
検

出
面

高
杯

-
-

（
3.2

）
-

N6
/灰

N5
/灰

-
や

や
粗・

細
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、カ
キ

メ
透

し
4箇

所
で

復
元

18
4

00
87

2区
E9

遺
構

検
出

𤭯
-

-
（

2.7
）

-
N7

/灰
白

N7
/灰

白
-

密・
細

粒
砂

少
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

凹
線

18
5

00
95

2区
F8

検
出

面
𤭯

（
9.0

）
-

（
1.7

）
口：

9/
12

5P
B7

/1
明

青
灰

5P
B7

/1
明

青
灰

-
密・

細
粒

砂
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

18
6

01
17

2区
C3

撹
乱

12
𤭯

最
大

幅
（

17
.0）

-
（

5.3
）

-
N7

/灰
白

2.5
GY

6/
1 

オ
リ

ー
ブ

灰
-

粗・
粗

粒
砂

多
量

良
ナ

デ
ナ

デ
内

外
面

に
自

然
釉・

降
灰・

凹
線

18
7

00
93

2区
D7

遺
構

検
出

甕
（

42
.8）

-
（

5.3
）

口：
1/

12
N7

/灰
白

N6
/灰

-
や

や
密・

細
粒

砂
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ナ
デ

波
状

文
18

8
01

08
2区

D9
北

西
検

出
面

甕
-

-
（

5.6
）

1/
12

以
下

2.5
Y7

/1
灰

白
2.5

Y8
/1

灰
白

-
や

や
密・

黒
色

白
色

粒
や

や
多

量
不

良
ナ

デ
ナ

デ
沈

線
2条

、波
状

文
2条

18
9

01
15

2区
E3

撹
乱

甕
（

34
.3）

-
（

5.1
）

1/
12

以
下

2.5
Y7

/2
灰

黄
2.5

Y6
/1

灰
黄

-
や

や
密・

細
粒

砂
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ナ
デ

突
帯・

波
状

文
2条

19
0

01
18

2区
C2

撹
乱

16
甕

-
-

（
3.4

）
-

5B
7/

1明
青

灰
5B

7/
1明

青
灰

-
や

や
粗・

粗
粒・

白
色

粒
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
同

心
円

状
当

具
痕

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
カ

キ
メ・

刺
突

列

19
1

01
19

2区
E5

遺
構

検
出

甕
-

-
（

3.5
）

1/
12

以
下

N3
/暗

灰
N7

/灰
白

-
密・

白
色

粒
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

波
状

文
19

2
01
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2区

D6
遺

構
検

出
甕

-
-

（
3.4

）
-

N5
/灰

2.5
GY

4/
暗

オ
リ

ー
ブ

-
や

や
密・

細
粒

砂
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

波
状

文

19
3

00
85

2区
A2

撹
乱

瓶
-

-
（

8.2
）

-
N6

/灰
（

釉
）5

GY
2/

1 
オ

リ
ー

ブ
黒

-
や

や
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

胴
部

外
面：

凹
線

19
4

00
96

2区
E1

0
暗

渠
2

壺
最

大
幅：

（
15

.2）
-

（
3.9

5）
10

Y7
/1

灰
白

10
Y6

/1
灰

-
や

や
密・

白
色

粒
を

や
や

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

カ
キ

メ
、縦

ケ
ズ

リ
内

面：
赤

色
顔

料
付

着

19
5

00
94

2区
D7

遺
構

検
出

椀
-

4.2
（

1.8
）

底：
12

/1
2

2.5
YR

7/
3淡

赤
橙

7.5
Y8

/4
浅

黄
橙

-
や

や
密・

粗
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、糸
切

り
摩

耗
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6
00
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2区

-
表

土
壺

-
（
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.8）

（
3.4

5）
底：

4/
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N5
/灰

N8
/灰

白
-

や
や

粗・
粗

粒
砂

多
量

良
横

ナ
デ

縦
ナ
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ケ

ズ
リ

→
縦

ナ
デ

19
7
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2区
D9

撹
乱

28
壺

-
-

（
5.4

）
-

5Y
6/

1灰
（

釉
）5

Y4
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灰

オ
リ

ー
ブ

-
や

や
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粗
粒

砂
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
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デ
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ロ
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、カ
キ

メ

19
8
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-
表

土
除

去
瓶

又
壺

-
（
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）

（
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）
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N7
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白
N5
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-
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や
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を
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縦
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デ
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灰
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9
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-
表
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除

去
瓶

-
d

（
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）
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-
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/灰
白
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-
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粗
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多
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ロ
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ロ
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0
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査

壺
蓋

-
-

（
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）
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2
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白
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密・
粗

粒
砂
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や

多
量

良
ロ

ク
ロ
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デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
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1
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2区
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遺
構

検
出

杯
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（
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.4）
-

（
1.3

）
口：
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12

N6
/灰
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/灰

-
や

や
粗・

白
色

粒
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

20
2

00
99

-
C3

撹
乱

双
耳

瓶
-

-
（

4.2
）

-
N7

/灰
白

N8
/灰

白
-

や
や

密・
粗

粒
砂

や
や

多
量

良
ナ

デ
ナ

デ
、ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

20
3

00
70

2区
D5

遺
構

検
出

杯
B蓋

（
15

.0）
-

（
2.0

）
1/

12
N5

/灰
N6

/灰
-

粗・
白

色
粒

を
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ
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4

00
08

2区
D6

以
北

中
央

壁
た

て
青

磁
碗

-
（

4.4
）

（
1.8

）
底：

6/
12

（
釉

）1
0Y

6/
2オ

リ
ー

ブ
灰

（
胎

土
）N

8/
灰

白
青

磁
精
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黒

色
粒

を
や

や
多

量
良

線
刻

花
文

ケ
ズ

リ・
削

出
高

台
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5
01
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2区

D7
遺

構
検

出
碗

-
（

4.6
）

（
1.1

）
底：
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12

7.5
Y6

/2
灰

オ
リ

ー
ブ

2.5
GY
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1灰

白
白

磁
や

や
密・

細
粒

砂
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ケ
ズ

リ
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C後
20

6
01

14
2区
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西

壁
た

て
擂

鉢
（

28
.4）

-
（

6.0
）

1/
12

以
下

10
Y3

/1
オ

リ
ー

ブ
黒

10
Y3

/1
オ

リ
ー

ブ
黒

-
粗・

粗
粒

砂
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ・
擂

目
ロ

ク
ロ

ナ
デ

13
～

14
C・

珠
洲

20
7

00
62

2-
2区

-
表

土
除

去
瓶

類
-

（
6.8

）
（

5.5
）

底：
3/

12
（

胎
）1

0Y
R7

/2
 

に
ぶ

い
黄

橙
（

釉
）1

0Y
R8

/1
灰

白
灰

釉
や

や
密・

細
粒

砂
少

量
不

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ・

ロ
ク

ロ
ケ

ズ
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ナ
デ

内
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煤
付
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釉

だ
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外

面：
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線
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以
上
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C
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8
00
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2区

E3
撹

乱
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碗
（

9.7
）

（
4.6

）
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2/
12

（
胎

）2
.5Y

8/
2灰

白
（

釉
）2

.5Y
8/

4淡
黄

灰
釉

や
や

粗・
白

色
粒

少
量・

微
細

な
気

泡
状

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

油・
煤

つ
ぎ

か
、京

焼
風

陶
器

20
9

00
64

2区
E3

撹
乱

10
皿

（
12

.6）
（

5.1
）

7.5
底：
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12

10
Y5
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オ

リ
ー

ブ
灰

5Y
R4
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灰

褐
灰

釉
や

や
粗・

細
粒

砂・
や

や
多

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

肥
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砂
目

21
0

00
67

2区
E3

撹
乱

10
皿

（
12

.9）
4.8

（
3.6

）
5/

12
2.5

Y8
/3

淡
黄

10
YR

7/
4に

ぶ
い

黄
橙

灰
釉

や
や

密・
細

粒
砂

を
少

量
良

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

、ロ
ク

ロ
ケ

ズ
リ

内
面

見
込：

蛇
の

目
釉

剥
ぎ・

肥
前
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8C

前
半
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1

00
65
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E3

撹
乱

10
碗

-
（

6.1
）
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2.9

）
底：
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/灰

白
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/灰
白
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精
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色
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や
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ロ
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デ
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ナ

デ
、削

出
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台
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前
17
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半

～
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世
紀

前
半
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2

00
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2区
E3

撹
乱

10
皿

-
（

4.8
）

（
1.4

）
底：

3/
12

N8
/灰

白
N8

/灰
白

透
明

密・
黒

色
粒

多
量

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、削

出
高

台
初

期
伊

万
里

、1
7C

中
21

3
01

12
2区

D6
以

北
中

央
壁

た
て

擂
鉢

（
28

.6）
-

（
4.9

）
1/

12
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YR
6/

4に
ぶ

い
黄

褐
10

YR
5/

1褐
灰

-
や

や
密・

粗
粒

砂
少

量
不

良
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
17

C・
越

前
。

23
㎜

中
9本

の
卸

目
21

4
01

09
2区

E3
撹

乱
擂

鉢
（

30
.2）

-
（

10
.5）

1/
12
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YR

4/
2灰

褐
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YR
4/
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褐

-
密・
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粒

砂
少

量
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ロ
ク

ロ
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デ
ロ
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ロ
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デ

肥
前

、1
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前
半
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第 9 表　 2 区出土石製品観察表

報
告

番
号

管
理

番
号

地
区

グ
リ

ッ
ド

出
土

遺
構

等
器

種
長（

㎝
）

幅（
㎝

）
厚

・
高（

㎝
）

重
量（

g）
石

材
備

考
11

7
01

42
2区

D
9

SK
15

南
半

下
位

砥
石

（
8.

8）
5.

25
4.

8
（

25
7）

凝
灰

岩
金

属
製

刃
物

用
。

切
断

痕
。

21
5

01
23

2区
C

4南
東

N
R1

石
鏃

（
1.

3）
（

1.
2）

0.
3 

（
0.

5）
凝

灰
岩

先
端

部
欠

損
、

脚
部

欠
損

21
6

01
26

2区
F5

南
西

N
R1

石
鏃

1.
6 

1.
1 

0.
4 

0.
7 

ガ
ラ

ス
質

安
山

岩
21

7
01

24
2区

F5
南

東
N

R1
石

鏃
1.

6 
（

1.
3）

0.
3 

（
0.

6）
下

呂
石

脚
部

欠
損（

裏
面

か
ら

）
21

8
01

25
2区

F5
南

東
N

R1
石

鏃
2.

6 
2.

1 
0.

6 
（

3.
2）

凝
灰

岩
全

体
的

に
稜

が
摩

滅
21

9
01

27
2区

F6
南

西
N

R1
石

鏃
（

1.
8）

1.
5 

0.
4 

（
1.

3）
珪

質
頁

岩
先

端
部

欠
損（

裏
面

か
ら

）
22

0
01

28
2区

F6
南

西
N

R1
石

錐
（

2.
3）

（
4.

3）
0.

8 
（

7.
3）

流
紋

岩
先

端
部

欠
損（

両
極

か
ら

）
22

1
01

29
2区

D
4北

東
N

R1
地

上
真

上
石

匙
6.

2 
4.

8 
1.

2 
40

.3
 

凝
灰

岩
22

2
01

30
2区

E4
北

東
N

R1
剥

片
2.

7 
3.

9 
1.

0 
9.

9 
凝

灰
岩

自
然

面
：

有
22

3
01

31
2区

F5
南

西
N

R1
検

出
面

剥
片

4.
0 

4.
7 

1.
0 

12
.0

 
ガ

ラ
ス

質
安

山
岩

22
4

01
33

2区
D

4南
東

N
R1

剥
片

3.
4 

2.
0 

0.
6 

3.
6 

黒
曜

石
縁

辺
に

微
細

剥
離

あ
り

22
5

01
34

2区
F5

南
東

N
R1

剥
片

2.
1 

2.
1 

0.
5 

2.
1 

黒
曜

石
全

体
的

に
風

化
が

顕
著

22
6

01
35

2区
F6

N
R1

遺
構

検
出

剥
片

2.
1 

1.
7 

0.
6 

2.
1 

黒
曜

石
縁

辺
に

微
細

剥
離

あ
り

22
7

01
36

2区
F6

南
東

N
R1

剥
片

2.
0 

1.
4 

0.
9 

2.
8 

黒
曜

石
他

の
黒

曜
石

よ
り

表
面

に
細

か
い

キ
ズ

多
い

22
8

01
32

2区
F5

遺
構

検
出

剥
片

3.
8 

4.
5 

1.
8 

24
.5

 
珪

質
頁

岩
全

体
的

に
風

化
が

顕
著

。
65

と
同

じ
石

材
22

9
01

38
2区

E1
撹

乱
1

楔
形

石
器

2.
6 

1.
6 

1.
0 

3.
5 

黒
曜

石
23

0
01

37
2区

C
2南

西
鞍

部
黒

褐
粘

剥
片

10
.2

 
6.

2 
2.

5 
13

3.
8 

流
紋

岩
自

然
面

：
有（

亜
角

礫
）

23
1

01
44

2区
F4

表
土

磨
製
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第 5章　自然科学的分析

第1節　花 粉 分 析
1．は　じ　め　に

大菅波コショウズワリ遺跡において、古২生をݕ౼す
るためにՖค分析用のࢼྉが࠾औされた。以下では、ࢼ
ྉのՖค分析݁Ռをࣔし、遺跡周辺の古২生についてਪ
ఆした。

2 ．試 料 と 方 法

分析ࢼྉは、/31（自然河道）から࠾औさ
れた � ྉࢼྉである（ୈ11ද）。これらのࢼ
から、࣍のखॱでՖค分析を࣮ࢪした。

ྉ（࣪ॏྔ約ࢼ 3 ʙ 4 H）をԕ௜؅にとり、
10�水ࢎ化カリウϜ༹ӷを加͑10分間౬ઝ
する。水ચ後、46�ϑッ化水ૉ༹ࢎӷを加
͑ 1 時間์ஔする。水ચ後、ൺॏ分཭（ൺ
ॏ2�1に調੔したष化ѥԖ༹ӷを加͑ԕ৺
分཭）を行い、ු༡物をճ収し水ચする。
水ચ後、ਣࢎॲཧを行い、ଓいてΞセトリ
シεॲཧ（ແ水ਣࢎ 9 ɿೱེࢎ 1 のׂ߹の
、を加͑20分間౬ઝ）を行う。水ચ後ࢎࠞ
。ᕓにάリセリンをణ下し保存用とする࢒
ᕓよりదٓϓϨύϥートを࢒は、このڸݕ
作製して行った。֤ϓϨύϥートはथ໦Ֆ
คが200を௒͑るまでڸݕし、ͦの間にݱ
れる૲ຊՖค・๔ࢠをશて਺͑た。

3 ．結　　　果

産出Ֆค・๔ࢠのҰཡをୈ12දに、Ֆค
分෍ਤをୈ61ਤにࣔした。分෍ਤにおいて
थ໦Ֆคの産出཰はथ໦Ֆค総਺をج਺と
し、૲ຊՖคと๔ࢠの産出཰は産出Ֆค๔
。਺としたඦ分཰でࣔしてあるج総਺をࢠ
/P��については、ؚまれるՖค化石のؚ༗
ྔがগなかったため、分෍ਤでは産出した
分類܈をˎでදࣔするにとどめた。ਤおよ
ͼදにおいてϋΠϑン（－）で݁んͩ分類܈

試料No. 遺構 岩　　質
1

NR1

黒褐色（10YR3/1）シルト
2 黒褐色（2.5Y3/1）シルト質粘土
3 黒褐色（2.5Y3/1）砂質粘土
4 黒褐色（2.5Y3/1）粘土
5 黒褐色（10YR3/1.5）シルト質粘土

第11表　分析試料一覧表

学　　名 和　　名 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5
樹木
Abies モミ属 2 1 - - -
Tsuga ツガ属 1 8 3 - -
Picea トウヒ属 - - 2 1 -
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 5 - 8 - -
Sciadopitys コウヤマキ属 1 2 2 2 3
Cryptomeria スギ属 - - 1 - -
Taxaceae－Cephalotaxaceae－Cupressaceae イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 - 1 - - -
Pterocarya－Juglans サワグルミ属－クルミ属 - 3 2 2 -
Carpinus－Ostrya クマシデ属－アサダ属 3 - 5 2 2
Corylus ハシバミ属 1 - - - -
Betula カバノキ属 3 - 7 1
Alnus ハンノキ属 - 7 2 2 2
Fagus ブナ属 - 1 - - -
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 1 2 1 1 -
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 1 3 5 2 -
Castanea クリ属 1 1 1 - 1
Castanopsis－Pasania シイノキ属－マテバシイ属 - - 1 1 3
Ulmus－Zelkova ニレ属－ケヤキ属 - 1 1 2 1
Celtis－Aphananthe エノキ属－ムクノキ属 - - - 1 -
Rhus－Toxicodendron ヌルデ属－ウルシ属 - 5 - - -
Ilex モチノキ属 2 2 - - -
Acer カエデ属 1 1 - 1 1
Aesculus トチノキ属 - - - 2 -
Araliaceae ウコギ科 - 1 - - -
Ericaceae ツツジ科 2 - - - -
Styrax エゴノキ属 - - - - 1
Fraxinus トネリコ属 2 1 2 - -
草本
Alisma サジオモダカ属 - - 1 - -
Sagittaria オモダカ属 - 1 - - -
Gramineae イネ科 1 3 2 - 10
Cyperaceae カヤツリグサ科 - - 1 - -
Eriocaulon ホシクサ属 - - - 1 -
Moraceae クワ科 - - 2 - -
Polygonum sect. Persicaria－Echinocaulon サナエタデ節－ウナギツカミ節 - 3 - - -
Chenopodiaceae－Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 - - 1 - -
Caryophyllaceae ナデシコ科 1 1 - - -
Thalictrum カラマツソウ属 - 1 - - -
Ranunculaceae キンポウゲ科 - - - 1 -
Macleaya タケニグサ属 - - - 1 -
Brassicaceae アブラナ科 - - 1 - -
Saxifragaceae ユキノシタ科 - - - 2 -
Rosaceae バラ科 - - 3 - -
Leguminosae マメ科 - 1 - - -
Impatiens ツリフネソウ属 - - 1 - -
Rotala キカシグサ属 - - - 1 -
Haloragis アリノトウグサ属 6 - 1 - -
Apiaceae セリ科 - - 1 - -
Trachelospermum テイカカズラ属 - - - 1 1
Utricularia タヌキモ属 2 - - - -
Patrinia オミナエシ属 2 1 - - -
Scabiosa マツムシソウ属 - 1 1 - -
Artemisia ヨモギ属 2 1 - 6 -
Tubuliflorae キク亜科 - 1 - 1 1
Liguliflorae タンポポ亜科 1 - 2 - -
シダ植物
Osmunda ゼンマイ属 - - - - -
monolate type spore 単条溝胞子 1 2 - 8 4
trilate type spore 三条溝胞子 2 1 - 14 -

Arboreal pollen 樹木花粉 26 40 36 26 15
Nonarboreal pollen 草本花粉 15 14 17 14 12
Spores シダ植物胞子 3 3 0 22 4
Total Pollen＆Spores 花粉・胞子総数 44 57 53 62 31

Unknown pollen 不明花粉 10 4 - 2 -

第12表　産出花粉化石一覧表
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は、ͦれらの分類܈間の区別がࠔ೉なものをࣔす。また、ΫワՊやϢΩϊシタՊ、όϥՊ、ϚϝՊの
Ֆคにはथ໦ݯىと૲ຊݯىのものがあるが、֤ʑに分けるのがࠔ೉なため、ศٓతに૲ຊՖคにҰ
ׅしてೖれてある。

थ໦Ֆคでは、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐやコウϠϚΩଐ、コナϥଐコナϥѥଐ、シΠϊΩଐȂϚςόシ
Πଐの産出が໨立つ。Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐは/P�4と/P��では産出がݟられないが、/P�1ɼ 2 ɼ 3 の層
४で্Ґ層に向かって産出཰が૿加しており、 4 �ʙ19�の産出཰をࣔす。コウϠϚΩଐは/P�4と
/P��では産出がগないが、/P�3で29�の産出཰をࣔし、্Ґ層に向かってݮগしている。コナϥଐコ
ナϥѥଐは/P�4で74�と࠷もߴい産出཰をࣔすが、্Ґ層に向かってݮগしている。シΠϊΩଐȂϚς
όシΠଐは/P�2ʙ/P�4で � �ʙ1��の産出཰をࣔしてඍ૿しており、/P�1になると42�の産出཰をࣔし、
する。૲ຊՖคでは、ΠωՊとϤϞΪଐの産出が໨立つ。ΠωՊは૿ٸ 8 �ʙ19�の産出཰で、্Ґ
層に向かってඍ૿している。ϤϞΪଐは/P�4で 2 �の産出཰にとどまるが、/P�3になると26�と૿ٸし、
/P�1ʙ/P�3では13�ʙ27�の産出཰をࣔす。また、࠿ഓ২物のιόଐが/P�1と/P�2でわずかに産出し
ている。

4 ．考　　　察

まず、/P�4であるが、この層४ではコナϥଐコナϥѥଐがѹ౗తに多く産出している。よって、遺
跡周辺にはコナϥଐコナϥѥଐを主ମとした落葉޿葉थ林が޿がっていたと思われる。

࣍の/P�3の時期になると、コウϠϚΩଐが૿加している。コナϥଐコナϥѥଐはݮগしているもの
の、ґ然としてߴい産出཰であり、この時期の遺跡周辺ではコナϥଐコナϥѥଐとともにコウϠϚΩ
林も分෍を͛޿ていたと思われる。さらにこの時期には、ೋ࣍林要ૉのϚπଐෳҡ؅ଋѥଐがඍ૿し、
ϤϞΪଐの૿ٸ、ΠωՊのඍ૿といった特௃がݟられる。遺跡周辺のナϥ林が੾り։かれ、ͦの跡地
にϤϞΪଐやΠωՊを主ମとした૲ຊ২生が޿がり、ニϤウϚπ類のೋ࣍林も発ୡしていたՄೳੑな
どが͑ߟられる。

/P�2の時期には、さらにコナϥଐコナϥѥଐやコウϠϚΩଐがݮগし、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐやΠω
Պ、ϤϞΪଐが૿加している。遺跡周辺のೋ࣍林化、あるいは૲地化がਐんでいたと思われる。この
時期にはシΠϊΩଐȂϚςόシΠଐの૿加も໨立ってくるようになり、遺跡周辺にはシΠϊΩଐȂϚς
όシΠଐをؚΉর葉थ林が分෍を֦大していたと思われる。また、/P�1ɼ2 ではιόଐが産出しており、

第61図　大菅波コショウズワリ遺跡における花粉分布図
थ໦Ֆคはथ໦Ֆค総਺、૲ຊՖค・๔ࢠは産出Ֆค๔ࢠ総਺をج਺としたඦ分཰で産出した。
ˎはथ໦Ֆคù÷÷ݸະຬのࢼྉについて、ݕ出した分類܈をࣔす。
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গなくともこの時期以߱に遺跡周辺でιό࠿ഓが行われていたと͑ߟられる。
/P�1の時期になっても、遺跡周辺のೋ࣍林化と૲地化の܏向はଓき、主に、この時期にはシΠϊΩଐȂ

ϚςόシΠଐのর葉थ林が遺跡周辺に޿がっていたと思われる。

図版 1 　大菅波コショウズワリ遺跡から産出した花粉化石
BɽπΨଐ　CɽϚπଐෳҡ؅ଋѥଐ　Dɽコナϥଐコナϥѥଐ　EɽコナϥଐΞカΨシѥଐ　FɽコウϠϚΩଐ
GɽΫリଐ　HɽシΠϊΩଐôϚςόシΠଐ　IɽΠωՊ　JɽタンϙϙѥՊ　KɽΞリϊトウάαଐ　Lɽιόଐ
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第 2節　寄生虫卵分析
1．は　じ　め　に

大菅波コショウズワリ遺跡において、用్ෆ明の遺構がݕ出された。トΠϨ遺構などのՄೳੑをݕ
౼する໨తで寄生虫卵分析を行った。

2 ．試料と分析方法

分析ࢼྉは、4,2と4,6から࠾औされた 2 ఺である。これらのࢼྉについて、以下のखॱにしたがっ
て寄生虫卵分析をࢼみた。

ࢎ化カリウϜ༹ӷを加͑10分間౬ઝする。水ચ後、46ˋのϑッ化水ૉࢎྉに、10ˋの水ࢼしたྔܭ
༹ӷを加͑ 1 時間์ஔする。水ચ後、ൺॏ分཭（ൺॏ2�1に調੔したष化ѥԖ༹ӷを加͑ԕ৺分཭）を行
い、ු༡物をճ収し水ચする。水ચ後、ਣࢎॲཧを行い、ଓけてΞセトリシεॲཧ（ແ水ਣࢎ 9 ɿ 1
ೱེࢎのׂ߹のࠞࢎを加͑20分間౬ઝ）を行う。水ચ後、この࢒ᕓにద༰ྔのάリセリンを加͑てܭ
ྔした。この࢒ᕓからϓϨύϥートを作製し、ϓϨύϥートશ面に౉りڸݕした。なお、ࢼྉ 1 H中
の寄生虫卵ؚ༗਺は、࣍ࣜでٻめる。

9ʹ#%�"$
9ɿࢼྉ 1 H中の寄生虫卵ؚ༗਺、"ɿ分析に用いたࢼྉのॏ （ྔH）、#ɿೱॖࢼྉʴάリセリンのॏྔ

（H）、$ɿೱॖࢼྉʴάリセリンのうち、෧ೖに用いたॏ （ྔH）、%ɿϓϨύϥート中の寄生虫卵਺

3 ．分　析　結　果

虫卵、ෆٵ虫卵、ԣ川ٵ؊、ྉとも、ճ虫卵とฬ虫卵ࢼ྆。した݁Ռをୈ13දにࣔすڸݕ、しྔܭ
明寄生虫卵の産出が確認できた。ࢼྉ 1 H౰たりのݸ਺は4,2がճ虫卵88ݸ、ฬ虫卵28ٵ؊、ݸ虫卵46
虫ٵԣ川、ݸ虫卵49ٵ؊、ݸฬ虫卵32、ݸ4,6がճ虫卵88、ݸෆ明寄生虫卵14、ݸ虫卵�6ٵԣ川、ݸ
卵60ݸ、ෆ明寄生虫卵18ݸである。ࢼྉ 1 ὖ౰たりでは4,2が2�74,6、ݸが272ݸになる。

4 ．考　　　察

寄生虫卵਺については、ࢼྉ 1 ὖ中に1,000ݸ以্あれ͹ฅศの
Մೳੑがあると͑ߟられている（金原1997）。4,2ではࢼྉ 1 ὖ౰
たり2�74,6、ݸはࢼྉ 1 ὖ౰たり272ݸの寄生虫卵が確認できた。
寄生虫卵਺から͑ߟると、྆ࢼྉはฅศ自ମとはݴい೉い。しか
し、寄生虫卵がؚまれているため、ฅศがࠞ͡りこんでいるࢼྉ
であるとい͑る。྆ 、ྉには寄生虫卵がൺֱత多くؚまれるためࢼ
4,2と4,6はトΠϨ遺構のՄೳੑがある。

引用文献

金原正明　　1997　　ʮ自然ՊֶతڀݚからみたトΠϨ文化ʯh トΠϨのߟ古ֶʱ

大田区立ڷ土ത物ؗ編ɿ197Ȃ216ɼ東ژ美ज़ɽ

SK2 SK6
分析に用いた試料（g） 5.633 5.633
残渣＋グリセリン（g） 1.023 1.023
封入に用いた量（g） 0.052 0.052
試料の密度（g/㎤） 1.11 1.11

回虫卵 25 25
（試料1g当たりの個数） 88 88

鞭虫卵 8 9
（試料1g当たりの個数） 28 32

肝吸虫卵 13 14
（試料1g当たりの個数） 46 49

横川吸虫卵 16 17
（試料1g当たりの個数） 56 60

不明寄生虫卵 4 5
（試料1g当たりの個数） 14 18

計 66 70
（試料1g当たりの個数） 231 245
（試料1㎤当たりの個数） 257 272

第13表　寄生虫卵分析に用いた試料の
　　　　計量値と寄生虫卵数
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第 3節　珪藻化石分析
1．は　じ　め　に

ܔまれた໛༷などから多くのࠁ๔૶類で、֪の形やࡉを持つ୯֪࣭ࢎܔ૶は、10ʙ�00▂N΄どのܔ
૶種が調΂られ、ݱ生の生ଶから特ఆڥ؀をࢦඪするܔ૶種܈が設ఆされている（小ਿ1988ʀ安藤
1990）。Ұൠతに、ܔ૶の生育Ҭはւ水Ҭから୶水Ҭまでൣ޿ғにٴͼ、中には河川やপ地などの水
੒ڥ؀以֎の陸地においても、わずかな水分がڅڙされるδϝδϝとした陸Ҭڥ؀（ྫ͑͹コέのද
面や࣪ったؠ石のද面など）に生育するܔ૶種が஌られている。こうしたܔ૶܈集のੑ࣭を利用して、
ଯ積物中のܔ૶化石܈集のղ析から、աڈのଯ積物のଯ積ڥ؀について஌ることができる。

ここでは、大菅波コショウズワリ遺跡の自然ྲྀ路から࠾औされたଯ積物中のܔ૶化石܈集を調΂、
ଯ積ڥ؀についてݕ౼した。

2 ．試 料 と 方 法

औされた土層ଯ積物࠾ྉは、/31のஅ面からࢼ 4 ఺である（ୈ14ද）。
。૶分析用ϓϨύϥートを作製したܔ、ྉについて以下のॲཧを行いࢼ֤

（1）࣪ ५ॏྔ約 0��ʙ1�0H をऔり出し、ടྔした後、ϏーカーにҠして 30� աࢎ
化水ૉ水を加͑、加೤・൓Ԡさせ、༗機物の分ղとཻࢠの分ࢄを行った。（2）
൓Ԡऴྃ後、水を加͑ 1 時間ఔしてから্੅みӷをআڈし、ཻࡉのコϩΠドをࣺてる。この作業を
10 ճ΄ど܁りฦした。（3）ݒ୙࢒ᕓをԕ৺؅にճ収し、ϚΠΫϩϐϖットでదྔऔり、カόーΨϥε
にణ下し、ס૩させた。ס૩後は、ϚウントϝσΟΞで෧ೖし、ϓϨύϥートを作製した。

分析No. 遺構/位置
1

NR1
3
4
5

第14表　試料一覧表

図版 2 　SK2から産出した寄生虫卵
ø ɽճ虫卵　　　 ù ɽฬ虫卵　　
ú ɽ؊ٵ虫卵　　 û ɽԣ川ٵ虫卵
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作製したϓϨύϥートをݦඍڸ下400ʙ1000ഒで࡯؍し、ܔ૶化石200ݸମ以্についてಉఆ・ܭ਺
した。ܔ૶֪は、׬形とඇ׬形（原ଇとして൒分ఔ度࢒っている֪）に分けてܭ਺し、׬形֪の出ݱ཰
としてࣔした。さらに、ࢼྉのॲཧॏྔとϓϨύϥート্のܭ਺面積からଯ積物 1 H౰たりの֪਺を
૶化石をબͼ、ࣸ真をਤ൛ܔな޷した。また、保存状ଶの良ࢉܭ 1 にࡌせた。なお、ܔ૶化石のগな
いࢼྉについては、ϓϨύϥートの面積の2�3以্についてಉఆ・ܭ਺した。

3 ．珪藻化石の環境指標種群

౼ݕ࠶は、主に小ਿ1988およͼ安藤1990が設ఆし、ઍ葉・ᖒ井2014により܈ඪ種ࢦڥ૶化石の؀ܔ
されたࢦڥ؀ඪ種܈にͮجいた。なお、ࢦڥ؀ඪ種܈以֎のܔ૶種については、ւ水種はւ水ෆఆ・
ෆ明種（ ）として、ւʙؿ水種はւʙؿ水ෆఆ・ෆ明種（ ）として、ؿ水種はؿ水ෆఆ・ෆ明種（ ）とし
て、୶水種は޿෍種（8）として、ͦの他の種はまとめてෆ明種（ ）としてѻった。また、ഁ片のため
ଐϨϕϧのಉఆにとどめた分類܈は、ͦの種܈をෆ明（ ）としてѻった。以下に、小ਿ1988が設ఆし
たւ水ʙؿ水Ҭにおけるࢦڥ؀ඪ種܈と、安藤1990が設ఆした୶水Ҭにおけるࢦڥ؀ඪ種܈の֓要を
ࣔす。

ʦ֎༸ࢦඪ種܈（"）ʧɿԘ分ೱ度が3�ύーϛϧ以্の֎༸水中をු༡生׆する種܈である。
ʦ内࿷ࢦඪ種܈（#）ʧɿԘ分ೱ度が26ʙ3�ύーϛϧの内࿷水中をු༡生׆する種܈である。
ʦւ水૶৔ࢦඪ種（1$）܈ʧɿԘ分ೱ度が12ʙ3�ύーϛϧの水Ҭのւ૶やւ૲（ΞϚϞなど）に෇ண生׆す
る種܈である。

ʦւ水࣭࠭ࢦׁׯඪ種（1%）܈ʧɿԘ分ೱ度が26ʙ3�ύーϛϧの水Ҭの࠭ఈ（࠭のද面やཻ࠭間）に෇ண生
である。この生育৔所には、ウϛニナ類、Ωαΰ類、Ξαリ、ϋϚάリ類などの֋類が生܈する種׆
。する׆

ʦւ水ట࣭ࢦׁׯඪ種܈（E1）ʧɿԘ分ೱ度が12ʙ30ύーϛϧの水Ҭのటఈに෇ண生׆する種܈である。
この生育৔所には、ΠϘウϛニナ主ମの֋類૬やカニなどの֪ߕ類૬がݟられる。

ʦؿ水૶৔ࢦඪ種（2$）܈ʧɿԘ分ೱ度が 4 ʙ12ύーϛϧの水Ҭのւ૶やւ૲に෇ண生׆する種܈である。
ʦؿ水࣭࠭ࢦׁׯඪ種（2%）܈ʧɿԘ分ೱ度が � ʙ26ύーϛϧの水Ҭの࠭ఈ（࠭のද面やཻ࠭間）に෇ண生
。である܈する種׆

ʦؿ水ట࣭ࢦׁׯඪ種܈（E2）ʧɿԘ分ೱ度が 2 ʙ12ύーϛϧの水Ҭのటఈに෇ண生׆する種܈である。
୶水のӨڹにより、ؿ水化したԘੑ࣪地に生׆するものである。

ʦ্ྲྀੑ河川ࢦඪ種܈（+）ʧɿ河川্ྲྀ部のܢ୩部に集中して出ݱする種܈である。これらは、֪面શ
ମでؠにͽったりとுり෇いて生育しているため、ྲྀれによっては͗औられてしまうことがない。

ʦ中ʙ下ྲྀੑ河川ࢦඪ種܈（,）ʧɿ河川の中ʙ下ྲྀ部、すなわち河川Ԋいで河੒ஈ丘、ઔ状地およͼ自
然అ๷、後എ࣪地といった地形がݟられる部分に集中して出ݱする種܈である。これらの種には、ฑ
またはさやでج物に෇ணし、ମを水中に৳͹して生׆する種が多い。

ʦ࠷下ྲྀੑ河川ࢦඪ種܈（L）ʧɿ࠷下ྲྀ部の֯ࡾभの部分に集中して出ݱする種܈である。これらの種
には、水中をු༡しながら生育している種が多い。これは、河川が֯ࡾभ地ଳにೖるとྲྀ଎が஗くなり、
ු༡生の種でも生育できるようになるためである。

ʦބপු༡生ࢦඪ種܈（.）ʧɿ水ਂが約1��N以্で、؛では水生২物がݟられるが、水ఈには২物が生
育していないބপに出ݱする種܈である。

ʦބপপ沢࣪地ࢦඪ種܈（/）ʧɿބপにおけるු༡生種としても、প沢࣪地における෇ண生種としても
༏੎な出ݱがݟられ、ބপ・প沢࣪地のڥ؀をࢦඪするՄೳੑが大きい種܈である。
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ʦপ沢࣪地෇ண生ࢦඪ種（0）܈ʧɿ水ਂ 1 N内֎で、Ұ面に২物がൟ৩している所およͼ࣪地において、
෇ணの状ଶで༏੎な出ݱがݟられる種܈である。

ʦߴ層࣪原ࢦඪ種（1）܈ʧɿඌ੉έ原࣪原やໄέๆ࣪原などのように、ϛズΰέを主とした২物܈落お
よͼట୸層の発ୡがݟられる৔所に出ݱする種܈である。

ʦ陸Ҭࢦඪ種（2）܈ʧɿ্ड़の水Ҭにରして、陸Ҭを生ଉ地として生׆している種܈である（陸生ܔ૶と
。（͹れているݺ

ʦ陸生ܔ૶̖܈（2B）ʧɿ଱ੑסのڧい特ఆのάϧーϓである。
ʦ陸生ܔ૶̗܈（2C）ʧɿ̖܈にਵ൐し、࣪ったڥ؀や水中にも生育する種܈である。

4 ．結　　　果

ଯ積物からݕ出されたܔ૶化石は、୶水種が 3 分類܈ 3 ଐ 1 種であった（ୈ1�ද）。ࢦڥ؀ඪ種܈は
。૶分෍ਤは作੒していないܔ、૶化石の産出਺がগないためܔ。出されなかったݕ

以下では、ࢼྉにおけるܔ૶化石の特௃
とͦのଯ積ڥ؀についてड़΂る。
分析/P��

֪が൒分以্࢒存しているܔ૶化石はݕ
出されなかった。ܔ૶化石がݕ出されな
かったため、化石܈集から෮ݩされるଯ積
。はෆ明であるڥ؀
分析/P�4

֪が൒分以্࢒存しているܔ૶化石はݕ
出されなかった。ܔ૶化石がݕ出されなかったため、化石܈集から෮ݩされるଯ積ڥ؀はෆ明である。
分析/P�3

ଯ積物 1 H中のܔ૶֪਺は8��ʷ102׬、ݸ形֪の出ݱ཰は�0�0�である。୶水種のみがݕ出された。
ଯ積物中のܔ૶֪਺はඇৗにগない。ࢦڥ؀ඪ種܈はݕ出されなかった。

。はෆ明であるڥされるଯ積؀ݩ集から෮܈૶化石ܔ、૶化石の産出਺がগなす͗るためܔ
分析/P�1

ଯ積物 1 H中のܔ૶֪਺は4�4ʷ103׬、ݸ形֪の出ݱ཰は36�4�である。୶水種のみがݕ出された。
ଯ積物中のܔ૶֪਺はඇৗにগない。ࢦڥ؀ඪ種܈はݕ出されなかった。

。はෆ明であるڥされるଯ積؀ݩ集から෮܈૶化石ܔ、૶化石の産出਺がগなす͗るためܔ

5 ．考　　　察

出されݕについてはෆ明ͩが、୶水種のみがڥ出されなかったため、ଯ積؀ݕ૶化石が΄とんどܔ
たため、ւҬのӨڹをडけないଯ積ڥ؀であったと思われる。

引用文献

安藤Ұஉ　　1990　　h ୶水産ܔ૶によるࢦڥ؀ඪ種܈の設ఆと古ڥ؀෮ݩ΁のԠ用ʱ東北地ཧɼ42ɼ73Ȃ88ɽ
ઍ葉　ਸ・ᖒ井༟2014　　ل　　h 新ʱ%JBUPNɼ30ɼߋと౼ݕ࠶の܈ඪ種ࢦڥ؀ 7 Ȃ30ɽ
小ਿ正人　　1988　　ʮܔ૶のࢦڥ؀ඪ種܈の設ఆと古ڥ؀෮ݩ΁のԠ用ʯh ୈ࢛ڀݚلɼ27ʱ 1 Ȃ20ɽ日ຊୈ࢛期ֶ会

No. 分類群 種群 種群 1 3 4 5 
1 Eunotia spp. 25 ? 7 1 
2 Pinnularia spp. 25 ? 3 
3 Stauroneis acuta 24 W 1 
4 Unknown 26 ? 1 

広布種 24 W 1 
淡水不定・不明種 25 ? 10 1 

その他不明種 26 ? 1 
海水種

海～汽水種
汽水種
淡水種 11 1 
合　計 11 2 0 0 

完形殻の出現率（%） 36.4 50.0 - -
堆積物 1 g中の殻数（個） 4.4E+03 8.5E+02 0.0E+00 0.0E+00

第15表　堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）
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第 4節　樹 種 同 定
1．は　じ　め　に

石川県加賀市の大菅波コショウズワリ遺跡から出土した໦製品のथ種ಉఆを行なった。

2 ．試 料 と 方 法

ྉの時期については、ୈࢼ֤。ྉは、大菅波コショウズワリ遺跡から出土した໦製品39఺であるࢼ
16දにࣔした。֤ࢼྉについて、੾片࠾औ前に໦औりの確認を行なった。

थ種ಉఆでは、ࡐのԣஅ面（໦口）、઀線அ面（൘໨）、์ࣹஅ面（ຝ໨）について、カϛιリでബい੾
片を੾り出し、ΨϜΫϩϥーϧで෧ೖしてӬ久ϓϨύϥートを作製した。ͦの後ס૩させ、ޫֶݦඍ
。Өを行なったࡱおよͼࣸ真ڸݕにてڸ

3 ．結　　　果

ಉఆの݁Ռ、਑葉थではϞϛଐとϚπଐෳҡ؅ଋѥଐ、εΪ、Ξεナϩの 4 分類޿、܈葉थではα
ΫϥଐとέϠΩ、Ϋリ、εμδΠ、コナϥଐΫψΪઅ（以下、ΫψΪઅ）、カΤσଐʁ、トνϊΩの 7

図版 3 　珪藻プレパラートと珪藻化石の顕微鏡写真
ø ɽ1JOOVMBSJB�TQQ�（/P�ø）　 ù ɽEVOPUJB�TQQ�（/P�ù）　 ú ɽܔ૶化石のഁ片（/P�ú）　 û ɽෆ明ཻࢠ（/P�û）　 ü ɽෆ明ཻࢠ（/P�ü）
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分類܈の、11ܭ分類܈がみられた。ΞεナϩとΫリが12఺で࠷も多く、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐが � ఺、
εΪとαΫϥଐが֤ 2 ఺、ϞϛଐとέϠΩ、εμδΠ、ΫψΪઅ、カΤσଐʁ、トνϊΩが֤ 1 ఺であっ
た。ಉఆ݁Ռをୈ16දに、Ұཡをୈ17දにࣔす。

以下に、ಉఆされたࡐの特௃を記ࡌし、ਤ൛にޫֶݦඍࣸڸ真をࣔす。
（1） Ϟϛଐ　"CJFT　ϚπՊ　ਤ൛ 4 　1BȂ1D（/P�0269）

Ծ道؅と์ࣹ૊৫で構੒される਑葉थである。൩ࡐ部はްく、ૣࡐから൩ࡐ΁のҠ行は؇やかであ
る。์ࣹ૊৫は୯ྻでߴ、 さ 1 ʙ 8 ྻとなる。分野น޸は小型のεΪ型で、1 分野に 2 ʙ 4 。みられるݸ
また、์ࣹ૊৫の຤୺นは਺च状に肥ްする。

ϞϛଐにはߴඪߴҬに分෍するシϥϏι、ΦΦシϥϏι、ウϥδϩϞϛと、低ඪߴҬに分෍するϞ
ϛなどがあり、いずれもৗ྘ߴ໦である。ࡐはややܰೈで、੾ͦ࡟の他の加޻は༰қ、ׂ ྾ੑも大きい。

（2） Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ　1JOVT�TVCHFO��%JQMPYZMPO　ϚπՊ　ਤ൛ 4 　2BȂ2D（/P�0238）
Ծ道؅とਨ௚およͼ水平थࢷ道、์ࣹॊࡉ๔およͼ์ࣹԾ道؅で構੒される਑葉थである。์ࣹ૊

৫は์ࣹॊࡉ๔と์ࣹԾ道؅によって構੒される。์ࣹԾ道؅の内นの肥ްはࣃڒ状であり、分野น
。は૭状となる޸

Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐには、ΞカϚπとΫϩϚπがある。どちらもԹଳからஆଳにかけて分෍し、Ϋ
ϩϚπはւのۙくに、ΞカϚπは内陸地に生育しやすい。࣭ࡐは類ࣅし、ॏߗで、੾࡟౳の加޻は༰
қである。

（3） εΪ　$SZQUPNFSJB�KBQPOJDB�（L�G�）�%�%PO　ώϊΩՊ　ਤ൛ 4 　3BȂ3D（/P�02�3）
道؅と์ࣹ૊৫、थࡉࢷ๔で構੒される਑葉थである。൩ࡐ部はްく、ૣࡐから൩ࡐ΁のҠ行は؇

やかである。์ ࣹ૊৫は୯ྻでߴ、 さ 2 ʙ1�ྻとなる。分野น޸は޸口が大きく։いた大型のεΪ型で、
1 分野にී௨ 2 。みられるݸ
εΪは大ߴ໦΁と੒௕するৗ྘਑葉थで、ఱ然分෍は東日ຊの日ຊւ側に多い。ൺֱతܰೈで、੾

。であるࡐが༰қな޻などの加࡟
（4） Ξεナϩ　TIVKPQTJT�EPMBCSBUB�（L�G�）�4JFCPME�FU�;VDD�　ώϊΩՊ　ਤ൛ 4 　4BȂ4D（/P�0261）

Ծ道؅と์ࣹ૊৫、थࡉࢷ๔で構੒される਑葉थである。൩ࡐ部はബく、ૣࡐから൩ࡐ΁のҠ行は
ややٸである。์ࣹ૊৫は୯ྻで、ߴさ 2 ʙ13ྻとなる。分野น޸は小型のώϊΩʙεΪ型で、 1 分
野に 2 ʙ 4 。みられるݸ

ΞεナϩはԹଳに分෍するৗ྘ߴ໦の਑葉थである。਑葉थの中ではൺֱతܰೈで、੾࡟౳の加޻

時期 古墳末
～古代

古墳後期
～中世 中世 中・近世 近世 近世

以降

合計樹種 器種 柱
柱
根

礎
板 柱

漆
器
椀 杭

木
錘

下
駄

結
桶

底
板

柄
杓（
漆
器
椀
）

柄
杓
柄

栓
？

柱
根

板
状
木
製
品 杭

不
明 板

モミ属 1 1 
マツ属複維管束亜属 1 1 1 1 1 5 
スギ 2 2 
アスナロ 1 1 4 3 1 1 1 12 
サクラ属 2 2 
ケヤキ 1 1 
クリ 4 2 2 1 3 12 
スダジイ 1 1 
コナラ属クヌギ節 1 1 
カエデ属？ 1 1 
トチノキ 1 1 

合計 4 5 2 3 1 1 1 1 4 4 1 1 1 3 3 2 1 1 39 

第16表　大菅波コショウズワリ遺跡出土木製品の樹種同定結果
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はൺֱత༰қである。また、ਫ਼༉分が多く、଱ੑٺに༏れている。
（�） αΫϥଐ（ٛ޿）　1SVOVT�T�M�　όϥՊ　ਤ൛ 4 　�BȂ�D（/P�0233）

小型の道؅が୯ಠないし਺ݸ、์ࣹํ向またはࣼめํ向にෳ߹してややີにࢄ在するࡐ޸ࢄである。
道؅は୯ઠ޸を༗し、内นにはらせん肥ްがみられる。์ࣹ૊৫は্下୺ 1 ྻが௚立するҟੑで、 1
ʙ � ྻ෯となる。

のαΫϥଐには、ϞϞଐとεϞϞଐ、Ξンズଐ、αΫϥଐ、ウワϛズβΫϥଐ、όΫνϊΩଐٛ޿
がある。थ種ಉఆではϞϞଐとόΫνϊΩଐ以֎は他のαΫϥଐとࣝ別できないため、ٛ޿のαΫϥ
ଐとはϞϞଐとόΫνϊΩଐをআくαΫϥଐをࢦす。

（6） έϠΩ　;FMLPWB�TFSSBUB�（TIVOC�）�.BLJOP　ニϨՊ　ਤ൛ 4 、 � 　6BȂ6D（/P�0239）
年ྠのは͡めに大型の道؅が 1 ʙ 2 ྻฒͼ、൩ࡐ部ではٸにܘを͡ݮた道؅が多਺ෳ߹し、઀線ʙ

ࣼ線ํ向に഑ྻするࡐ޸؀である。࣠ํ向ॊ૊৫は周ғ状となる。道؅は୯ઠ޸を༗し、小道؅の内
นにはらせん肥ްがみられる。์ࣹ૊৫は্下୺ 1 ྻがํ形となるҟੑで、෯ 1 ʙ � ྻとなる。์ࣹ
૊৫の্下୺には、݁থが認められる。

έϠΩはԹଳからஆଳにかけての肥ཊな୩間などに生育する落葉ߴ໦の޿葉थである。ࡐはややॏ
くてߗいが、੾࡟などの加޻はͦれ΄どࠔ೉ではない。

（7） Ϋリ　$BTUBOFB�DSFOBUB�4JFCPME��FU�;VDD�　ϒナՊ　ਤ൛ � 　7BȂ7D（/P�0242）
年ྠのは͡めに大型の道؅が 1 ʙ 3 ྻฒͼ、൩ࡐ部ではঃʑにܘを͡ݮる道؅がՐԌ状に഑ྻする

を༗する。์ࣹ૊৫はಉੑで、୯޸である。࣠ํ向ॊ૊৫はいͼつな線状である。道؅は୯ઠࡐ޸؀
ྻである。

Ϋリは、北ւ道の石ङ、日ߴ地ํ以南のԹଳからஆଳにかけての山林に分෍する落葉中ߴ໦の޿葉
थである。ࡐはॏߗで、଱ੑٺがߴい。

（8） εμδΠ　$BTUBOPQTJT�TJFCPMEJJ�（.BLJOP）�)BUVT��FY�T�:BNB[��FU�.BTIJCB　ϒナՊ　ਤ൛ � 　
8BȂ8D（/P�0234）
年ྠのは͡めに大型の道؅がஅଓతにฒͼ、൩ࡐ部ではܘを͡ݮた道؅がՐԌ状に഑ྻするࡐ޸؀

である。࣠ ํ向ॊ૊৫はいͼつな線状となる。道؅は୯ઠ޸を༗する。์ ࣹ૊৫はಉੑで、୯ྻとなる。
εμδΠはஆଳからѥ೤ଳに分෍するৗ྘ߴ໦の޿葉थである。ॏさとڧさは中༱で、やや଱ੑٺ

があるが、੾࡟加޻はࠔ೉ではない。
（9） コナϥଐΫψΪઅ　2VFSDVT�TFDU��"FHJMPQT　ϒナՊ　ਤ൛ � 　9BȂ9D（/P�0264）

年ྠのは͡めに大型の道؅が 1 ʙ 3 ྻฒͼ、൩ࡐ部ではٸにܘを͡ݮたްนでؙい道؅が、์ࣹํ
向に഑ྻするࡐ޸؀である。࣠ํ向ॊ૊৫はいͼつな線状となる。道؅は୯ઠ޸を༗する。์ࣹ૊৫
はಉੑで、୯ྻのものとࣹ์޿૊৫がみられる。

コナϥଐΫψΪઅにはΫψΪとΞϕϚΩがあり、Թଳからஆଳにかけて分෍する落葉ߴ໦の޿葉थ
である。ࡐはॏߗで、੾࡟などの加޻はややࠔ೉である。

（10） カΤσଐʁ　"DFS 　ϜΫϩδՊ　ਤ൛ � 　10CȂ10D（/P�0241Ȃ 1 ）
小型の道؅が୯ಠないし 2 ʙ 3 औが行࠾であるが、ԣஅ面のࡐ޸ࢄ在するࢄෳ߹してややૄらにݸ

͑なかった。໦部ણҡのนのްさのҧいで、໦口面にӢ໲状の文༷がみられる。道؅は୯ઠ޸を༗し、
内นにはらせん肥ްがみられる。์ࣹ૊৫はಉੑで、෯ 1 ʙ 6 ྻとなる。

カΤσଐにはΠタϠカΤσやウリϋμカΤσなどがあり、代දతなΠタϠカΤσは֤地にී௨にみ
られる落葉ߴ໦の޿葉थである。ࡐはややॏߗで、੾࡟加޻はややࠔ೉である。

（11） トνϊΩ　"FTDVMVT�UVSCJOBUB�#MVNF　ϜΫϩδՊ　ਤ൛ � 　11BȂ11D（/P�0271）
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小型の道؅が୯ಠないし 2 ʙ 3 、を༗し޸である。道؅は୯ઠࡐ޸ࢄ在するࢄෳ߹し、ややີにݸ
内นにはらせん肥ްがみられる。์ࣹ૊৫はಉੑで、୯ྻである。また、์ ࣹ૊৫は層֊状に഑ྻする。

トνϊΩの分෍の北ݶは北ւ道南部で、۝भまで޿く分෍するが、東北に多くみられる落葉ߴ໦の
。めて༰қであるۃは޻加࡟はややܰೈで、੾ࡐ。葉थである޿

4 ．考　　　察

古墳時代຤ʙ古代の柱およͼ柱根はαΫϥଐとΫリ、εμδΠ、ૅ൘はΫリであった。いずれもݎ
な部類にଐするथ種である（ҏ東΄か2011）。石川県の丘陵෇ۙや山地の遺跡で確認されている古代ߗ
の柱では、Ϋリがあり（久田2012）、܏向は֓ͶҰகする。

古墳時代後期ʙ中ੈの柱は、ϞϛଐとΫリ、ΫψΪઅであった。Ϟϛଐは真っす͙で加ੑ޻が良く、
଱ੑٺがߴいथ種である。また、ΫψΪઅはΫリとಉ༷に、ߗݎなथ種である（久田2012）。

中ੈの࣫器࿶は、トνϊΩであった。トνϊΩはܰೈで加ੑ޻の良いथ種であり、࣫器の໦଻とし
ても多く利用されるथ種である（ҏ東΄か2011）。石川県で確認されている中ੈの࣫器࿶にも、トνϊ
Ωが利用されている（ҏ東・山田編2012）。

中・ۙੈのߌは、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐであった。Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐは真っす͙で加ੑ޻が良く、
଱ੑٺのߴいथ種である（ҏ東΄か2011）。

ۙੈの໦਴と下ବ、݁Գ、ฑउฑ、ෆ明໦製品はいずれもΞεナϩで、ఈ൘はϚπଐෳҡ؅ଋѥଐ
とΞεナϩ、ખʁはϚπଐෳҡ؅ଋѥଐであった。Ξεナϩは真っす͙で加ੑ޻が良く、଱ੑٺに༏
れているथ種である（ҏ東΄か2011）。これらの໦製品には、଱ੑٺがߴいϚπଐෳҡ؅ଋѥଐとΞε
ナϩがબ୒తに利用されていたՄೳੑが͑ߟられる。

ۙੈの柱根はΫリ、ߌはϚπଐෳҡ؅ଋѥଐとέϠΩであった。έϠΩはΫリとಉ͡くͩߗݎが、
加ੑ޻が良いथ種である（ҏ東΄か2012）。石川県で確認されている古代以߱の柱では、Ϋリの利用ස
度がߴくなるとࢦఠされており（久田2012）、܏向はҰகする。

ฑउ（࣫器࿶）は、カΤσଐʁであった。カΤσଐはߗݎなथ種であり、࣫器の໦଻としても多く利
用されるथ種である（ҏ東΄か2011）。石川県で確認されている中ੈࠒの࣫器࿶では、έϠΩ、ϒナଐ、
トνϊΩが多くみられるが、カΤσଐも確認されている。

ۙੈ以߱の൘は、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐであった。
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図版 4 　大菅波コショウズワリ遺跡出土木製品の光学顕微鏡写真（1）
øBôøDɽϞϛଐ（/P�÷ùýĀ）、ùBôùDɽϚπଐෳҡ؅ଋѥଐ（/P�÷ùúÿ）、úBôúDɽεΪ（/P�÷ùüú）、ûBôûDɽΞεナϩ（/P�÷ùýø）、
üBôüDɽαΫϥଐ（/P�÷ùúú）、 ý BɽέϠΩ（/P�÷ùúĀ）
Bɿԣஅ面（εέーϧʹùü÷▂N）、Cɿ઀線அ面（εέーϧʹø÷÷▂N）、Dɿ์ࣹஅ面（εέーϧʹøôûɿùü▂N・üɿø÷÷▂N）

‒100‒

第 4節　樹種同定



11c11b11a10c

10b9c9b9a

8c8b8a7c

7b7a6c6b

図版 5 　大菅波コショウズワリ遺跡出土木製品の光学顕微鏡写真（2）
ýCôýDɽέϠΩ（/P�÷ùúĀ）、þBôþDɽΫリ（/P�÷ùûù）、ÿBôÿDɽεμδΠ（/P�÷ùúû）、ĀBôĀDɽコナϥଐΫψΪઅ（/P�÷ùýû）、
ø÷Côø÷DɽカΤσଐʁ（/P�÷ùûøôø）、øøBôøøDɽトνϊΩ（/P�÷ùþø）
Bɿԣஅ面（εέーϧʹùü÷▂N）、Cɿ઀線அ面（εέーϧʹø÷÷▂N）、Dɿ์ࣹஅ面（εέーϧʹø÷÷▂N）
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試料No. 調査区 グリッド 遺構 器種 樹種 木取り 時期

0233 2区 C2gr SB2-P26 柱根 サクラ属 芯持丸木 古墳時代末～古代

0234 2区 D1gr SB1-P67 柱根 スダジイ 芯持丸木 古墳時代末～古代

0235 2区 C2gr SB2-P27 柱根 サクラ属 芯持丸木 古墳時代末～古代

0236 2区 E4gr NR1南西 下駄 アスナロ 板目 近世

0237 2区 E9gr SD11 杭 マツ属複維管束亜属 芯去削出 中・近世

0238 2区 E5gr NR1北東 杭 マツ属複維管束亜属 芯持丸木 近世

0239 2区 F5gr NR1南西 杭 ケヤキ 板目 近世

0240 2区 F6gr NR1北東 木錘 アスナロ 芯去削出 近世

0241-1 2区 F4gr SK6 柄杓（漆器椀） カエデ属？ 横木取り 近世

0241-2 2区 F4gr SK6 柄杓柄 アスナロ 芯去削出 近世

0242 2区 E2gr P4 柱根 クリ 割れ 近世

0243 2区 B3gr SB5-P62 礎板 クリ 割れ 古墳時代末～古代

0244 2区 F2gr P12 柱根 クリ 割れ 近世

0245 2区 F2gr P13 柱根 クリ 芯去削出 近世

0246 2区 F4gr SK6 栓？ マツ属複維管束亜属 芯持丸木 近世

0247 2区 F3gr SK7 板状木製品 アスナロ 柾目 近世

0248 2区 E6gr SK8上面 板状木製品 スギ 柾目 近世

0249 2区 B2gr SB5-P59礎板下 礎板 クリ 板目 古墳時代末～古代

0250 2区 C2gr P51 柱根 クリ 芯持丸木 古墳時代末～古代

0251 2区 B2gr SB5-P59 柱根 クリ 芯持丸木 古墳時代末～古代

0252 2区 E3gr SK2北半上位 底板 マツ属複維管束亜属 板目 近世

0253 2区 E3gr SK2北半上位 板状木製品 スギ 板目 近世

0254 2区 E3gr SK2 不明 アスナロ みかん割り 近世

0255 2区 E3gr SK2 底板 アスナロ 板目 近世

0256 2区 D3gr カクラン10 底板 アスナロ 柾目 近世

0257 2区 E3gr SK2北半上位 底板 アスナロ 柾目 近世

0258 2区 F4gr SK6　No.13 結桶 アスナロ 板目 近世

0259 2区 F4gr SK6　No.8 結桶 アスナロ 板目 近世

0260 2区 F4gr SK6　No.18 結桶 アスナロ 板目 近世

0261 2区 F4gr SK6　No.21の下 結桶 アスナロ 芯去削出 近世

0263 1区 C7gr SB02-P05 柱 クリ 板目 古墳時代末～古代

0264 1区 B8gr P05 柱 コナラ属クヌギ節 芯持丸木 古墳時代後期～中世

0265 1区 B3gr P24 柱 クリ 割れ 古墳時代後期～中世

0266 1区 C7gr SB02-P07 柱 クリ 芯持丸木 古墳時代末～古代

0267 1区 B8gr SB04-P01 柱 クリ 割れ 古墳時代末～古代

0268 1区 A3gr SD04 板 マツ属複維管束亜属 板目 近世以降

0269 1区 A2gr P15 柱 モミ属 芯持丸木 古墳時代後期～中世

0270 1区 B7gr SB04-P04 柱 クリ 板目 古墳時代末～古代

0271 1区 排土 漆器椀 トチノキ 横木取り 中世

第17表　大菅波コショウズワリ遺跡出土木製品の樹種同定結果一覧
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第 5節　石 質 同 定
1．は　じ　め　に

大菅波コショウズワリ遺跡は、石川県加賀市北部の橋立丘陵の裾から平野部にかけて所在する。調
査では、尖頭器やṞ片などの石製品が出土した。ここでは、出土した石製品について、೑࡯؍؟によ
る石ࡐಉఆを行った。

2 ．試 料 と 方 法

石ࡐಉఆを行った石製品は、大菅波コショウズワリ遺跡において出土した石製品46఺である（ୈ18ද）。
石ࡐಉఆは、主に೑؟により行い、ϚΠΫϩεコーϓを用いて石ࡐの઀ࣸࡱӨを行った。

3 ．結　　　果

ୈ18දに、೑؟による石製品の石ࡐಉఆを行った݁Ռをࣔす。なお、֤石ࡐの記ࡌは、ද面࡯؍に
よる৭調や構੒߭物、ؠ石૊৫あるいはഁஅ面の特௃౳について行った。

以下に、代දతな石ࡐの特௃について記ࡌした。
1 ɽทؠ（ਤ൛ 6 Ȃ 1 ）　白৭の෩化が著しいؠ石である。ഁஅ面では黒৭をఄする。
2 ɽటؠ（ਤ൛ 6 Ȃ 2 ）　黒փ৭の࣭ߗのట࣭のؠ石である。
3 ɽ࠭ؠ（ਤ൛ 6 Ȃ 3 ）　փ৭の࠭ࡉから構੒されるؠ石である。
4 ɽڽփؠ（ਤ൛ 6 Ȃ 4 ）　փ白৭の࣭࠭ʙ࠭᛽ࠞ͡りʙ࠭ࠞ͡りシϧト࣭ʙܰ石ࠞ͡りなどからなる。
� ɽΨϥε࣭安山ؠ（ਤ൛ 6 Ȃ � ）　黒փ৭の៛ີなؠ石である。ࣶ状をఄするのもある。
6 ɽ安山ؠ（ਤ൛ 6 Ȃ 6 ）　白৭ʙփ৭のൗথ࣭であるが、ཻࡉൗথ࣭でややΨϥε࣭のものもある。
7 ɽྲྀ໲ؠ（ਤ൛ 6 Ȃ 7 ）　փ白৭のྲྀཧ構଄のあるؠ石である。
8 ɽ黒曜石（ਤ൛ 6 Ȃ 8 ）　୶黒৭のΨϥε࣭でࣶ໛༷がݟせられる。ඃ೤ࠟがあり୙ったඇΨϥε࣭
のものもある。

9 ɽಁર石（ਤ൛ 6 Ȃ 9 ）　୶白৭の࣭ߗのෆ࣭ۉなؠ石である。
10ɽϝϊウ（ਤ൛ 6 Ȃ10）　ԫ৭の൒ಁ明のΨϥε࣭߭物である。

4 ．考　　　察

ୈ19දに、֤石製品とͦの石ࡐについてまとめた。ࡔຊ΄か1967の20ສ分の 1 地࣭ਤでは、周辺で
はୈ࢛ߋل新ੈ中部ߑ積層およͼະ区分ߑ積層や下部ߋ新層（ຌྫUEとEM）、新ୈلࡾ中新 （ੈ東別所֊）
ڽؠおよͼ安山ؠ༹ؠ層（ຌྫ,D）、安山ޓؠటؠ࠭ؠおよͼ᛽ؠ᛽、（ຌྫ:Tと:D）ؠおよͼ᛽ؠ࠭
փ֯᛽ؠ（ຌྫ*B）が分෍する。

石ࡐಉఆを行った石製品では、石ڥ؀ࡐとしてڽփ֯᛽ؠや安山ؠが在地石ࡐと͑ݴるが、多くの
石製品がྲྀ௨品であることを͑ߟると他地Ҭの石ࡐであるՄೳੑがある。
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図版 
番号

管理 
番号

遺物ID 
（MA番号） 地区 グリッド 出土遺構等 資料種別 1 

（素材） 器種 色調 岩石名 備考

1 0121 MA0000013909 2区 F6南東 NR1 11006 打製石斧 灰白色 凝灰岩 砂礫混じりシルト質
2 0122 MA0000013910 2区 F5南東 NR1 11006 打製石斧 灰色 安山岩 斑晶質
3 0123 MA0000013911 2区 C4南東 NR1 11006 石鏃 ややピンク味の灰色 頁岩
4 0124 MA0000013912 2区 F5南東 NR1 11006 石鏃 黒灰色 ガラス質安山岩 縞状
5 0125 MA0000013913 2区 F5南東 NR1 11006 石鏃 白色 頁岩 風化著しい
6 0126 MA0000013914 2区 F5南西 NR1 11006 石鏃 黒色 ガラス質安山岩
7 0127 MA0000013915 2区 F6南西 NR1 11006 石鏃 白色 頁岩
8 0128 MA0000013916 2区 F6南西 NR1 11006 石錘 淡褐灰色 凝灰岩 文様シルト質
9 0129 MA0000013917 2区 D4北東 NR1地上真上 11006 石匙 やや赤み味 凝灰岩 岩片含む
10 0130 MA0000013918 2区 E4北東 NR1 11006 二次加工のある剝片 白色 頁岩 斑状、風化著しい
11 0131 MA0000013919 2区 F5南西 NR1検出面 11006 剝片 黒色 ガラス質安山岩
12 0132 MA0000013920 2区 F5 遺構検出 11006 剝片 淡青灰色 頁岩
13 0133 MA0000013921 2区 D4南東 NR1 11006 剝片 淡黒色 黒曜石 縞あり
14 0134 MA0000013922 2区 F5南東 NR1 11006 剝片 淡黒色 黒曜石 被熱痕
15 0135 MA0000013923 2区 F6 遺構検出　NR1 11006 二次加工のある剝片 淡黒色 黒曜石
16 0136 MA0000013924 2区 F6南東 NR1 11006 剝片 淡黒色 黒曜石
17 0137 MA0000013925 2区 C2南西 鞍部黒褐粘 11006 二次加工のある剝片 灰白色 流紋岩 流理
18 0138 MA0000013926 2区 E1 撹乱1 11006 楔形石器 淡黒色 黒曜石
19 0139 MA0000013927 2区 E3 撹乱10 11006 方形火鉢 灰白色 凝灰岩 砂礫質、軽石混じり
20 0140 MA0000013928 2区 E3 撹乱10 11006 方形火鉢 白色 頁岩 風化著しい
21 0141 MA0000013929 2区 F5南西 NR1 11006 石錘 灰色 凝灰岩 砂礫混じり、球果粒状
22 0142 MA0000013930 2区 D9 SK15南半下位 11006 砥石 黄灰色 凝灰岩 砂混じりシルト質
23 0143 MA0000013931 2区 F4 表土 11006 砥石 灰色 砂岩 細砂
24 0144 MA0000013939 2区 F4 表土 11006 磨製石斧 黒灰色 泥岩 硬質
25 0145 MA0000013932 2区 F6南東 NR1玉1 11006 臼玉 黒色 頁岩
26 0146 MA0000013933 2区 F6北東 NR1 11006 碁石 やや橙灰色 頁岩
27 0211 MA0000013772 1区 A4 SD05 11006 玉石核 緑灰色 頁岩
28 0212 MA0000013773 1区 A3 下面　包含層 11006 尖頭器 白色 頁岩 風化著しい
29 0213 MA0000013774 1区 B8東 SD09 11006 不明 灰白色 凝灰岩 砂質
30 0214 MA0000013775 1区 B5 暗部　最下層 11006 剝片 白色 安山岩 細粒斑晶質、ややガラス質
31 0215 MA0000013776 1区 B5 暗部　最下層 11006 剝片 白色 頁岩 風化著しい
32 0216 MA0000013777 1区 B5 暗部　最下層 11006 剝片 白色 頁岩 風化著しい
33 0217 MA0000013778 1区 A5 暗部　最下層 11006 剝片 白色 頁岩 風化著しい
34 0218 MA0000013779 1区 表土除去　排土内 11006 打製石斧 白色 頁岩 斑晶質
35 0219 MA0000013780 1区 C11 検出面 11006 打製石斧 緑色 安山岩 斑晶質
36 0220 MA0000013781 1区 B5 検出面 11006 石鏃 黒灰色 ガラス質安山岩 縞状
37 0221 MA0000013782 1区 排土 11006 剝片 黄色 メノウ 半透明、ガラス質鉱物
38 0222 MA0000013783 1区 B9 南壁 11006 剝片 淡黒色 黒曜石
39 0223 MA0000013784 1区 検出面 11006 剝片 淡黒色 黒曜石
40 0224 MA0000013785 1区 A4 下面　壁　排水 11006 剝片 灰白色 頁岩 風化著しい
41 0225 MA0000013786 1区 A3 検出面　土器1 11006 磨製石斧 緑色 凝灰岩 細粒質
42 0226 MA0000013787 1区 A5 暗部　最下層 11006 磨製石斧 淡白色 透閃石 不均質
43 0227 MA0000013788 1区 D9 北壁　溝 11006 磨製石斧 黄白色 凝灰岩 シルト質
44 0228 MA0000013789 1区 東側通路　2番目の水田 11006 石錘 緑灰色 凝灰岩 やや粗粒質
45 0229 MA0000013790 1区 D10東 SD08上層 11006 石錘 黄白色 凝灰岩 軽石質
46 0230 MA0000013791 1区 D10東 SD08上層 11006 石錘 緑色 凝灰岩 粗粒質、軽石含む

第18表　大菅波コショウズワリ遺跡出土石製品の石質同定（肉眼観察）一覧表

大
分
類

中
分
類

岩
石
名

臼
玉

碁
石

玉
石
核

石
匙

石
錘

石
鏃

尖
頭
器

剝
片

楔
形
石
器

二
次
加
工
の
あ
る
剝
片

打
製
石
斧

磨
製
石
斧

砥
石

方
形
火
鉢

不
明

総
計

堆積岩類
砕屑岩

頁岩 1 1 1 3 1 5 1 1 1 15 
泥岩 1 1 
砂岩 1 1 

火山砕屑岩 凝灰岩 1 5 1 2 1 1 1 12 

火成岩類
火山岩

ガラス質安山岩 3 1 4 
安山岩 1 2 3 
流紋岩 1 1 
黒曜石 5 1 1 7 

深成岩 透閃石 1 1 
その他 メノウ 1 1 

総計 1 1 1 1 5 6 1 13 1 3 4 4 2 2 1 46 

第19表　石製品と石材の関係
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図版 6 　石製品石材のマイクロスコープ写真（scale： 1 ㎜）
ø ɽทؠ（分析�/P�ú）　 ù ɽటؠ（分析�/P�ùû）　 ú ɽ࠭ؠ（分析�/P�ùú）　 û ɽڽփؠ（分析�/P�øĀ）
ü ɽΨϥε࣭安山ؠ（分析�/P�øø）　 ý ɽ安山ؠ（分析�/P�ù）　 þ ɽྲྀ໲ؠ（分析�/P�øþ）
ÿ ɽ黒曜石（分析�/P�øú）　 Ā ɽಁર石（分析�/P�ûù）　ø÷ɽϝϊウ（分析�/P�úþ）

‒105‒

第 5章　自然科学的分析



第 6節　ガラス質安山岩製石器の産地推定
1．は　じ　め　に

加賀市大菅波町地内に所在する大菅波コショウズワリ遺跡より出土したΨϥε࣭安山ؠ製石器につ
いて、ΤωϧΪー分ࢄ型9ޫܬ線分析૷ஔによるݩૉ分析を行い、産地をਪఆした。

2 ．試 料 と 方 法

分析ର৅は、遺跡より出土したΨϥε࣭安山ؠ製石器 4 ఺である（ୈ20ද）。ࢼྉはいずれも෩化層
に෴われている。ଌఆは原ଇඇഁյで行ったが、分析/P�3の剥片のみ、αンドϒϥεトを用いて෩化
層をҰ部আڈし、新઱面もଌఆした。

分析૷ஔは、ΤεΞΠΞΠ・ナϊςΫϊϩδーࣜג会ࣾ製のΤωϧΪー分ࢄ型9ޫܬ線分析4ܭE"�
120079を使用した。૷ஔの༷࢓は、9線؅ターήットはϩδウϜ（3I）、9線ݕ出器は4%%ݕ出器であ
る。ଌఆ৚݅は、ଌఆ時間100TFD、রࣹܘ 8 ᶱ、ిѹ�0L7、ిྲྀ1000▂"、ࢼྉ室内งғؾは真ۭに

分析 
No.

図版 
番号

管理 
番号

遺物ID 
（MA番号） 地区 グリッド 出土遺構等 器種 色調 備考 測定位置

1 4 0124 MA0000013912 2区 F5南東 NR1 石鏃 黒灰色 縞状 風化面
2 6 0126 MA0000013914 2区 F5南西 NR1 石鏃 黒色 被熱痕 風化面
3 11 0131 MA0000013919 2区 F5南西 NR1検出面 剥片 黒色 風化面および新鮮面
4 36 0220 MA0000013781 1区 B5 検出面 石核 黒灰色 縞状 風化面

第20表　分析対象のガラス質安山岩製石器

第62図　遺跡周辺の地質図
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設ఆし、Ұ࣍ϑΟϧタに1Cଌఆ用を用いた。
分析ํ法は、黒曜石産地ਪఆ法として用いら

れている9ޫܬ線分析による9線ڧ度を用いた
判別ਤ法（๬月1999など）を用い、分析ର৅をΨ
ϥε࣭安山ؠにஔき͑׵てద用した。ຊํ法で
は、まず֤ࢼྉを9ޫܬ線分析૷ஔでଌఆし、
ͦのଌఆ݁Ռのうち、カリウϜ（,）、ϚンΨン

（.O）、మ（'F）、ϧϏδウϜ（3C）、εトϩンνウ
Ϝ（4S）、ΠットリウϜ（:）、δϧコニウϜ（;S）の
ܭ߹ 7 度（DQTʀDPVOU�QFS�TFDPOE）ڧૉの9線ݩ
について、以下にࣔすࢦඪ஋をࢉܭする。
1 ） 3C分཰�3Cڧ度ʷ100�（3Cڧ度�4Sڧ度�:
（度ڧ度�;Sڧ
2 ） 4S分཰�4Sڧ度ʷ100�（3Cڧ度�4Sڧ度�:
（度ڧ度�;Sڧ
3 ） .Oڧ度ʷ100�'Fڧ度
4 ） MPH（'Fڧ度�,ڧ度）
ͦして、これらのࢦඪ஋を用いた 2 つの判別ਤ（ԣ࣠3C分཰－ॎ࣠.Oڧ度ʷ100�'Fڧ度の判別ਤ

とԣ࣠4S分཰－ॎ࣠MPH（'Fڧ度�,ڧ度）の判別ਤ）を作੒し、֤地の原石σータと遺跡出土遺物のσー
タをর߹して、産地をਪఆする。原石ࢼྉは、࠾औ原石をׂって新઱な面を࿐出させた্で、産地ਪ
ఆର৅ࢼྉとಉ༷の৚݅でଌఆした。ୈ21දに判別܈Ұཡとͦれͧれの原石の࠾औ地఺およͼ఺਺を
ࣔす。

3 ．分　析　結　果

ୈ22දに石器のଌఆ஋およͼࢉ出されたࢦඪ஋を、ୈ63ਤにΨϥε࣭安山ؠ原石の判別ਤに石器の
をପԁでऔりғん܈తにわかりやすくするため、ਤでは֤判別֮ࢹ。ඪ஋をϓϩットしたਤをࣔすࢦ
ͩ。

෩化面をআڈした分析/P�3の新઱面（ୈ22ද、ୈ63ਤ中では分析/P�3`とද記）のଌఆでは、߹கする
判別܈がなく、産地ෆ明であった。

෩化面をଌఆした分析/P�1、 2 、 4 の 3 ఺については、分析/P�1は౬ϲๆ܈（ذෞ県、下呂ΤリΞ）、
分析/P�2はय़日山܈（奈良県、ೋ্山ΤリΞ）、分析/P�4はذࢌΤリΞ（߳川県）にൺֱతۙいҐஔにϓ
ϩットされた。3 ఺の石器は、これらの判別܈にଐするՄೳੑがある。たͩし、新઱面をଌఆした݁Ռ、
߹கする判別܈がなかった分析/P�3も、෩化面のଌఆではീ෩山܈（௕野県、ࠤ久ΤリΞ）のൺֱతۙ
いҐஔにϓϩットされており、෩化面のଌఆでの産地ਪఆはࠔ೉とい͑る。

分析
No.

K強度
（cps）

Mn強度
（cps）

Fe強度
（cps）

Rb強度
（cps）

Sr強度
（cps）

Y強度
（cps）

Zr強度
（cps） Rb分率 Mn*100

Fe Sr分率 log Fe
K 判別群 エリア 分析

No.
1 225.3 116.1 1533.3 584.8 1620.4 238.1 1048.6 16.75 7.57 46.40 0.83 ? 不明 1
2 185.8 125.4 6647.1 370.3 1285.4 201.2 953.4 13.18 1.89 45.74 1.55 ? 不明 2
3 223.8 215.5 9805.7 351.7 2610.4 292.5 1761.6 7.01 2.20 52.04 1.64 ― ― 3
 3' 190.0 218.2 9981.4 327.7 2596.4 290.5 1786.5 6.55 2.19 51.92 1.72 ? 不明  3'
4 213.5 149.5 6474.7 505.4 1304.4 267.0 1577.5 13.83 2.31 35.70 1.48 ? 不明 4

※1 ～ 4は風化面を測定、3'は新鮮面を測定

第22表　測定値および産地推定結果

都道府県 エリア 判別群 原石採取地（試料点数）
福島 会津 柳津 只見川支流（6）

群馬 みなかみ 武尊山 武尊山（11）
下仁田 荒船山 荒船山（9）

長野 佐久 八風山 香坂（9）、八風山下（10）、八風山（9）

岐阜 下呂 湯ヶ峰 大林（10）、山の西ロ（3）、火口そばくずれニ（3）、
山の東ホ（3）、火口そば北寄り尾根ヘ（3）

石川 能登 富来 大福寺A地点（1）、大福寺B地点中央鞍部（4）、
大福寺B地点南（15）、西大福寺A地点（2）、笹波（15）

奈良 二上山 春日山 春日山みかん畑内（10）、株山（61）

香川 讃岐

国分台1
自衛隊演習場付近（21）、神谷神社付近（8）、
高産霊神社谷（1）、国分台下みかん畑（4）、
蓮光寺山南東麓（1）

国分台2 神谷神社付近（3）、高産霊神社谷（4）

国分台3
自衛隊演習場付近（1）、神谷神社付近（2）、
高産霊神社谷（7）、国分台下みかん畑（1）、
蓮光寺山南東麓（25）、出雲神社周辺（5）

赤子谷 赤子谷第1地点（5）、赤子谷第2地点（5）
法印谷 法印谷（10）
金山1 北峰道路脇（10）、金山南麓（31）、金山北東部（27）
金山2 北峰道路脇（10）、金山南麓（31）、金山北東部（27）
城山 城山南側（5）、城山北側（5）

東奥1 雄山（5）、雌山（5）、神谷神社付近（4）、
出雲神社周辺（23）、奥池付近（11）

東奥2 神谷神社付近（3）、出雲神社周辺（2）、奥池付近（5）
双子山 双子山南嶺（10）
香色山 佐伯神社付近（30）、宮ヶ尾古墳周辺（1）

大麻山北麓 宮ヶ尾古墳周辺（2）

鳥取 青谷 青谷 青谷（12）
東郷 東郷 麻畑（12）

佐賀 多久 鬼ノ鼻山 天ヶ瀬ダム下みかん畑（8）
宮崎 高千穂 黒岳 黒岳（1）

第21表　ガラス質安山岩産地の判別群
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4 ．お　わ　り　に

大菅波コショウズワリ遺跡より出土したΨϥε࣭安山ؠ製石器 4 ఺について、9ޫܬ線分析を用い
た判別ਤ法による産地ਪఆを行ったが、いずれも産地ෆ明ͩった。

引用文献

๬月明඙　　1999　　ʮ্࿨田৓山遺跡出土の黒曜石産地ਪఆʯh 埋蔵文化財の保؅と׆用のためのૅجత੔ཧ報告書 2 ʕ্࿨

田৓山遺跡รʕʱ172Ȃ179　大࿨市教育委員会

第 7節　黒曜石製石器の産地推定
1．は　じ　め　に

加賀市大菅波町地内に所在する大菅波コショウズワリ遺跡より出土した黒曜石製石器について、Τ
ωϧΪー分ࢄ型9ޫܬ線分析૷ஔによるݩૉ分析を行い、産地をਪఆした。

2 ．試 料 と 方 法

分析ର৅は、遺跡より出土した黒曜石製石器 8 ఺である（ୈ23ද）。ࢼྉは、ଌఆ前に௒Ի波ચড়器
やϝϥϛンϑΥーϜ製εϙンδを用いて、ଌఆ面のચড়を行った。

分析
No.

図版
番号

管理
番号

遺物ID
（MA番号） 地区 グリッド 出土遺構等 器種 色調 備考

1 13 0133 MA0000013921 2区 D4南東 NR1 剥片 淡黒色 縞あり
2 14 0134 MA0000013922 2区 F5南東 NR1 剥片 淡黒色 被熱痕
3 15 0135 MA0000013923 2区 F6 遺構検出 NR1 二次加工のある剥片 淡黒色
4 16 0136 MA0000013924 2区 F6南東 NR1 剥片 淡黒色
5 16 0136 MA0000013924 2区 F6南東 NR1 剥片 淡黒色
6 18 0138 MA0000013926 2区 E1 攪乱1 楔形石器 淡黒色
7 38 0222 MA0000013783 1区 B9 南壁 剥片 淡黒色
8 39 0223 MA0000013784 1区 検出面 剥片 淡黒色

第23表　分析対象の黒曜石製石器

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

0 5 10 15 20 25 30

M
n*
10
0/
Fe

Rb分率

春日山

湯ヶ峰

讃岐エリア

香色山

富来

鬼ノ鼻山黒岳

大麻山北麓 東奥1

東奥2

八風山

荒船山

武尊山1

武尊山2

柳津

青谷

東郷

2

33’

4

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

30 35 40 45 50 55 60

l
og
(F
e/
K)

Sr分率

春日山

湯ヶ峰

国分台2

讃岐エリア

香色山

富来

鬼ノ鼻山

黒岳

大麻山北麓

東奥1

東奥2

八風山

荒船山

武尊山1

武尊山2 柳津

青谷

東郷

1

2

3

3’

4

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0 10 20 30 40 50 60

M
n
*
10
0
/F

e

Rb分率

白滝1

白滝2

赤井川

出来島

八森山

月山
脇本

金ヶ崎

湯ノ倉

根岸

秋保1
塩竈

北上折居2

秋保2

上士幌

所山

置戸山

豊浦

旭川

名寄

秩父別1

秩父別2
秩父別3

遠軽

生田原

留辺蘂1

釧路

留辺蘂2

北上折居1
北上折居3

櫛引

七尋沢

甘湯沢

板山

金津

青森

久見

箕浦

鷹山

小深沢

土屋橋1

星ヶ台

砂糠崎

恩馳島

高松沢
ブドウ沢

牧ヶ沢

冷山

柏峠
芦ノ湯

畑宿

鍛冶屋上多賀

土屋橋2

西餅屋

古峠

真光寺

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

0 10 20 30 40 50 60

l
o
g
(F
e
/K

)

Sr分率

白滝1白滝2

赤井川

出来島

八森山

月山

脇本

金ヶ崎

湯ノ倉根岸

秋保1

塩竈

北上折居2

秋保2

上士幌
所山

置戸山

豊浦
旭川名寄

秩父別1

秩父別2

秩父別3

遠軽
生田原

留辺蘂1

釧路

留辺蘂2

北上折居1

北上折居3

櫛引

七尋沢

甘湯沢

板山

金津

青森

芦ノ湯

畑宿

鍛冶屋

上多賀

柏峠

箕浦

久見

冷山
恩馳島

砂糠崎

牧ヶ沢

ブドウ沢

高松沢
星ヶ台

土屋橋1

小深沢

鷹山

土屋橋2
西餅屋

古峠

真光寺

第63図　ガラス質安山岩産地推定判別図（1） 第63図　ガラス質安山岩産地推定判別図（2）
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分析૷ஔは、ΤεΞΠΞΠ・ナϊςΫϊϩδー
ܭ9線分析ޫܬ型ࢄ会ࣾ製のΤωϧΪー分ࣜג
4E"120079を使用した。૷ஔの༷࢓は、9線
؅ターήットはϩδウϜ（3I）、9線ݕ出器は
出器である。ଌఆ৚݅は、ଌఆ時間ݕ4%%
100TFD、রࣹܘ 8 ᶱ、ిѹ�0L7、ిྲྀ1000▂"、
は真ۭに設ఆし、Ұ࣍ϑΟϧタؾྉ室内งғࢼ
に1Cଌఆ用を用いた。

黒曜石の産地ਪఆには、9ޫܬ線分析による
9線ڧ度を用いた黒曜石産地ਪఆ法である判別
ਤ法を用いた（๬月1999など）。ຊํ法では、ま
ず֤ࢼྉを9ޫܬ線分析૷ஔでଌఆし、ͦのଌ
ఆ݁Ռのうち、カリウϜ（,）、ϚンΨン（.O）、
మ（'F）、ϧϏδウϜ（3C）、εトϩンνウϜ（4S）、
ΠットリウϜ（:）、δϧコニウϜ（;S）の߹ܭ 7
度（DQTɿDPVOU�QFS�TFDPOE）についڧૉの9線ݩ
て、以下にࣔすࢦඪ஋をࢉܭする。
1 ） 3C分཰�3Cڧ度ʷ100�（3Cڧ度�4Sڧ度�:
（度ڧ度�;Sڧ
2 ） 4S分཰�4Sڧ度ʷ100�（3Cڧ度�4Sڧ度�:
（度ڧ度�;Sڧ
3 ） .Oڧ度ʷ100�'Fڧ度
4 ） MPH（'Fڧ度�,ڧ度）
ͦして、これらのࢦඪ஋を用いた 2 つの判別

ਤ（ԣ࣠3C分཰－ॎ࣠.Oڧ度ʷ100�'Fڧ度の
判別ਤとԣ࣠4S分཰－ॎ࣠MPH（'Fڧ度�,ڧ度）
の判別ਤ）を作੒し、֤地の原石σータと遺跡
出土遺物のσータをর߹して、産地をਪఆする。
このํ法は、できるݶり9ޫܬ線のΤωϧΪー
ࠩが小さいݩૉಉ࢜を૊み߹わせてࢦඪ஋をࢉ
出するため、形状、ްみ౳のӨڹをൺֱతडけにくく、原ଇとしてඇഁյ分析が๬ましいߟ古遺物の
ଌఆにରしてඇৗに༗ޮなํ法であるとい͑る。たͩし、෩化ࢼྉの৔߹、MPH（'Fڧ度�,ڧ度）の஋
がݮগする（๬月1999）。ࢼྉのଌఆ面には、なる΂く平׈な面をબんͩ。

原石ࢼྉは、࠾औ原石をׂって新઱な面を࿐出させた্で、産地ਪఆର৅ࢼྉとಉ༷の৚݅でଌఆ
した。ୈ24දに判別܈Ұཡとͦれͧれの原石の࠾औ地఺およͼ఺਺をࣔす。

3 ．分　析　結　果

ୈ2�දに石器のଌఆ஋およͼࢉ出したࢦඪ஋を、ୈ64ਤに黒曜石原石の判別ਤに石器のࢦඪ஋をϓ
ϩットしたਤをࣔす。֮ࢹతにわかりやすくするため、ਤでは֤判別܈をପԁでऔりғんͩ。

分析の݁Ռ、 7 ఺が੕ϲ୆܈（௕野県、諏訪ΤリΞ）のൣғにϓϩットされた。また、分析/P�2は、

都道府県 エリア 判別群名 原石採取地

北海道

白滝

白滝1 赤石山山頂（43）、八号沢露頭（15） 赤石山山頂、
八号沢露頭、
八号沢、黒曜の沢、
幌加林道（36）

白滝2
7の沢川支流（2）、IK露頭（10）、
十勝石沢露頭直下河床（11）、
アジサイの滝露頭（10）

赤井川 赤井川 曲川･土木川（24）

上士幌 上士幌 十勝三股（4）、タウシュベツ川右岸（42）、
タウシュベツ川左岸（10）、十三ノ沢（32）

置戸 置戸山 置戸山（5）
所山 所山（5）

豊浦 豊浦 豊泉（10）
旭川 旭川 近文台（8）、雨紛台（2）
名寄 名寄 忠烈布川（19）

秩父別
秩父別1

中山（65）秩父別2
秩父別3

遠軽 遠軽 社名淵川河床（2）
生田原 生田原 仁田布川河床（10）

留辺蘂 留辺蘂1 ケショマップ川河床（9）留辺蘂2
釧路 釧路 釧路市営スキー場（9）、阿寒川右岸（2）、阿寒川左岸（6）

青森
木造 出来島 出来島海岸（15）、鶴ヶ坂（10）
深浦 八森山 岡崎浜（7）、八森山公園（8）
青森 青森 天田内川（6）

秋田 男鹿 金ヶ崎 金ヶ崎温泉（10）
脇本 脇本海岸（4）

岩手 北上川
北上折居1

北上川（9）、真城（33）北上折居2
北上折居3

宮城

宮崎 湯ノ倉 湯ノ倉（40）
色麻 根岸 根岸（40）

仙台 秋保1 土蔵（18）秋保2
塩竈 塩竈 塩竈（10）

山形 羽黒 月山 月山荘前（24）、大越沢（10）
櫛引 たらのき代（19）

新潟
新発田 板山 板山牧場（10）
新津 金津 金津（7）
佐渡 真光寺 追分（4）

栃木 高原山 甘湯沢 甘湯沢（22）
七尋沢 七尋沢（3）、宮川（3）、枝持沢（3）

長野
和田

西餅屋 芙蓉パーライト土砂集積場（30）
鷹山 鷹山（14）、東餅屋（54）

小深沢 小深沢（42）
土屋橋1 土屋橋西（10）
土屋橋2 新和田トンネル北（20）、土屋橋北西（58）、土屋橋西（1）

古峠 和田峠トンネル上（28）、古峠（38）、和田峠スキー場（28）
ブドウ沢 ブドウ沢（20）
牧ヶ沢 牧ヶ沢下（20）
高松沢 高松沢（19）

諏訪 星ヶ台 星ヶ台（35）、星ヶ塔（20）
蓼科 冷山 冷山（20）、麦草峠（20）、麦草峠東（20）

神奈川 箱根

芦ノ湯 芦ノ湯（20）
畑宿 畑宿（51）

鍛冶屋 鍛冶屋（20）

静岡 上多賀 上多賀（20）
天城 柏峠 柏峠（20）

東京 神津島 恩馳島 恩馳島（27）
砂糠崎 砂糠崎（20）

島根 隠岐 久見 久見パーライト中（6）、久見採掘現場（5）
箕浦 箕浦海岸（3）、加茂（4）、岸浜（3）

第24表　東日本黒曜石産地の判別群
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ୈ64ਤ（1）では੕ϲ୆܈のൣғにϓϩットされたが、ୈ64ਤ（2）では੕ϲ୆܈の下ํにあたるҐஔにϓ
ϩットされた。これは、ઌड़したように遺物の෩化によるӨڹと͑ߟられ（๬月1999）、੕ϲ୆܈にଐ
するՄೳੑがߴい。

ୈ2�දに、判別ਤ法によりਪఆされた判別܈名とΤリΞ名をࣔす。

4 ．お　わ　り　に

大菅波コショウズワリ遺跡より出土した黒曜石製石器 8 ఺について、9ޫܬ線分析を用いた判別ਤ
法による産地ਪఆを行った݁Ռ、いずれも諏訪ΤリΞ産とਪఆされた。

引用文献

๬月明඙　　1999　　ʮ্࿨田৓山遺跡出土の黒曜石産地ਪఆʯh 埋蔵文化財の保؅と׆用のためのૅجత੔ཧ報告書 2 ʕ্࿨

田৓山遺跡รʕʱ172Ȃ179　大࿨市教育委員会

分析
No.

K強度
（cps）

Mn強度
（cps）

Fe強度
（cps）

Rb強度
（cps）

Sr強度
（cps）

Y強度
（cps）

Zr強度
（cps） Rb分率 Mn*100

Fe Sr分率 log Fe
K 判別群 エリア 分析

No.
1 316.3 126.3 1192.9 809.4 305.0 399.9 779.4 35.29 10.59 13.30 0.58 星ヶ台 諏訪 1
2 422.2 105.5 987.0 708.7 257.9 345.5 667.9 35.79 10.69 13.03 0.37 星ヶ台? 諏訪? 2
3 304.2 121.6 1126.4 789.8 296.4 388.8 762.0 35.31 10.79 13.25 0.57 星ヶ台 諏訪 3
4 220.4 87.0 826.8 590.2 225.1 305.3 597.1 34.36 10.52 13.11 0.57 星ヶ台 諏訪 4
5 260.4 102.2 979.6 691.0 261.5 347.7 686.7 34.78 10.44 13.16 0.58 星ヶ台 諏訪 5
6 292.6 116.2 1072.6 735.5 280.0 365.6 729.4 34.85 10.84 13.27 0.56 星ヶ台 諏訪 6
7 325.9 130.4 1227.1 837.0 315.0 414.4 795.1 35.44 10.63 13.34 0.58 星ヶ台 諏訪 7
8 255.9 103.6 967.9 671.1 254.4 341.0 662.6 34.79 10.70 13.19 0.58 星ヶ台 諏訪 8

第25表　測定値および産地推定結果
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第 6章　総 括

第1節　旧石器時代～弥生時代

大菅波コショウズワリ遺跡の調査面積は�,170㎡であるが、΄৔੔උなどに൐う֧ཚ・࡟平が多いた
めか、遺構と遺物がগないので 3 つの時代を֓؍する（ୈ6�ਤ）。

旧石器時代は、 1 区西側下面แؚ層から柳葉形尖頭器（71）が出土したことから認ࣝされるが、剥片
（72ʙ74・77・224・230）ͩ けでは౰時期の人ʑの׆ಈをઆ明できない。

縄文時代は 1 区下層で、4*02ʁ（ୈ18ਤ）は؆қなॅډが存在したՄೳੑがࢦఠできる。しかし、গ
ྔの縄文土器・石器などが新しい遺構や/31やแؚ層から出土したఔ度である。 2 区147はઙい൒ፊ
஛؅文であり、中期前൒ʙ中期中葉前൒と思われる。 2 区148は௜線文に3L縄文をࢪすਂുで後期前
൒と思われる。 2 区149はްखの波௖部にר֋ࢗಥを持ち、ԡҾき௜線文で文༷をࢪ文する波௖部で
内面を大きくԜます。ԡҾき௜線文から後期前൒のؾ԰ࣜซ行のՄೳੑをࢦఠされたが、౰期の෱井
市波寄ࡾ୐田遺跡ୈ19܈（޻藤΄か2021）のްखの口ԑ波௖部には内面のۼみがແいことや、ްखの波
௖部のԡҾき௜線文は波௖部中ԝにしかなく、ͦれを௜線でғΉものとはややҟなる。よって、南加
賀地ํのม༰形なのであΖうか。ૈ製ਂ （ു2�・61）があり、中期であΖうか。石器などは、地ݩの石
਷ɿۄ、ɿ79・220・230ؠɿ66・68・73ʙ7�・78・84・21�・218・221・222・232・234、ྲྀ໲ؠփڽ）ࡐ
76）や（地ܥݩʁの）産地ෆ明の石ࡐ（Ψϥε࣭安山ؠɿ72・216・223、࣭ܔทؠɿ6�・219・228）やԕ
ִ地石ࡐ（下呂石ɿ81・218、諏訪産黒曜石ɿ70・77・224ʙ227・229、ऄ໲ؠ・ಁર石ؠϱɿ83）が確
認された。/31を水ݯや水৔として利用していたと思われるが、明確な遺構や遺物はগない。ͦれは、
丘陵部などに存在する遺跡や200̼東にҐஔする小菅波ࠃ道遺跡（ୈ 3 ・ 4 ਤ中期中葉ʙ後葉の集落）
が౰遺跡の遺物の฼ମであったからなのであΖう。小菅波ࠃ道遺跡でもऄ໲ؠ製磨製石斧や黒曜石の
石鏃・剥片などのԕִ地の石ࡐが出土している。

弥生時代は、 1 区鞍部্面の4906から中期中葉の土器（32）が出土し、 1 区西側্層ݕ出面ではڽփ
道遺跡は、中期後൒の小型ํ形竪穴ࠃ製の太型蛤刃石斧（82）が確認されるఔ度で、গない。小菅波ؠ

（4%437）、区ը溝（4%632）か土坑（4%632下層）が遺構として確認され、4%632から太型蛤刃石斧が出土
している。แؚ層などから中期後൒ʙ後期຤の土器が出土している。

第 2節　古 墳 時 代

古墳時代後期ʙ຤期をまとめてみたい（ୈ67ਤ）。/31をڬんで྆側に遺構がみられるので自然河道
にも水ྲྀがあったか、鞍部の状ଶであったのであΖう。掘立柱建物は 9 棟、古代までのՄೳੑがある
掘立柱建物 2 棟を確認した。 1 区での事ྫから側柱建物と総柱建物の 2 棟セットが確認され、 1 区
4#01と4#03、 1 区4#02と4#04、 2 区4#2と4#1、 2 区4#4と4#�が૝ఆされよう。 1 区4#01と4#03
は 7 ॳ頭͙らいと思われるが、他はلੈ � 後൒ʙلੈ 6 後൒と思われるが、時期の特ఆは出དྷなلੈ
い。 2 区4#6は側柱の୯ಠ棟なので、෇ۙに 2 ʷ 2 間の総柱建物が存在したՄೳੑもあΖう。 2 区
4#3はܻ行 4 間の総柱建物なので、他の建物とはҟなり、2 区4#07は他よりܻ行の間が௕いことから、
古代のՄೳੑもあΖうが、ڞに時期は確ఆできない。4#7の西側には柱ྻが確認され、4*1の周辺にも
柱ࠟ跡を持つϐットが多いので掘立柱建物が存在したՄೳੑがあΖう。 2 区4*1は۱ؙํ形の周溝を
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第68図　中世の遺構・遺物出土位置図（S＝1/1000、S＝1/10）

第69図　近世の遺構・遺物出土位置図（S＝1/1000、S＝1/10）　
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持つ竪穴ܥ建物であり、 4 ຊの主柱穴と周溝の間に多֯形の柱を持つようである。周溝は 1 区の鞍部
ํ向にഉ水用の溝（ 1 区4%12の西側）がԆͼている。土坑は4*1の東側から4#07の西側に多く確認され、
北部の土坑܈（ୈ43ਤ）も確認された。4*1や土坑܈は中期とす΂きであΖうか。

小菅波ࠃ道遺跡では、古墳中・後期のᙈ・ߴᆀが出土している。

第 3節　古 代 ～ 近 世

古代は明確な遺構は、あまり確認されていない（ୈ66ਤ）。 2 区4,1�が古代後൒以߱の井戸と思われ、
4#3・7が古代のՄೳੑもあΖう。4#7の西側には柱ྻが確認され、4*1の周辺にも柱ࠟ跡を持つϐッ
トが多いので掘立柱建物が存在したՄೳੑがあΖう。/31から墨書土器（139ʙ143）がややまとまって
出土しており、水辺の祭祀が૝ఆされよう。

小菅波ࠃ道遺跡では、 8 ʙ12ੈل代の須恵器・土師器が報告されている。
中ੈも明確な遺構は、 1 区4910（3�）͙ らいであΖう（ୈ68ਤ）。4'1から 9 代の須恵器が出土しلੈ

ていることから、ͦれ以߱なので古代຤ʙ中ੈであΖうか。ਤ化された遺物も、土師器（�3・�1）ࡼ、
चऱ焼（206）、加賀焼（16・63・64・103）、白磁（20�）、青磁（47・204）とগない。

ۙੈの遺構は、北側に多く確認される（ୈ69ਤ）。17ੈل代の遺物を中৺に18ੈل代もあるものと思
われる。井戸と思われる4,2・�・6では、4,2・6には寄生虫卵が確認されている。北側のԁ形土坑の
多くはۙੈの肥溜めと思われ、4,2・6にはഇغ時にศฅがࠞ͡りࠐんͩのであΖう。492はఈに᝘状
のෑ物を 2 ຕॏͶ、ͦの্に80ܘʙ9�ᶲఔのఈを֎した݁Գをਾ͑たものとਪఆされおり、ͦの用్
がؾになる。自然Պֶ分析の݁Ռ、/31のՖค分析では周辺でιόの࠿ഓࠟ跡が確認され、寄生虫卵
分析では୶水ڕ（鮎の生৯など）やカワニナに෇く寄生虫卵が確認され、周辺の生業・৯生࢒・׆൧ॲཧ・
Ӵ生状گなどが֞間ݟれた。

大菅波コショウズワリ遺跡の小ࣈは、コショウズワリʹ小ਗ਼水ׂとࣈ׽をあてることがՄೳであり、
΄৔੔උ前の状گが͑࢕る。΄৔੔උ޻事により֧ཚをडけており、特に 2 区に多い。また、小菅波
道遺跡（ୈࠃ 4 ਤ）でも੝土・࡟平が著しく、։発ର৅区Ҭ内の埋蔵文化財が存在したൣғはݶఆされ
ていた。ͦれは周辺ではҰ辺70ʙ80̼ʷ30̼の大ن໛水田଄੒（ୈ 4 ਤ）により、特に水田の北東側の
。平が著しいからである࡟ 1 区東側の水田では須恵器・土師器・石਴（80）などをද࠾しており、大菅
波コショウズワリ遺跡から小菅波ࠃ道遺跡は、縄文時代ʙ古代にかけてີではないがܨがっていたՄ
ೳੑもあΖう。

調査区は֧ཚが多く、出土遺物はࡉ片が多くて出土ྔもগなく、遺構の時期などをԡさ͑られなかっ
た。また、柱ࠟ跡がある柱穴を確認するも建物を෮ݩすることが೉しかった。ຊ書をまとめるにあたり、
調査・੔ཧ・原ߘ作੒୲౰者以֎のྗڠをಘたのでࢦ名を記してँײしたい。

、ߴ川ാ　੣、ࢤশলུ、੺ᖒಙ明、ઙ野๛࣏、石川日出ܟ 田लथ、౛根ൺ呂ࢠ、藤田๜༤、藤根　久、
安中఩ಙ、٢田　३、ถᖒٛޫ、࿨田ཾհ。

参考文献

戸根ൺ呂ࢠ� 2019�  h 小菅波ࠃ道遺跡発掘調査報告書ʱ加賀市教育委員会

�藤ढ़थ΄か޻ 2021�  h 波寄ࡾ୐田遺跡ʱ෱井県教育ி埋蔵文化財調査センター
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報 告 書 抄 録

ふ り が な かがし　おおすがなみこしょうずわりいせき

書 名 加賀市　大菅波コショウズワリ遺跡

副 書 名 北陸新幹線建設事業（金沢・敦賀間）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号 6

編 著 者 名 久田正弘、西山美那、森　将史、野口真利江、小林克也、藤根　久

編 集 機 関 公益財団法人石川県埋蔵文化財センター
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発 行 機 関 石川県教育委員会・公益財団法人石川県埋蔵文化財センター

発 行 年 月 日 2022年 3 月22日

ふ り が な

所 収 遺 跡
ふ り が な

所 在 地
コ ー ド

北 緯 東 経 発 掘 期 間 発掘面積 発掘原因
市町村 遺跡番号

大
おお

菅
すが

波
なみ

コショウズ

ワリ遺
い

跡
せき

　　　　

石
いし

川
かわ

県
けん

 加
か

賀
が

市
し

大
おお

菅
すが

波
なみ

地
ち

内
ない

 　
17206 643000

36度
19分
3 秒

136度
 20分
 23秒

20160926
～

20161214
1,800㎡

記録保存
調査　　20170414

～
20170731

3,370㎡

所 収 遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

大
おお

菅
すが

波
なみ

コショウズ

ワリ遺
い

跡
せき

　　　　
集落跡

旧石器時代 尖頭器、剥片 柳葉形

縄文時代 竪穴建物、小穴
縄文土器、磨製石斧、
打製石斧、石鏃、石匙

黒曜石（諏訪産）、
下呂石

弥生時代
弥生土器、太型蛤刃石
斧

古墳時代
掘立柱建物、周溝
を持つ建物、土坑

土師器、須恵器 2 棟セットを確認

奈良・平安時代 小穴、井戸 土師器、須恵器 河道に墨書土器

鎌倉・室町時代 小穴、道路状遺構
土師器、越前焼、加賀
焼、白磁、青磁

江戸時代
掘立柱建物、井戸、
土坑、溝

陶磁器、銅銭、石製品

要　　約

橋立丘陵の裾に立地する遺跡で、南側に向かって低くなる。低い部分には鞍部・自然河道
があり、下層から柳葉形尖頭器や剥片類、磨製石斧が出土した。自然河道は江戸時代まで
存在していたようである。古墳時代後期以後には側柱・総柱建物の 2 棟セットが確認され、
古代では墨書土器を使った水辺の祭祀が行われたようである。江戸時代になると、調査区
北側に遺構が多く確認され、掘立柱建物や井戸の他に、肥溜めと思われる土坑があるので、
耕作地も存在したようである。寄生虫卵分析により、鮎やカワニナなどを利用していたこ
とが判明した。



図版1平成28年度調査・ 1区

1区遠景（南東から）

1区遠景（北東から）



図版2 平成28年度調査・ 1区

1区SB01～04全景（上が北）

1区遠景（南東から）



図版3平成28年度調査・ 1区

1区西側上層全景（西から）

1区西側上層（北西から）



図版4 平成28年度調査・ 1区

1区下層河跡全景（北西から）

1区西側下層全景（西から）



図版5平成28年度調査・ 1区

1区SB01～04完掘状況（南東から）

1区SB01～04検出状況（東から）



図版6 平成28年度調査・ 1区

1区SB01-P10断面（南から）1区SB01-P03断面（東から）

1区SB01-P02断面（東から）1区SB01検出状況（北から）

1区SB01完掘状況（東から）



図版7平成28年度調査・ 1区

1区SB02-P09断面（南から）1区SB02-P07断面（南から）

1区SB02-P05柱根出土状況（南から）1区SB02検出状況（北から）

1区SB02完掘状況（北から）



図版8 平成28年度調査・ 1区

1区SB03-P09断面（西から）1区SB03-P08断面（西から）

1区SB03-P02断面（東から）1区SB03検出状況（北から）

1区SB03完掘状況（北から）



図版9平成28年度調査・ 1区

1区SB04-P06断面（北東から）1区SB04-P04断面（南から）

1区SB04-P03断面（東から）1区SB04検出状況（北から）

1区SB04完掘状況（東から）



図版10 平成28年度調査・ 1区

1区SD13東部断面（南東から）1区SD12遺物出土状況（南から）

1区SD12東部断面（西から）1区SD12西部断面（西から）

1区SD10断面（南東から）1区SD06断面（北から）

1区SD03断面（西から）1区SD02断面（西から）



図版11平成28年度調査・ 1区

1区尖頭器出土状況（北から）1区P07縄文土器出土状況（西から）

1区検出面太型蛤刃石斧出土状況（北から）1区SD08断面（北西から）

1区SD08全景（北西から）
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図版15平成29年度調査・ 2区

2 - 1 ・ 2 - 2 区遠景（北から）

2 - 1 ・ 2 - 2 区遠景（南から）



図版16 平成29年度調査・ 2区

2 - 3 区遠景（北から）

2 - 1 ・ 2 - 2 区遠景（南から）



図版17平成29年度調査・ 2区

調査区全景（上が北）

2区 2面全景（右が北）



図版18 平成29年度調査・ 2区

2区SB 1 -P67柱根出土状況（東から）2区SB 1 -P32柱根出土状況（北東から）

2区SB 1 -P10断面（北西から）2区SB 1 -P 7 断面（北東から）

2区SB 1 完掘状況（北東から）



図版19平成29年度調査・ 2区

2区SB 2 -P27断面（西から）2区SB 2 -P26断面（西から）

2区SB 2 -P25断面（西から）2区SB 2 ・ 3 検出状況（東から）

2区SB 2 完掘状況（南から）



図版20 平成29年度調査・ 2区

2区SB 3 -P44断面（西から）2区SB 3 -P41断面（西から）

2区SB 3 -P40断面（西から）2区SB 3 -P29断面（西から）

2区SB 3 完掘状況（南から）



図版21平成29年度調査・ 2区

2区SB 4 -P64断面（北西から）2区SB 4 -P51柱根出土状況（北から）

2区SB 4 -P50完掘状況（西から）2区SB 4 -P46断面（西から）

2区SB 4 完掘状況（南から）



図版22 平成29年度調査・ 2区

2区SB 5 -P63木片出土状況（北東から）2区SB 5 -P62礎板出土状況（北東から）

2区SB 5 -P59柱根・礎板出土状況（北東から）2区SB 5 -P55柱根出土状況（南東から）

2区SB 5 完掘状況（南西から）



図版23平成29年度調査・ 2区

2区SB 6 -P78断面（北東から）2区SB 6 -P77断面（北西から）

2区SB 6 -P76断面（北西から）2区SB 6 検出状況（南東から）

2区SB 6 完掘状況（南西から）



図版24 平成29年度調査・ 2区

2区SB 7 -P133断面（西から）2区SB 7 -P132断面（西から）

1区SB 7 -P54断面（西から）2区SB 7 掘削作業（南から）

2区SB 7 完掘状況（南から）



図版25平成29年度調査・ 2区

2区SI 1 ・SD 8 作業状況（南西から）

2区SI 1 他検出状況（南西から）



図版26 平成29年度調査・ 2区

2区SD15断面（西から）2区SD11・12断面（北東から）

2区SD10断面（南東から）2区SD 9 断面（東から）

2区SD 8 断面 2（東から）2区SD 4 断面（南から）

2区SD 2 断面（東から）2区SD 1 断面 1（北東から）



図版27平成29年度調査・ 2区

2区SK 5 完掘状況（東から）2区SK 5 礫・陶磁器出土状況（西から）

2区SK 5 断面（西から）2区SK 4 断面（南から）

2区SK 3 断面（南から）2区SK 2 断面（北から）

2区SK 2 遺物出土状況（北から）2区SK 1 断面（南東から）



図版28 平成29年度調査・ 2区

2区SK11断面（南から）2区SK10断面（西から）

2区SK 8 断面（南から）2区SK 8 検出状況（南西から）

2区SK 7 断面（東から）2区SK 6 桶枠（南から）

2区SK 6 遺物出土状況（東から）2区SK 6 断面（北から）



図版29平成29年度調査・ 2区

2区SK16断面（南から）2区SK15完掘状況（南東から）

2区SK15下部断面（南東から）2区SK15断面（南東から）

2区SK14断面（南から）2区SK13断面（南から）

2区SK12完掘状況（北から）2区SK12断面（南から）



図版30 平成29年度調査・ 2区

2区SK19・21完掘状況（南から）2区SK19・21断面（南から）

2区SK18断面（南東から）2区SK17他完掘状況（南から）

2区SK17土師器出土状況 2（北西から）2区SK17土師器出土状況 1（北西から）

2区SK17断面（南から）2区SK17遺物出土状況（南東から）



図版31平成29年度調査・ 2区

2区SX 2 完掘状況（南から）2区SX 2 編物の重なり（北から）

2区SX 2 編物出土状況（南から）2区SX 2 上位断面・編物出土状況（東から）

2区SX 2 編物全景（東から）



図版32 平成29年度調査・ 2区

2区 2面全景（南から）2区SD 9 ・11・12遺（南東から）

2区SD10（南東から）2区土坑群（南から）

2区SX 8 ・P97～P102（南東から）2区SX 7 断面（南西から）

2区SX 4 ・SK 8 完掘状況（南から）2区SX 4 -b遺物出土状況（北東から）



図版33平成29年度調査・ 2区

2区SF 2 ・ 3 （北東から）2区SF 1 ・ 6 ・ 7 （南から）

2区SF 1 -P111～113断面（南西から）2区SF 1 検出状況（東から）

2区SF全景（東から）



図版34 平成29年度調査・ 2区

2区NR 1 遺物出土状況（北東から）2区NR 1 断面 2（南西から）

2区NR 1 断面 1（南東から）2区NR 1 墨書土器出土状況 2（南西から）

2区NR 1 墨書土器出土状況 1（南西から）



図版35平成29年度調査・ 2区

2区NR 1 黒曜石出土状況（西から）2区NR 1 臼玉出土状況（北東から）

2区NR 1 北壁断面 2（南西から）2区NR 1 北壁断面（南西から）

2区NR 1 完掘状況（南から）
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2 区出土遺物 1
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Ճլࢢ　େੁ೾ίγϣ΢ζϫϦ遺跡
�೔ߦൃ ྩ࿨ ʢ̐2022ʣ೥݄̏ 22 ೔

�ऀߦൃ 石઒ڭݝҭҕһձ
� ˟ 920ʵ8575　石઒ۚݝ୔ࢢҌ݄ 1ஸ໨ 1൪地
� ి࿩　076ʵ225ʵ1842ʢจ化ࡒ՝ʣ

� ެӹஂࡒ๏ਓ　石઒ݝຒଂจ化ࡒηϯλʔ
� ˟ 920ʵ1336　石઒ۚݝ୔ࢢதށொ 18 ൪地 1
� ి࿩　076ʵ229ʵ4477
� &ʵNBJM��EBJIZPV!JTIJLBXB�NBJCVO�PS�KQ

ҹ　࡮� ాதতจಊҹࣜג࡮ձࣾ
� ˟ 920ʵ0377　石઒ۚݝ୔ࢢଧ໦ொ౦ 1448 ൪地
� ి࿩　076ʵ269ʵ7788
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